
相生学院高等学校

教科 教科書番号 出版社 教科書名

国語 現国002-901 東京書籍 新編 現代の国語

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

（評価方法） （評価方法） （評価方法）

レポート
単位認定試験
課題プリント

レポート
視聴報告書
単位認定試験
課題プリント

レポート
単位認定試験
行動観察
課題プリント

・筆者自身の考え方を読み取り、人そ
れぞれが持つ意識の世界に思いをは
せる。
・筆者の少年時代の体験について書
かれた文章を読み、自分に当てはめ
て考える。
・情報を整理し、内容や構成に注意す
る。

・本文で使用されている漢字について正し
く読み書きができており、本文で使用されて
いる以外の読み方や使われ方についても
理解している。
・本文の語句について、指示されたものに限
らず、それ以外にも自分の分からない語句
を取り上げ、意味や使われ方について理解
している。
・指示語の指す内容に注意し、前後のつな
がりを意識しながら読み、関係性を理解し
ている。

・「こそそめスープ」が象徴する筆者独自の
視点を理解し、説明できる。
・「こそそめスープのある世界」と「自分の作
りあげた異世界」の関連を把握し、筆者の
主張する「違う現実」で生きる意義について
理解し、説明できる。
・少年時代の筆者の「興味・関心」と，筆者の
人生におけるそのことの意味を理解し、説
明できる。
・伝えたい話題に関する情報を収集・比較・
分類して、立場やその見方を多角的に捉
え，自己の意見や見方を明確に説明でき
る。

・筆者と同じような勘違いをしていたことが
ないかを思い出して書き出し、「思い込み」
や「勘違い」の背景を探ると同時に「本物の
こそそめスープ」とはどのようなものかを考
え、説明しようとしている。
・本文の内容を踏まえて自分が夢中になっ
たものについて、理由とともに説明しようと
している。
・本文の内容を踏まえて、自分自身の興味
や関心について、その魅力と今後への意欲
を説明しようとしている。

・情報と想像力の関係を論じた文章を
読み、意見の根拠を的確に理解して
筆者の主張をつかむ。
・「水」を巡る日本と西洋の文化の比
較を通じて、日本文化の特質につい
て理解を深める。
・情報を集めて検討し、構成を工夫し
て意見文を書く。

・本文で使用されている漢字について正し
く読み書きができており、本文で使用されて
いる以外の読み方や使われ方についても
理解している。
・本文の語句について、指示されたものに限
らず、それ以外にも自分の分からない語句
を取り上げ、意味や使われ方について理解
している。
・接続詞や指示語に注意し、前後のつなが
りを意識しながら読みその関連性を理解し
ている。

・「イメージの貧困」という事態が起きる原因
を理解し、簡潔に説明できる。
・「鹿おどし」と「流れてやまないものの存
在」の関係性を理解し、それを説明できる。
・序論・本論・結論の構成で、読み手が理解
しやすいように、自分の意見を筋道立てて
主張できる。

・本文の理解を踏まえて、「鹿おどし」のよう
な日本独自の文化を象徴する事柄や事物
を挙げて、西洋と対比しながら自分独自の
視点で説明しようとしている。

・目的や相手に合った分かりやすい説
明ができるようになる。
・複数の文章を読み比べ、自分の考え
を深める。 ‐

・説明の目的と相手の立場や年齢にふさわ
しい構成になるよう、話す詳しさや順序など
を工夫し、説明できる。
・文章を比較しながら読んで、各文章の要
旨を捉え、主張の違いをつかんで説明でき
る。

‐

・身近な植物を観察してきた成果を述
べる文章を読み、提示された新しい、
筆者の価値観と主張をつかむ。
・色について論じた文章を、具体例の
役割を押さえながら読み、筆者の価
値観と主張をつかむ。
・ハサミに関する筆者の体験談を読
み、自分のものの見方を検討しよう。
・話し合いの進め方を工夫し、考えを
深める。

・本文で使用されている漢字について正し
く読み書きができており、本文で使用されて
いる以外の読み方や使われ方についても
理解している。
・本文の語句について、指示されたものに限
らず、それ以外にも自分の分からない語句
を取り上げ、意味や使われ方について理解
している。

・都市部における「スキマ」と「管理下にある
緑地」について具体的にイメージし、その特
徴を説明できる。
・「ネズミ色」「グレー」「灰色」の持つイメージ
と「灰色の美学」の概念を理解し、説明でき
る。
・灰色に対する筆者の評価とその理由を読
み取り、説明できる。
・話し合いの進め方や注意点について考
え、よりよい結論を導こうと考察することが
できる。

・生態系という新たな視点から、身近な「ス
キマの植物」に改めて目を向けることで、
「都市部の緑の在り方」について考え、説明
しようとしている。
・筆者の主張を踏まえて、暖色と寒色、有彩
色と無彩色を比較し、それぞれの特徴や自
分の美的感覚について、意見を説明しよう
としている。
・

・自分の道を切り開いた筆者の体験
談から、仕事に対する思いを読み取
る。
・自然や社会の中で生きる意味を考え
ながら働く筆者の思いに触れ、働くと
いうことについて考える。
・コーチングにおける言葉の役割を踏
まえ、仕事と言葉の関わりについて考
える。
・調べたことを整理して、考えたことを
分かりやすくまとめる。

・本文で使用されている漢字について正し
く読み書きができており、本文で使用されて
いる以外の読み方や使われ方についても
理解している。
・本文の語句について、指示されたものに限
らず、それ以外にも自分の分からない語句
を取り上げ、意味や使われ方について理解
している。
・山での草木染めの日々、そこに至るまでの
都会での暮らし、改めて感じる自然や環境
との関わりという文章構成を意識しながら
読んで、その効果を理解している。
・筆者の実感が表れている描写に注意して
読み、動きを引き出す効果を考えて、説明し
ている。

・筆者の理想と現実を読み取り、説明でき
る。
・自然と関わりながら働く筆者の姿を、これ
までの経験や別の情報などと照らし合わせ
て自分の考えを深め、根拠とともに説明で
きる。
・スポーツや芸術などにおける身体の動きを
取りあげ、経験したことがない人でもその動
きができるように言葉で伝えることができ
る。

・職業について、仕事の苦労や喜びの体験
談など見聞きしたことや調べたことをまと
め、自分の理想の職場について、発表しよ
うとしている。
・筆者の体験談を踏まえて、自分のこれまで
してきた努力についてまとめ、発表しようと
している。
・筆者の思いを踏まえたうえで、生活と自然
との持続可能な関わりについて深く考察
し、自分の考えを発表しようとしている。
・本文の理解を踏まえて、働くことの意義や
仕事のやりがいについて考え、説明しようと
している。

・発想を広げてアイディアを整理して
まとめる。
・記事の読み取りを踏まえ、根拠を明
確にして意見をまとめる。
・問いを作って絞り込み、書くための
題材を見つける。

‐

・発想を出し合い、改善点を考えるという目
的を踏まえて、問題点に対する共通理解を
図りながら、進行に合わせた話し合いをし
ている。
・意見文にふさわしい構成について理解し、
その特徴を説明できる。

‐

・「美」という抽象的な題材について論
じた文章を読み、その展開を論理的
に捉え、筆者の価値観を理解する。
・出来事の順序に着目しながら、戦時
下の人々の状況と、作品に一貫する
筆者の思いを読み取る。
・助言をもとに推敲して、よりよい文章
に仕上げる。

・本文で使用されている漢字について正し
く読み書きができており、本文で使用されて
いる以外の読み方や使われ方についても
理解している。
・本文の語句について、指示されたものに限
らず、それ以外にも自分の分からない語句
を取り上げ、意味や使われ方について理解
している。
・日時を特定できる表現に注意しながら読
んで、文章構成を理解している。
・タンザニアの道案内の具体例を読み取り、
日本との差異について理解している。

・各具体例に基づく「発見」と「美しさ」の相
違点や共通点を理解し、説明できる。
・芥川龍之介のエピソードから二通りの「美
しさ」の捉え方について読み取り、説明でき
る。
・各意味段落の内容をキーワードを使って
図示・要約し、説明できる。
・具体例から筆者の主張やタンザニアの
人々の価値観を読み取り、自分の体験や考
えと比較できる。

・筆者の主張を踏まえたうえで、「美しさ」を
知るために自分の考えを深め、論理的に説
明しようとしている。
・本文の理解を踏まえて、戦争体験を語り
継ぐ意義について、自分の考えを深め、話
し合おうとしている。
・普段の移動や旅行に際して自分はどのよ
うな準備や下調べをしているか、話し合おう
としている。

・タイトルや具体例に注意して、科学に
ついての筆者の考えを理解する。
・「自立」の在り方について考察する文
章を読み、自分の考えを持ち、視野を
広げる。
・発表の仕方や話の聞き方を工夫す
る。

・本文で使用されている漢字について正し
く読み書きができており、本文で使用されて
いる以外の読み方や使われ方についても
理解している。
・本文の語句について、指示されたものに限
らず、それ以外にも自分の分からない語句
を取り上げ、意味や使われ方について理解
している。
・前後のつながりを意識しながら文章を読
み、その関連性を理解している。

・今までに見聞きした宇宙に関するニュース
や文章などから一つを取り上げ、それがど
のような内容でなぜ印象に残っているかを
説明できる。
・現代社会における「できる」「できない」の
構造とその問題点を読み取り、説明できる。
・第一段と第二段の関連を踏まえ、「生きて
いく意味」と「自立」とのつながりを理解し、
説明できる。

・化学的な理論において、かつては正しいと
されていたが今では誤りとされていることに
はどのようなものがあるかを調べ、説明しよ
うとしている。
・「自立」ということついて、現代社会におけ
る課題にを踏まえて考え、説明しようとして
いる。
・「フォロワーシップ」について、自分の考え
をまとめ、説明しようとしている。

評価規準

科目

現代の国語

学習内容 到達目標

評価規準

［評価基準］　　A：十分達成している　　　B：概ね達成している　　　C:努力を要する

１　自己を見つめる
　こそそめスープ
　ルリボシカミキリの青
　気になるニュースについて話
　そう

２　他者に出会う
　未来をつくる想像力
　メディアとの付き合い方
　水の東西
　評論の読み方
　文章の要旨をまとめてみよう
　集めた情報の内容を検討して
　意見文を書こう

３　言葉と生活　１
　分かりやすい説明をしよう
　異なる種類の文章を読み比べ
　よう
　グラフや写真の読み取り方

４　視野を広げる
　スキマが育む都市の緑と生命
　のつながり
　無彩の色
　ハサミ－左利きだからこそ見
えた
　　　　　　世間－
　情報を整理しながら話し合お
　う

５　社会と関わる
　鍋洗いの日々
　森で染める人
　動きを引き出す言葉の力
　憧れの職業について調べ、整
　理してまとめよう

6　言葉と生活　２
　発想を広げる方法を使って話
　し合おう
　新聞記事を読んで意見文を
書
　こう

８　未来に目を向ける
　天動説はなぜ「正しかった」
か？
　真の自立とは
　資料を活用して発表しよう

７　世界とつながる
　美しさの発見
　りんごのほっぺ
　人生という旅の豊かな人間関
係



相生学院高等学校

教科 教科書番号 出版社 教科書名

国語 言文002-901 東京書籍 新編 言語文化

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

（評価方法） （評価方法） （評価方法）

レポート
単位認定試験
課題プリント

レポート
視聴報告書
単位認定試験
課題プリント

レポート
単位認定試験
行動観察
課題プリント

・引用歌や体験談に注意しながら、日
本独自の桜に対する感性について理
解を深める。
・「旅」と「物語」の共通性について理
解し、どのようなときに「心の自由」を
感じるかを考える。
・会話や行動の描写に着目して、登場
人物の心情とその変化を読み取る。
・場面や人物の設定における特徴を捉
え、作中の「オレンジ」が持つ意味につ
いて考えよう。

・本文で使用されている漢字について正しく
読み書きができており、本文で使用されて
いる以外の読み方や使われ方についても理
解している。
・本文に登場する言葉の意味を理解してい
る。
・小説の読み方の基本である、登場人物の
心情の描写や場面の把握の仕方を理解し
ている。

・短歌三首の内容と詠まれた心情を理解し、
その内容を説明できる。
・筆者の桜への思いを整理し、その内容を
説明できる。
・「美しい」ということについての筆者の経験
と分析から、自分のものの見方、感じ方、考
え方を説明できる。
・親子の境遇について読み取り、その内容を
説明できる。

・筆者の桜への思いについて考え、発表や
討論を通して自分の考えをさらに深めよう
としている。
・筆者の経験と分析について理解し、「美し
い」ということについての考えをまとめ、自分
の考えをさらに深めようとしている。

・詩や短歌、俳句に親しみ、深く読み
味わう力を養う。

・短歌や俳句の作者について知識を深め、
その内容を理解している。
・詩に登場する言葉の意味や使われ方を理
解し、さらに本詩で使用されている以外の
別の意味や使われ方を理解している。

・それぞれの短歌について、情景や心情を
読み取り、その内容を説明できる。
・俳句の表現技法やその効果について理解
し、その内容を説明できる。
・歌詞にこめられたメッセージについて自分
の考えをまとめ根拠をもって説明できる。

・短歌の特徴や表現効果を理解し、それぞ
れの歌に込められた情景や心情を読み取
り、感想文を書こうとしている。
・俳句の特徴や表現効果を理解し、それぞ
れの句に込められた情景や心情を読み取
り、感想文を書こうとしている。
・学んだことをもとに俳句を自作し、そこに
込めた情景や心情を説明しようとしている。

・描かれている内容から主題を読み取
り、小説を深く味わう。
・極限状態にある登場人物の心情の
変化を、場面の展開に即して読み取
り、主題を考える。
・多彩な小説を読んで、読書の幅を広
げ、豊かな感性を養う。
・表現に即して小説を丁寧に読み味わ
い、そこに展開する独自の世界を味わ
う。
・主人公の心情の変化を読み取り、細
かい表現に注意して話の展開を捉え
る。

・本文で使用されている漢字について正しく
読み書きができており、本文で使用されて
いる以外の読み方や使われ方についても理
解している。
・本文に登場する言葉の意味を理解してい
る。
・小説の読み方の基本（登場人物や場面の
把握、心情の変化への着目）を理解してい
る。

・『羅生門』の第一段を読み、下人が抱いて
いる悩みについて理解できる。
・第二段を読み、下人の心理がどのように変
化したかについて理解できる。
・第三段を読み、老婆の話を受けて下人の
心理や行動の変化について読み取ることが
できる。
・『夢十夜』の「第六夜」の構成や展開を捉
え、その内容を説明できる。
・『デューク』の「少年」と過ごす「私」の様子
や気持ちの変化を理解し、その内容を説明
できる。

・下人の置かれた状況と彼のとった行動に
ついてどう思うか文章にまとめ、発表や討論
を通して自分の考えをさらに深めようとして
いる。
・小説の展開についての自分の考えを文章
にまとめようとしている。
・不思議な夢について自分の体験をまとめ、
伝えようとしている。

・古文と現代文との違いを知り、古文
を読む基礎となる文語の決まりを理解
する。
・説話の面白さを味わい、古文の世界
に親しむ。
・古文の表現に慣れ、随筆に表れた作
者の考えを、叙述を基に捉える。
・作品の内容を踏まえて、自分のもの
の見方、感じ方、考え方を深める。
・詩歌に表れたものの見方、感じ方、
考え方を捉えて、内容を解釈する。
特徴的な表現の技法とその効果につ
いて理解する。

・本文中の古文重要語句や用法を理解し、
さらに本文で使用されている以外の別の意
味や使われ方を理解している。
・歴史的仮名遣いのきまりについて理解し、
さらに本文で使用されている以外の使われ
方も理解している。
・『万葉集』『古今和歌集』『新古今和歌集』
の文学史上の位置や主な歌人について理
解し、構成や内容、後世に与えた影響等の
概要も理解している。
・字余り、句切れについて理解している。

・現代語訳する際の注意点を理解し説明で
きる。
・本文における作者の考えを読み取り、その
内容を説明できる。
・作者の処世観から、自分のものの見方、感
じ方、考え方を深めることができる。
・本文中での「うつくし」の語義について理
解し、その内容を説明できる。
・歌の内容から、自分のものの見方、感じ
方、考え方を深め、それについて根拠をもっ
て説明できる。

・好きな文章について、リズムや調子を意識
しつつ正確に暗唱しようとしている。
・「うつくしきもの」を参考にして、現代版「〇
〇もの」を文章にまとめようとしている。
・学んだことをもとに短歌を自作し、そこに
込めた情景や心情を説明しようとしている
る。

・物語に描かれている内容を、叙述を
基に的確に捉える。
・文章の展開や表現の特色に注目しな
がら物語を味わう。
・作品の内容を読み取り、作者の思い
を捉える。
・文章の構成や表現の特色を理解し、
作品を読み深める。

・本文中の古文重要語句の意味や用法を理
解し、さらに本文で使用されている以外の
別の意味や使われ方まで理解している。
・本文中の助動詞の意味や助詞の用法、音
便の種類などの文法事項を理解し、さらに
本文で使用されている以外の別の意味や
使われ方を理解している。

・文法事項等を踏まえた上で、文脈や背景
に沿った適切な現代語訳ができる。
・作者が影響を受けた杜甫らについての知
識を獲得し、その内容を説明できる。
・本文中の三つの句が表す内容を読み取
り、説明できる。

・二人の女の人物像について、本文の内容
を基に文章にまとめるとともに、その内容を
他者に説明しようとしている。
・芭蕉の句の鑑賞を通じて栄枯盛衰につい
て自分の考えをまとめ、発表しようとしてい
る。

・漢文の特色を知り、きまりを理解す
る。
・格言や故事成語を読んで、漢文の世
界に親しむ。
・漢詩を繰り返し音読し、優れた表現
に親しむ。
・漢詩にうたわれた情景や作者の心情
を読み取る。
孔子の学問・人間・政治の在り方につ
いての考えを捉え、ものの見方や考え
方を豊かにする。
・話の展開に即して、内容を理解する
力を身に付ける。
・登場人物の生き方や考え方を読み
取り、史話の面白さを味わう。

・中国の古典が日本に輸入され、訓読の仕
組みが生まれた歴史について、理解してい
る。
・漢文の基本的な構造について理解してい
る。
・送り仮名の付け方および返り点の付け方
について理解し、さらに教科書に示されてい
る以外の熟語にも応用している。
・白文・訓点・訓読・書き下し文についての
知識を身につけている。
・漢文の基本的な構造に慣れて的確な訓点
を施し、さらに教科書に示されている以外の
熟語にも応用している。
・中国の漢詩が日本のさまざまな文学作品
に影響を与えたことを理解している。

・熟語や格言の意味を理解するとともに、そ
の内容を説明できる。
・「獣見之皆走」となった理由を文脈から読
み取り、根拠とともに説明できる。
・孔子の学問観について、本文から読み取
り、その内容を説明できる。
・話の展開に即して内容を読み取りその内
容を説明できる。

・「登竜門」という故事成語を使って、短文を
作成しようとしている。
・「五十歩百歩」という故事成語が現代の日
本語ではどのように使われるのかを確認し、
短文を作成しようとしている。
・孔子の政治観について考え、それについて
自分の考えを持ち、根拠をもって説明しよう
としている。

［評価基準］　　A：十分達成している　　　B：概ね達成している　　　C:努力を要する

漢文編
1　漢文入門　漢文に親しむ
　訓読の基本
　故事成語-三編
2　漢詩　漢詩を味わう
　絶句と律詩--七首
3　論語　論語のことば
　論語-八章
4　史話　史話を楽しむ
　史話-三編

評価規準

科目

言語文化

学習内容 到達目標

評価規準

古文編
1　古文入門　古文の世界へ
　古文に親しむ
　児のそら寝
　検非違使忠明
　用光と白波
　絵仏師良秀
2　随筆　日々の思い
　徒然草
　枕草子
3　詩歌　うたの心
　折々のうた

4　小説２　葛藤する心
　羅生門
5　小説３　現実の向こう側
　夢十夜
　デューク

現代文編
1　随筆　生きる喜び
　さくらさくらさくら
　心の自由
2　小説１　触れ合う心
　とんかつ
　オレンジの実る中庭

3　詩歌　命をうたう
　柳あをめる
　雪の深さを
　冬が来た
　少年の日
　I was born

4　物語
　伊勢物語
　平家物語
5　紀行　旅の心
　奥の細道



相生学院高等学校

教科 教科書番号 出版社 教科書名

国語 論国　701 東京書籍 新編論理国語

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

（評価方法） （評価方法） （評価方法）

レポート
課題プリント

レポート
視聴報告書

レポート
行動観察
課題プリント

評論を読んで、表現
の特徴に注意して
筆者の考えを読み
取ることができる。

・本文の語句について、指示された言
葉の意味と働きを理解し、使われ方に
ついても理解している。
・文章の構成や表現、接続の仕方を理
解している。
・「逆説」「例示」「根拠」を表す接続表現
や、譲歩表現を用いて想定される反論
に適切な反論を用意していることを整
理し、それがもたらす表現の効果につ
いて理解している。
・個々の段落の内容と段落相互の関係
を理解している。

・「対話」と「おしゃべり」の違いについ
て、本文中にある対比的表現を整理し
て指摘することができる。
・「他者不在の言語活動」とはどのよう
なことかを読み取り、説明することがで
きる。
・「ダイアローグとしての対話行為」とは
どのような行為であるかを本文の論旨
をもとに読み取り、説明することができ
る。
・筆者の考える「対話」の意義について
読み取り、説明することができる。
・筆者の主張する「学ぶこと」の「二段
階」の内容について具体的に読み取
り、説明することができる。

・「おしゃべり」と「対話」の違いについて
の筆者の主張を踏まえたうえで、自分
のこれまでの日常生活におけるコミュ
ニケーションの在り方を振り返ってまと
めることができる。

文章の構成や内容
を的確に捉えながら
読んで、論じられて
いる事柄について
考えることができ
る。

・本文の語句について、指示された言
葉の意味と働きを理解し、使われ方に
ついても理解している。
・文章の構成や表現、接続の仕方を理
解し、効果的な組み立て方を説明する
ことができる。

・写真とそれに関する文章をもとに，筆
者が写真から受けた「衝撃」の内実に
ついて読み取り、説明することができ
る。
・写真とそれに関する文章をもとに、
「洋服たち」に対する二つの「視点」につ
いて説明することができる。
・写真とそれに関する文章をもとに、筆
者が「彼女たち」を身近な存在として感
じた理由を読み取り、説明することが
できる。
・「自然科学の方法」と「物語」の違いに
ついて読み取り、筆者の意見を理解
し、説明することができる。

・筆者の主張を踏まえ、戦時下の人々
の日常やその時代の社会と自分との接
点について、自分の考えをまとめること
ができる。

人間と知性を巡る
複数の評論を読ん
で、自分の考えを深
める。

・本文の語句について、指示された言
葉の意味と働きを理解し、使われ方に
ついても理解している。
・個々の段落の内容と段落相互の関係
を理解している。

・「コンピューター」と「人間」の違いにつ
いて、関連する文章や資料を相互に比
較・分析して、筆者の主張についての
解釈を深め、説明することができる。
・「ギャンブラーの誤謬」の例から、筆者
の述べようとしていることを読み取り、
説明することができる。

・筆者の学ぶことの意義についての主
張を踏まえたうえで、「コンピューター」
と「人間」の違いについて、自分の考え
をまとめることができる。

表現に注意して評
論を読み、提示され
た問題を的確に把
握する。

・本文の語句について、指示された言
葉の意味と働きを理解し、使われ方に
ついても理解している。

・「思考」のために必要な「肺活量」とは
どういうものかを読み取り、説明するこ
とができる。
・第一段でのシュルツの言う「安心」の
意味とペパーミント パティの不安の内
容を読み取り、説明することができる。
・子供と老人にとっての、それぞれの
「安心」とは何かについて、本文の内容
を整理してまとめ、説明することができ
る。

・筆者の主張を踏まえて、「思考」におけ
る「本当にだいじなこと」について、比喩
表現を理解したうえで、自分の考えを
まとめることができる。

学問的な見地から
書かれた評論を読
んで、ものの見方を
広げる。

・本文の語句について、指示された言
葉の意味と働きを理解し、使われ方に
ついても理解している。

・ハフェーカーの実験結果の資料と筆
者の述べる「生態学における強さの概
念」および「自然の摂理」との関係につ
いて理解し、説明することができる。
・筆者が問題として提示した、仮定とし
ての「〈弱肉強食論〉」に対する主張に
ついて、それを支える根拠が適切な表
現や資料であるかを多角的に検討し、
筆者の意図を推測し、説明することが
できる。
・「アイデンティティ」に対する筆者の考
えを、直後の平野啓一郎の議論を踏ま
えて理解し、説明することができる。
・ストラザーンの述べる「ハーゲンの
人々の人格」の捉え方について、「根
拠」の接続表現を用いてまとめることで
理解し、説明することができる。

・問いや根拠を提示しながら論を進め
ていく筆者の意図を推察し、この文章
における「問い」と「主張」は何かを考え
ることができる。

さまざまな観点から
書かれた働く人の
文章を読んで、働く
ことについて考えを
深める。

・本文の語句について、指示された言
葉の意味と働きを理解し、使われ方に
ついても理解している。

・「服」や「建築」と「ファッション」との関
係
に対する筆者の考えを読み取り、説明
することができる。
・「ふきよせ」という言葉で、筆者が何を
表そうとしたのかを読み取り、説明する
ことができる。

・働くよろこび」について、筆者の考えを
踏まえたうえで自分の考えをまとめる
ことができる。

評価規準

科目

論理国語a

学習内容 到達目標

評価規準

［評価基準］　　A：十分達成している　　　B：概ね達成している　　　C:努力を要する

1.広がる風景
・「対話とは何か」

・「世界をつくり替えるために」

2.考える手がかり
・「少女たちの「ひろしま」」

・「「ふしぎ」ということ」

3.人間と知性
・「学ぶことと人間の知恵」

・「ラップトップ抱えた「石器人」」

4.現実の中で
・「思考の肺活量」

・「安心について」

5.ものの見方
・「弱肉強食は自然の摂理か」

・「複数の「わたし」」

6.働く喜び
・「はじめに「言葉」がある」

・「楽に働くこと、楽しく働くこと」



相生学院高等学校

教科 教科書番号 出版社 教科書名

国語 論国　701 東京書籍 新編論理国語

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

（評価方法） （評価方法） （評価方法）

レポート
課題プリント

レポート
視聴報告書

レポート
行動観察
課題プリント

論理展開に注意し
て評論を読み、扱わ
れている問題を的
確に捉える。

・本文の語句について，指示された言
葉の意味と働きを理解し、使われ方に
ついても理解している。
・文章の構成や表現，接続の仕方を理
解し、効果的な組み立て方を説明する
ことができる。

・「最初のペンギン」という言葉につい
て、ペンギンの行動の意味と、人間の置
かれた状況を重ね合わせて理解したう
えで、この言葉が示すものを読み取り、
説明することができる。
・「質と量」における価値判断を、前提と
している社会通念と比較しながら読み
取り、筆者の述べる「豊かさの捉え方」
を理解し、説明することができる。

・「生物多様性」の重要性と課題につい
て、筆者の主張を踏まえたうえで、自分
で収集した資料から読み取って考えた
ことについてまとめることができる。

体験に基づく文章を
読み、表現に注意し
て筆者の考えを捉
える。

・本文の語句について，指示された言
葉の意味と働きを理解し、使われ方に
ついても理解している。
・文章の構成や表現，接続の仕方を理
解し、効果的な組み立て方を説明する
ことができる。

・「語り部の男性」の沈黙の意味と「語
り」の特質について、筆者の考えを読み
取り、説明することができる。
・「語り部の女性」の様子をまとめ、筆者
の考える「語り」の意義と使命を読み取
り、説明することができる。
・「カフェの開店準備」という行為の意
味と、その行為と目的 の関係の構造に
ついての筆者の考えを整理して指摘
し、説明することができる。

・具体的な体験から導き出されている
普遍的な構造を的確に捉え、自分の考
えをまとめることができる。

科学や哲学の見地
から書かれた評論
を読んで、人間につ
いて考えを深める。

・本文の語句について，指示された言
葉の意味と働きを理解し、使われ方に
ついても理解している。
・文章の構成や表現，接続の仕方を理
解し、効果的な組み立て方を説明する
ことができる。

・「人間」と「アンドロイド」との対比を通
して、人間が求める「鏡」についての筆
者の考えを読み取りまとめ、根拠ととも
に説明することができる。
・AI が、ロボットが「自由意志」を持つ
ということを支持する積極的な根拠た
りえないとする筆者の考えを読み取り、
説明することができる。

・筆者が考えるような「ロボット」の存在
について、本文の論証を踏まえたうえ
で、自分の考えを具体的にまとめること
ができる。

対比に注意して評
論を読み、筆者の主
張を的確に捉える。

・本文の語句について，指示された言
葉の意味と働きを理解し、使われ方に
ついても理解している。
・文章の構成や表現，接続の仕方を理
解し、効果的な組み立て方を説明する
ことができる。

・「ギリシャ以来の伝統的な言語観」と
「ソシュール」の言語観のそれぞれにつ
いての筆者の考えを、具体例やたとえ
をもとに理解し、根拠をもって説明する
ことができる。
・日本語と英語の場合の具体例から、
筆者の述べる「意味の幅」について理
解し説明している。
・「見るということ」と観察者の背景知識
の関連性を読み取り、説明することが
できる。

・「科学的『発見』とは」どのようなもの
かを、事例との関係性から読み取り、
自分の考えをまとめることができる。

対比に注意して評
論を読み、筆者の主
張を的確に捉える。

・本文の語句について，指示された言
葉の意味と働きを理解し、使われ方に
ついても理解している。
・文章の構成や表現，接続の仕方を理
解し、効果的な組み立て方を説明する
ことができる。

・「ネット情報」と「本」の質的な違いにつ
いて、「情報」と「知識」の違いや具体例
を踏まえて読み取り、説明することがで
きる。
・「知識の構造」について、「ネット検索」
との比較を読み取って理解し、説明す
ることができる。
・「情報化社会」における「知性」と、筆
者の述べる「知性」との違いを、その比
較において理解し、説明することができ
る。

・筆者の主張を踏まえ、今後どのように
インターネット上の情報に向き合い、捉
え、活用していくべきかについて、自分
の考えをまとめることができる。

具体例と抽象的な
説明に着目して、評
論の内容を的確に
読み取る。

・本文の語句について，指示された言
葉の意味と働きを理解し、使われ方に
ついても理解している。
・文章の構成や表現，接続の仕方を理
解し、効果的な組み立て方を説明する
ことができる。

・「ニセガネ」の本質について、偽造法
の説明を踏まえて理解し、説明すること
ができる。
・貨幣の歴史の概略を読み取り、筆者
の述べる「ホンモノの形而上学」につい
て理解し、 説明することができる。
・「未来」が「現在時の中」にのみ存在す
るという筆者の主張について、具体例
を踏まえて読み取り、説明することがで
きる。
・「未来のリアリティ」を構成する三つの
要素を整理して指摘し、それが社会に
おける「未来」という言葉の意味である
ことを理解し、説明することができる。

・「未来」についての筆者の考えを踏ま
え、「未来」を生みだす社会意識やその
前提となる自分の意志や営みの在り方
について、考えをまとめることができ
る。

評価規準

科目

論理国語ｂ

学習内容 到達目標

評価規準

［評価基準］　　A：十分達成している　　　B：概ね達成している　　　C:努力を要する

1.時代をひらく
・「最初のペンギン」

・「豊かさと生物多様性」

2.新しい視点から
・「物語の外から」

・「カフェの開店準備」

3.科学と人間
・「鏡としてのアンドロイド」

・「ロボットが隣人になるとき」

4.豊かな認識
・「言葉は「ものの名前」ではない」

・「科学的「発見」とは」

5.知のゆくえ
・「知識における作者性と構造性」

・「もう一つの知性」

6.明日をみつめて
・「ホンモノのおカネの作り方」

・「未来のありか」



相生学院高等学校

教科 教科書番号 出版社 教科書名

国語 文国701 東京書籍 文学国語

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

（評価方法） （評価方法） （評価方法）

レポート
単位認定試験
課題プリント

レポート
視聴報告書
単位認定試験
課題プリント

レポート
単位認定試験
行動観察
課題プリント

・筆者のものの見方や感じ方を読み取
り、言葉と感覚との関係について考え
る。
・筆者の考え方の変化を捉え、『雨月
物語』が筆者にどのような影響を与え
たかを考える。
・小説に描かれた世界を味わい、そこ
に表された人間の在り方について考え
を深める
・登場人物の心情を表現に即して把握
し、主人公の内面と苦悩について考え
る。

・本文の語句について，指示された言葉の意
味と働きを理解し，それ以外にも自分の分
からない語句を取り上げ，意味や使われ方
についても理解している。
・筆者の幼少期の生活環境や外国の絵画作
品との出会い方を理解している。
・筆者のものの見方，感じ方，考え方を読み
取ることを通して，自分のものの見方，感じ
方，考え方を深める意義を理解している。

・筆者の，言葉と感覚との関係の捉え方を理
解し，自分の好きな絵の魅力と自分自身の
感覚を関連づけて考えを深め，その内容を
説明することができる。
・子供の頃の筆者が『雨月物語』を読み，何
を考え，何を感じたかを読み取り，根拠とと
もに説明することができる。
・語り手の変化を踏まえて場面分けをして全
体の構成を把握し，その内容を説明するこ
とができる。
・李徴の心情の変化を読み取り，根拠ととも
に説明することができる。

・自分の好きな絵の魅力と自分自身の感覚
を関連づけて考えをまとめ，発表を通して更
に考えを深めようとしている。
・『雨月物語』が筆者に与えた影響を理解
し，「物語」に対する自分の考えをまとめ，説
明しようとしている。
・李徴の生き方についての自分の考えをまと
め，話し合いを通して自分の考えを更に深
めようとしている。

・場面や登場人物の設定における特徴
を捉え、作中の「短編小説」が象徴す
るものについて考える。
・評論に述べられた内容を的確に理解
し、「言葉」の意義や特質について考え
る。
・筆者の考えを表現して読み取り、「生
きること」と「言葉」の関係について理
解を深める。
・柳宗悦と「妹の死」の内容，書かれた
背景について理解し，説明している。

・本文で使用されている漢字について正しく
読み書きができており、本文で使用されて
いる以外の読み方や使われ方についても理
解している。
・本文の語句について、指示されたものに限
らず、それ以外にも自分の分からない語句
を取り上げ、意味や使われ方について理解
している。
・接続詞や指示語に注意し、前後のつながり
を意識しながら読みその関連性を理解して
いる。

・「短編小説」が何を象徴しているかについ
て自分の考えをもち，根拠とともにその内容
を説明することができる。
・「言葉と交わる」という筆者の考えを読み取
り，根拠とともに説明することができる。
・筆者が，「悲しみの経験」をどのように考え
ているかを読み取り，根拠とともに説明する
ことができる。
・筆者は「詩の言葉」と「物事を指示する言
葉」をどのようなものだと捉えているか読み
取り，根拠とともに説明することができる。

・自分自身の記憶の風景を思い出して文章
を書き，発表を通して更に考えを深めようと
している。
・「生きること」と「言葉」の関係について，自
分の考えをまとめ，発表を通して更に考えを
深めようとしている。
・筆者の主張を踏まえて，詩の特質につい
て，自分の考えを深め，説明しようとしてい
る。

・小説を読み、そこに込められた寓意
や描かれた人々の姿から、生きること
への考えを深める。
・登場人物の心情を理解しつつ、現代
社会に生きる私たちが抱える問題につ
いて考える。
・戦争の中に生きる登場人物の生き方
や考え方を捉え、人間の生と死につい
て考えを深める。

・作品が書かれた時代背景を理解し，その
内容を説明している。
・作品に込められた寓意を捉えることを通し
て，自分のものの見方，感じ方，考え方を深
める意義を理解し，根拠をもって説明してい
る。
・作品の時代背景や当時の沖縄の状況を理
解し，その内容を説明している。

・山椒魚と蛙の関係の変化から，蛙が山椒
魚に与えた影響を読み取り，根拠とともに説
明している。
・小説に込められた寓意を考察し，自分自身
の生き方や考え方に触れながら，解釈し，説
明している。
・戦争の中に生きる登場人物の生き方や考
え方を理解し，人間の生死について自分の
考えをまとめ，説明している。

・小説に込められた寓意について感じたこと
を，自分自身の生き方や考え方に触れなが
らまとめ，考察を深めようとしている。
・登場人物の生き方や考え方から，人間の
生死について自分の考えをまとめ，考察を
深めようとしている。

・詩や短歌と、短歌に関する評論を読
み、詩歌の表現の特色を理解して味わ
う。
・具体例として挙げられた短歌の表現
の特質を理解し、時代の変化との関わ
りを考える。

・詩の語句について，指示された言葉の意味
と働きを理解し，それ以外にも自分の分から
ない語句を取り上げ，意味や使われ方につ
いても理解している。
・本文で例示されている短歌の表現の特質
と時代の変化の関わりを理解している。

・作者の視点や表現の特色を理解したうえ
で，共感できる点をまとめ，根拠とともに説
明することができる。
・筆者が「近代および戦後の二大モード」を
どのようなものだと考えているかを読み取
り，根拠とともに説明することができる。

・作品に共感できる点をまとめ，話し合いを
通して更に考えを深めようとしている。
・最も印象に残った歌について，どのような
点にひかれたかを文章にまとめ，歌の表現
や解釈についての理解を深めようとしてい
る。

・自分の道を切り開いた筆者の体験談
から、仕事に対する思いを読み取る。
・自然や社会の中で生きる意味を考え
ながら働く筆者の思いに触れ、働くと
いうことについて考える。
・海での漁の様子を伝える文章を読
み、自然の中での労働について理解
を深める。
・調べたことを整理して、考えたことを
分かりやすくまとめる。

・本文の語句のうち，指示された言葉の意味
と働きを理解している。
・作品の時代背景や当時の作者の状況を理
解している。
・登場人物の考え方や生き方を読み取るこ
とを通して，自分のものの見方，感じ方，考
え方を深める意義について理解している。

・Kが自殺した理由・原因について，本文か
ら自分の考えをまとめ，根拠をもって説明す
ることができる。
・「私」についての表現から，そのときの「私」
の心理状態を読み取り，説明することができ
る。
・Kの言葉から，そのときの心理状態を読み
取り，説明することができる。

・「私」とKが散歩する場面の描写から読み
取れることについて，自分の考えをまとめ，
話し合いを通して更に考えを深めようとして
いる。

・詩や短歌と、短歌に関する評論を読
み、詩歌の表現の特色を理解して味わ
う。
・具体例として挙げられた短歌の表現
の特質を理解し、時代の変化との関わ
りを考える。

・本文の語句のうち，指示された言葉の意味
と働きを理解している。
・「文学のふるさと」についての筆者の主張
から，文学のよりどころについて理解してい
る。

・具体例と筆者の考えとの関係を読み取るこ
とができる。
・「赤頭巾」「狂言」『伊勢物語』について，そ
れぞれ筆者が着目している点を読み取るこ
とができる。
・現在の読者が文学作品を読むことの固有
の意義について筆者の考えを読み取ること
ができる。

・筆者が「文学のふるさと」をどのようなもの
だと考えているか，本文に即して筆者の主
張をまとめようとしている。
・筆者の考える文学の意義を理解し，文学
作品を読むことと，読者の関係について考え
を深めようとしている。

・物語の展開や状況の変化に注意して
小説を読み、現代の社会や自らの生
活を捉え直す。
・寓意に注意しながら小説を読み、「現
代」という時代について考えを深める。
・場面ごとの設定を押さえて、その転
換に伴う登場人物の状況や心情の変
化を読み取る。

・本文の語句のうち，指示された言葉の意味
と働きを理解している。
・作品に込められた寓意を捉えることを通し
て，自分のものの見方，感じ方，考え方を深
める意義を理解している。
・登場人物の状況や心情の変化から，作品
の背景を理解している。

・鞄を持って歩く「私」の心情について，読み
取ることができる。
・鞄が象徴するものを手がかりに，作品の主
題について考えを深めることができる。
・場面設定とその転換に伴う，市子の状況や
心情の変化の描写の効果について読み取る
ことが出来る。

・作者がこの作品で何を描きたかったのか
を読み取ったうえで，内容紹介文を書こうと
している。
・市子の場合と比較しながら，自分の「なくす
ことで好きになったあれこれ」について考え
をまとめ，話し合おうとしている。

［評価基準］　　A：十分達成している　　　B：概ね達成している　　　C:努力を要する

1　随筆
　光の窓
　雨月物語

２　小説１
　山月記

２　小説１
　窓
　【言語活動】小説を創作する
　文学への扉１　変身ということ

３　評論１
　言葉を生きる
　詩と感情生活
　【言語活動】書評を書く

5　詩歌
　鋏
　竹
　永訣の朝
　　　参考　宮澤賢治
　硝子の駒－短歌抄
　モードの変遷
　【言語活動】共同で詩を創作
する

4　小説２
山椒魚
沖縄の手記から
文学への扉２　小説は誰のもの
か

6　小説３
　こころ
　文学への扉3　襖という道具

7　評論2
　文学のふるさと
　文学の未来
　【言語活動】評論や解説を参
考に論述する

8　小説４
　鞄
　参考　安部公房
　あの朝
　【言語活動】翻案作品を創作
する

評価規準

科目

文学国語a

学習内容 到達目標

評価規準



相生学院高等学校

教科 教科書番号 出版社 教科書名

国語 文国701 東京書籍 文学国語

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

（評価方法） （評価方法） （評価方法）

レポート
単位認定試験
課題プリント

レポート
視聴報告書
単位認定試験
課題プリント

レポート
単位認定試験
行動観察
課題プリント

・随筆を読んで筆者の経験や思いを
捉え、言葉と自分との関わりについて
考える。
・筆者の多言語体験に基づく随筆を読
み、言葉と自分との関係について考え
を深める。
・筆者の読書体験に基づく随筆を読
み、言葉と自分の関係について考えを
深める。
・小説における場面の描写を表現に即
して捉え、そこに描かれた世界につい
て考える。
・登場人物の言動・心理を表現に即し
て読み取り、「檸檬」の持つ意味につい
て考える。

・本文の語句のうち，指示された言葉の意味
と働きを理解している。
・筆者の読書体験から日本語の特質を理解
している。
・日本語について述べられた二つの随筆か
ら日本語の特質を理解している。
・作者の経歴や当時の時代背景を認識した
うえで，作品への理解を深めている。
・登場人物の考え方や生き方を読み取るこ
とを通して，自分のものの見方，感じ方，考
え方を深める意義について理解している。

・筆者が，自分と日本語との関係が始まった
と考える出来事を読み取ることができる。
・筆者が，自分にとって「日本語を読む」こと
がどのように始まったと考えているか読み取
ることができる。
・檸檬を買ってからの「私」の心情を読み
取っている。
・檸檬の存在が，丸善に入る前と後ではどの
ように変化したか読み取ることができる。

・言葉と自分との関係について考えをまとめ
ようとしている。
・日本語について述べられた二つの随筆を
比べ，日本語の特質について考えをまとめ，
話し合おうとしている。
・当時の「私」をひきつけ慰めたものと，抑え
つけ憂鬱にさせたものが，それぞれ「私」に
とってどのようなものとして描かれているか
をまとめ，話し合おうとしている。

・登場人物の言動・心理を表現に即し
て読み取り、現代社会における人間関
係について考える。
・詩や俳句と、俳句に関する評論を読
み、詩歌の表現の特色を理解して味わ
う。
・韻文とその解釈によって描き出され
る人物像を的確に捉え、人間と文学の
関係について考える。

・本文の語句のうち，指示された言葉の意味
と働きを理解している。
・作品の時代背景や人間関係の在り方を理
解している。
・詩の語句のうち，指示された言葉の意味と
働きを理解している。
・詩の鑑賞を通して，自分のものの見方，感
じ方，考え方を深める意義を理解している。
・俳句の解釈から人物像の捉え方に違いが
生まれることを理解している。

・福平さんがコンビニで働き続けることに対
して，和也がどのように考えていたか読み取
ることができる。
・「都会がそれほど単層的に成り立っていな
い」とは，どのようなことか読み取ることがで
きる。
・比喩を含む特徴的な表現の意味を理解
し，詩の内容を読み取ることができる
・「夏の姿」という題名に込められた作者の
思いを捉えることができる。
・筆者が正岡子規をどのように捉えているか
読み取ることができる。

・現代社会における人間関係について考え
をまとめ，話し合おうとしている。
・象徴的な表現が示している内容を理解し
たうえで，描かれた情景や作者の心情を読
み取り，まとめようとしている。
・作品に表現されている作者の心情につい
て，考えをまとめようとしている。

・随筆を読んで優れた表現や叙述の
仕方を理解し、感性や心情を豊かにす
る。
・人称を巡る筆者の体験や考えを読み
取り、言葉と存在の関わりについて考
える。
・長い時間を書けて深まっていった筆
者の読書体験を読み取り、人間の生き
方について考える。
・戯曲によって描かれた世界を捉え、
言語表現の多様な在り方と可能性に
ついて考える。
・対話を軸にした構成に注意しながら
戯曲を読み、原爆の惨禍と人間の幸
福について考える。

・本文の語句のうち，指示された言葉の意味
と働きを理解している。
・人称を巡る筆者の体験や考えから，日本
語の特質を理解している。
・筆者の読書体験から，作品を読んだ時代
の特質と受け止め方の関連を理解してい
る。
・戯曲の特質を理解している。
・登場人物の考え方や生き方を読み取るこ
とを通して，自分のものの見方や感じ方，考
え方を深める意義について理解している。

・筆者が，子供の頃に日本語の一人称を使
わないようにしていた理由を読み取ってい
る。
・「ぼく」と「おれ」についての筆者の考えを読
み取っている。
・四十年たって，筆者が『人間のしるし』から
何を感じているか読み取っている。
・筆者の読書体験を踏まえて，人間の生き方
についての自分のものの見方や感じ方，考
え方を深めている。
・登場人物の経験や心情を理解し，「平和」
や「生きること」について自分の考えを深め
ている。

・人称についての筆者の体験や考えを理解
することを通して，言葉と存在の関わりにつ
いて自分の考えをまとめようとしている。
・筆者の読書体験を踏まえて，人間の生き方
について，自分の考えをまとめようとしてい
る。
・この戯曲を読んで，「平和」や「生きること」
について感じたことや考えたことを文章にま
とめようとしている。

・文語文で書かれた小説を読み、そこ
に描かれた内容を理解し、人間の生き
方について考えを深める。
・構成や時代背景に注意しながら主人
公の葛藤を読み取り、人生の選択につ
いて考える。

・作品の時代背景や当時の作者の状況を理
解している。
・文語体で書かれた作品の特徴を理解して
いる。
・登場人物の考え方や生き方を読み取るこ
とを通して，自分のものの見方や感じ方，考
え方を深める意義について理解している。

・回想記形式であることを踏まえ，本文全体
の大まかな場面展開を捉えている。
・回想部分のそれぞれの内容と登場人物の
心情を読み取ることができる。
・豊太郎の葛藤を読み取り，時代背景も踏ま
えたうえで小説の内容を解釈し，人生の選
択について考えを深めることができる。

・明治という時代背景を踏まえ，豊太郎の考
えや行動について自分の考えをまとめ，話し
合おうとしている。

・評論に示された筆者の論を精査し、
芸術作品のありようについて考える。
・筆者の主張の展開を押さえ、小説に
おける作者と小説内の「私」との関係
について考えを深める。
・映画と小説を題材にした評論を読
み、作品を成立させる視点のありよう
について理解を深める。

・本文の語句のうち，指示された言葉の意味
と働きを理解している。
・筆者の主張から，小説における作者と小説
内の「私」についての関係について理解して
いる。
・映画と小説についての筆者の考えから，作
品を成立させる視点のありようについて理
解している。

・筆者が，どのような「発想」からどのような
「発想」へ「転換」することを述べているか読
み取ることができる。
・「語り手が『私』で作者その人を連想させ
る」小説の，「私」と「作者その人」の関係を考
え，作者の意図を捉えることができる。
・なぜ「切り返し（構図，逆構図）は禁じられ
る」のかを読み取ることができる。
・筆者の述べる「私の無意識の選択」とはど
のようなものか読み取ることができる。

・これまでに読んだ「語り手が『私』で作者そ
の人を連想させる」小説の，「私」と「作者そ
の人」の関係について改めて考え，文章にま
とめようとしている。
・映画と原作を比較，分析することを通して，
それぞれの表現形式を理解し，批評文を書
こうとしている。

・多様な表現方法を用いて書かれた小
説を読み、それぞれの作品世界を味
わう。
・物語の展開を把握しつつ、そのに浮
かび上がる人間の心の奥深さを味わ
う。
・視点の移動に注意しながら、描かれ
た場面や状況を読み取り、作品の主題
について考える。

・本文の語句のうち，指示された言葉の意味
と働きを理解している。
・作者や作者の他の作品，作品の時代背景
を理解している。

・本文を話の展開に沿って場面分けし，それ
ぞれの内容を要約できる。
・語り手である老夫人に関わる主要な出来
事を，「私」の年齢を軸として年代順に整理
できる。
・『蠅』本文中の「馭者」「農婦」「若者と娘」
「母親と男の子」「田舎紳士」の，それぞれの
境遇や気持ちを読み取ることができる。

・『葉桜と魔笛』において，時間の流れはどの
ような役割を果たしているか，考えをまと
め，話し合おうとしている。
・作品の主題について複数の観点から考
え，話し合おうとしている。

［評価基準］　　A：十分達成している　　　B：概ね達成している　　　C:努力を要する

１　随筆１
国語から旅立って
書かれた風景の中へ

２　小説１
　檸檬

２　小説１
　コンビニの母
【言語活動】　小説の人称を書き
換える
３　詩歌
　夏の姿
　帰途
　小諸なる古城のほとり
　金剛の露－俳句抄
　平気－正岡子規
【言語活動】アンソロジーを作る

６　小説２
　舞姫

４　随筆２
　空っぽの瓶
　クレールという女

５　戯曲
　父と暮らせば
【言語活動】小説を脚本に書き
換える

７　評論
　演技する「私」
　映画の可能性のために
【言語活動】映画と原作を比較
する

８　小説３
　葉桜と魔笛
　蠅
【言語活動】さまざまな資料を調
べて発表する

評価規準

科目

文学国語b

学習内容 到達目標

評価規準



相生学院高等学校

教科 教科書番号 出版社 教科書名

国語 古探701 東京書籍 新編古典探究

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

（評価方法） （評価方法） （評価方法）

レポート　　視聴報告　　単位認定試
験

レポート　　視聴報告　　単位認定試
験

レポート　　視聴報告　　スクーリング
授業及び課題プリント　単位認定試
験

　説話・随筆を読
み、自然や人間に
対する古人の感性
を理解する。

  竹取物語を読
み、言葉の変遷と
いう観点からも、
古語と現代語を比
較し国語の特質に
ついて理解するこ
とができる。

・語句の意味や用法を理解し、古典
を読むために必要な語彙を習得し
ている。

・文章の種類・特徴について理解し
ている。

・文の成分の順序、構成や展開の仕
方について理解している。

・古文特有の言葉の響きやリズムな
どの特色について理解している。

・文語のきまりについて知識を深め
ている。

・文章の構成や展開などを的確に
捉えることができる。

・書き手の考えや目的，意図を捉え
て内容を解釈するとともに、表現の
特色について評価できる。

・内容について、自分の知見と結び
付け，考えを広げたり深めている。

　進んで古典特有の表現に注意し
て展開のおもしろさを味わい、学習
課題に沿って説話を正確に読み取
ろうとする。

　土佐、更級など
日記文学や、世間
胸算用という近世
文学の特色を理
解し、その時々に
応じた人々のもの
の見方や感じ方、
考え方についての
理解を深める。

   近世では、文法
体系が大きく変化
することを理解さ
せる。

・古文を読むために必要な語彙量
を増加させ語彙を豊かにしている。

・古典の作品や文章の種類とその
特徴について理解している。

・古文の成分、日記文学特有の展
開の仕方について理解している。

・古典の作品や文章に表れている、
修辞などの表現の特色について理

解している。

・文語のきまりや訓読のきまりを理
解している。

・文章の種類を踏まえ、構成や展開
などを的確に捉えることができる。

・古典特有の表現に注意して内容
を的確に捉えることができる。

・作品の成立した背景や他の作品
などとの関係を踏まえながら、内容
の解釈を深め、作品の価値につい
て考察することができる。

進んで各章段の構成や展開、内容
を的確に捉え，学習課題に沿って作
者のものの見方、感じ方、考え方を

読み取ろうとしている。

　漢文の基礎を学
び、話の展開や内
容を把握する。
 
   登場人物の考
え方を理解し、人
の生き方について
考えることができ
る。
 
 詩から、情景や作
者の心情を理解
し、感じ方が豊か
になる。

時代の状況を踏ま
え、古代中国の思
想を知り、内容を
的確に理解でき
る。

・漢文の語句の意味用法を理解し，
漢文訓読読に必要な語句を覚える
ことで語彙力を身につけている。

・漢文の種類と特徴について理解し
ている。

・我が国と中国の文化の相違を理
解している。

・漢文を読むために必要な句形を
覚えている。

・漢文の文章の種類を踏まえ、内容
を的確に捉える。

・書き手の考えや目的、意図を捉え
て内容を解釈し、文章の構成や展
開、表現の特色について評価する。

　　進んで漢文の読み方を確認し，
学習課題に沿って，故事成語の成り
立ちとその意義や，漢文の受容につ
いて考えようとしている。

［評価基準］　　A：十分達成している　　　B：概ね達成している　　　C:努力を要する

古文編Ⅰ部
　

１　説話に親しむ

2　随筆を読む

3　作り物語を読む

５　日記を読む

７　近世文学の世界

漢文編Ⅰ部
　

１　故事と小話

2　唐詩と文

3　史記を読む
　

4　中国の知恵

評価規準

科目

古典探究a

学習内容 到達目標

評価規準



相生学院高等学校

教科 教科書番号 出版社 教科書名

国語 古探701 東京書籍 新編古典探究

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

（評価方法） （評価方法） （評価方法）

レポート　　視聴報告　　単位認定試
験

レポート　　視聴報告　　単位認定試
験

レポート　　視聴報告　　スクーリング
授業及び課題プリント　単位認定試
験

　枕草子や歌物語
を読む。
　
　季節の推移の中
で、様々な事象に
対する古人の感性
をより深く理解す
る。
　
　言葉の変遷、特
に文法体系の変
化から古語と現代
語を比較し、理解
することができる。

・語彙を豊かにし、作品の特徴を理
解している。

・古文の展開の仕方を理解してい
る。

・我が国の文化の特質と、外国文化
との関係について理解している。

・時間の経過による言葉の変化や、
古典が現代の言葉の成り立ちにも
たらした影響について理解してい
る。

・「読むこと」において、作品や文章
などに表れているものの見方や感じ
方、考え方を基本と考えることがで
きる。

　・人間、社会、自然などに対する自
分の考えを広げたり深めたりするこ
とができる。

　・進んで随筆を読み比べ，学習課
題に沿って作者の考え方の違いに
ついて考察しようとしている。

　・積極的に歌物語の特徴について
理解し、今までの学習を生かして、
登場人物の心情や作品に表れてい
るものの見方、感じ方、考え方を読
み取ろうとしている。

　鏡ものや、物語と
して完成された源
氏物語、また上代
文学の特色を理
解する。

　古代歌謡の文章
を通じて、当時の
人々のものの見方
やについて探求さ
せ理解することが
できる。

・つくり・歌・歴史ものなど、それぞれ
の徴について理解している。

・我が国の文化の特質や中国の文
化との関係について理解している。

・時代による言葉の変化と、現代の
言葉の成立にもたらした影響を理

解している。

・先人のものの見方を知り、自分の
感じ方・考え方を豊かにする読書の
意義効用について理解している。

・「読むこと」において，古典の作品
や文章を多面的・多角的な視点か
ら評価することができる。

・我が国の言語文化について自分
の考えを広げたり深めたりすること
ができる。

・積極的に歴史物語の人物関係や
時代背景について調べようとしてい
る。

・今までの学習を生かして登場人物
の心情や人物像についての理解を
深めようとしている。
　
・進んで絵巻と本文とを関連付けて
捉え、学習課題に沿って内容につい
ての理解を深めようとしている。

　小話や古体詩な
どをすすんで読
む。

　道家思想、日本
の漢詩文を読み、
社会、自然に対す
る思想を捉えるこ
とができる。

人の感情を的確
に捉え、ものの見
方、感じ方、考え方
を豊かにする。

我が国の文化と
中国の文化との関
係について理解で
きる。

・文の種類・特徴を理解している。

・文の成分の順序等、その構成や展
開の仕方について理解している。

・時代の変化と言葉の変化、故事成
語など、現代の言葉の成り立ちにも
たらした影響について理解してい
る。

・日本の漢詩文にみる先人のものの
見方・考え方を理解し、自分自信を
豊かにする読書の意義と効用につ
いて理解している。

・作品の成立した背景や他の作品
などとの関係を踏まえながら漢文を
読み、解釈を深め，作品の価値につ
いて考察できる。

・関心をもった事柄に関連する様々
な漢文の作品や文章などを基に、
自分のものの見方、感じ方、考え方
を深めることができる。

・多面的・多角的な視点から評価す
ることを通し、我が国の言語文化に
ついて自分の考えを広げたり深める
ことができる。

・今までの学習を生かし、登場人物
の行動や心情を読み取り、人間の
生き方について考えようとする。
・日本人が作った詩を積極的に読
み味わい、今までの学習を生かして
言語感覚や想像力を豊かにしようと
してする。
・漢詩の形式ときまりを理解し、今ま
での学習を生かし漢詩を復元しよう
とする。

［評価基準］　　A：十分達成している　　　B：概ね達成している　　　C:努力を要する

古文編Ⅱ部

　１　随筆を味わう
　
  2　歌物語を楽しむ

　3　歴史物語を読む

　5　物語を味わう

　7  伝承の世界

　漢文編Ⅱ部

　１　小話を読む

　２　古詩を味わう

　３　中国の思想

　4　日本の漢詩文

　

評価規準

科目

古典探究b

学習内容 到達目標

評価規準



相生学院高等学校

教科 教科書番号 出版社 教科書名

地歴 地総901 東京書籍（株） 地理総合

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

（評価方法） （評価方法） （評価方法）

レポート
視聴報告書
単位認定試験

レポート
単位認定試験

レポート
行動観察
課題プリント

私たちが暮らす世界の特徴を捉え
させるとともに、地図や地理情報シ
ステム（GIS)の役割を理解させ、
地理的な見方・考え方を身に付け
させる。

・世界地図や地球儀での表現方法、および日本の
位置や領域の基本を理解し知識を習得する。

・地図や統計などの諸資料から有用な情報を選択
し、読み取りや図表へのまとめを行う。

・地図に関する基本的な事柄を正しく理解し、その
知識を身に付ける。

・地図や画像などの諸資料を収集し、情報を選択し
て適切に図表などにまとめる。

・緯度・経度や世界地図、地球儀、領域の特徴をふ
まえ、地球上の位置に関する事柄を多面的・多角
的に考察し適切に表現する。

・様々な地図の縮尺、媒体、用途に着目して適切に
整理し、統計数値を適した主題図で表現する。

・地理情報システム（GIS）を適切に操作し、計測結
果や主題図を表示して活用する。

・地球上の位置に関連する事象に対して、関心や課
題意識を持ち、自ら意欲的に調べようとしている。

・紙の地図や地理情報システム（GIS）に触れ、閲覧
や作業を通じて、それぞれのツールの特徴を理解
しようとしている。

地図や各種資料を活用して現代世
界の特徴を読み取らせるとともに、
生活文化の多様性を理解させ、国
際理解の基礎を身に付けさせる。

・交通・通信技術の発展と国境を越えた結び付きに
ついて、基本的事項を理解し知識を習得する。

・交通・通信手段や貿易構造の変化、世界の国家
群の特徴について、図表から理解を深める。

・国境を越えた人・モノ・情報の移動を、諸資料を収
集・選択して図表などにまとめられる。

・文化の地域的な多様性について、その基本的事
項を正しく理解し知識を身に付ける。

・日本国内における文化的な差異や地域的傾向
を、地図の読解を通じて正しく理解する。

・交通・情報通信による国境を越えた結び付きを、
多面的・多角的に考察し適切に表現する。

・貿易や観光における国境を越えたモノや人の動き
を、多面的・多角的に考察し表現する。

・グローバル化による地域経済圏や国家群の形成
を、多面的・多角的に考察し適切に表現する。

・文化の地域的な多様性が生じる理由について、
多面的・多角的に考察しその結果を表現する。

・交通・通信の発達による社会の変化や諸問題に関
心を持ち、意欲的に追究しようとする。

・現代世界における国家間の結び付きの強まりに
注目し、課題意識を持って意欲的に追究する。

・文化の均一化や変容に関心と課題意識を高め、
それらを意欲的に追究しとらえようとする。

地形や気候といった自然環境が
人々の生活文化に与える影響を理
解させ、地域ごとの特色を地理的
な視点から捉えさせる。

・山地に暮らす人々の生活について、写真や図表
から基本的事項を理解し知識を習得する。

・平地における多様な地形の特徴や土地利用を、
諸資料の読み取りを通じて正しく理解する。

・さまざまな海岸地形の特徴と人々の利用につい
て、図表などから基本的事項を理解する。

・地球上の気候の違いとそれによる景観を、グラフ
や地図から読み取り知識を身に付ける。

・熱帯とその各気候区の特徴について、雨温図や
写真などの資料を用いて正しく理解する。

・乾燥帯とその各気候区の気候特性について、諸
資料の読み取りを通じて知識を習得する。

・温帯とその各気候区の気候の特徴を、雨温図や
写真などの資料から基本的事項を理解する。

・亜寒帯・寒帯の各気候区の特徴について、諸資料
を活用して基本的事項を正しく理解する。

・山地での生活の工夫や独自の文化を、多面的・多
角的に考察し適切に表現する。

・平地の地形における生活や産業の工夫を、多面
的・多角的に考察し適切に表現する。

・海岸地形に応じた生活や産業の工夫を、多面的・
多角的に考察し適切に表現する。

・気温や降水量の違いが生じるメカニズムを、大気
の流れなどの要因から多角的に考察する。

・熱帯の植生・土壌や各気候区の違いを、多面的・
多角的に考察しその結果を表現する。

・乾燥帯の植生・土壌や各気候区の違いを、多面
的・多角的に考察し適切に表現する。

・温帯の植生・土壌や各気候区の違いを、多面的・
多角的に考察し適切に表現する。

・亜寒帯・寒帯の植生や気候の違いを、多面的・多
角的に考察しその過程を表現する。

・山地における伝統的な資源利用や文化の形成に
関心を持ち、意欲的に追究しようとする。

・平地の地形における利用の変化や重要性に注目
し、課題意識を持って意欲的に追究する。

・自然的・人為的な海岸の変化や改変に関心を持
ち、それらを意欲的にとらえようとする。

・気温や降水量の違いが地域や生活に与える影響
に注目し、意欲的に追究しようとする。

・熱帯における人々の生活工夫や気候に対応した
農業に関心を持ち、意欲的に追究する。

・乾燥帯での生活工夫や水資源の確保に課題意識
を高め、それらを意欲的に追究する。

・温帯の気候や植生・土壌の特徴と農業の関係に
注目し、意欲的にとらえようとする。

・亜寒帯・寒帯における生活や産業の工夫に関心を
持ち、意欲的に追究しようとする。

産業や宗教・民族などの社会環境
が生活文化に与える影響を理解さ
せるとともに、地球環境問題や資
源・エネルギー問題を捉え、国際協
力の必要性について考えさせる。

・各地域の農業生産や食文化のグローバル化を、
写真や地図から理解し知識を習得する。

・工業生産や工場の様子、商業地域や店舗の変容
を、諸資料から正しく読み取り理解する。

・情報産業が集積する地域の発展や通信技術につ
いて、図表を用いて基本事項を理解する。

・世界の多様な宗教や生活習慣、分布と信者数に
ついて、地図や図表から知識を身に付ける。

・大気や海洋に関わる環境問題の基本を理解し、
地図や統計から有用な情報を選択し整理する。

・地球温暖化や海洋プラスチック汚染の現状につい
て、諸資料を収集・活用してまとめる。

・森林減少や砂漠化の状況とメカニズムを理解し、
図表などの資料を用いて課題を整理する。

・世界の資源・エネルギーを巡る南北格差や枯渇の
危機を理解し、知識として身に付ける。

・化石燃料や再生可能エネルギーの現状を、地図
や統計などの諸資料を収集して読み取る。

・農業形態の違いや食文化との関連性を、多面的・
多角的に考察し適切に表現する。

・工業の発展や立地、生活の変化を、多面的・多角
的に考察しその結果を表現する。

・消費行動と店舗立地の関係を、地域の視点から
多面的・多角的に考察し表現する。

・情報通信技術による産業や社会の変容を、多面
的・多角的に考察し適切に表現する。

・宗教による生活規範の違いを、地域の背景から多
面的・多角的に考察し表現する。

・地球環境問題を、歴史的背景や国際社会の変化
を踏まえ多角的に考察し表現する。

・森林減少や砂漠化を、地域性や日常生活との関
連から多角的に考察し表現する。

・資源・エネルギー問題を、国際社会の動向を踏ま
え多面的・多角的に考察し表現する。

・エネルギー資源の分布と影響を、地域性や歴史の
観点から多角的に考察し表現する。

・農業の多様性や変化に関心を持ち、グローバル化
の影響を意欲的に追究しようとする。

・国や地域による経済発展や工業化の違いに注目
し、国際分業の進展を意欲的に追究する。

・情報通信技術の発達による商業や消費行動の変
化に関心を持ち、意欲的にとらえようとする。

・情報化による生活の変化や国境を越えて生じる
課題に対し、意欲的に追究し理解しようとする。

・宗教の役割や他者への理解・尊重の必要性に関
心を持ち、課題意識を持って追究する。

・多様な要因が絡む地球環境問題に注目し、解決
に向けた意欲を持って追究しようとする。

・世界各地で起きている森林減少や砂漠化に関心
を高め、その実態を意欲的に追究する。

・枯渇の危機に直面する世界の資源・エネルギー問
題に課題意識を持ち、意欲的に追究する。

・エネルギー資源の生産と消費のあり方に関心を
持ち、解決に向けて意欲的に追究しようとする。

人口・食料・都市・民族問題などの
地球的課題を理解させるとともに、
それらの解決に向けた取り組みや
持続可能な社会の実現について主
体的に考えさせる。

人口分布や発展途上国の急増要因を把握し、統計
資料からその特徴を多角的に分析する。

少子高齢化の要因や社会への影響を理解し、地図
や統計から地域差を読み取りまとめる。

食料供給の偏りを理解し、不足や食生活の変化等
の課題を諸資料から選択し考察する。

都市化に伴うスラム形成やインフラ問題を理解し、
その発生の仕組みを図表にまとめる。

先進国の都市内部で生じる諸問題を理解し、社会
状況に応じた解決策を資料から探究する。

民族紛争や難民の現状と背景を理解し、地図や画
像を用いて深刻さと要因を分析する。

環境・資源問題と国際協力を理解し、多様な情報
を選択して現状や取り組みを整理する。

・世界の人口問題を、歴史的背景や国際社会の変
化を踏まえて多角的に考察し表現する。

・先進国の少子高齢化を、地域性や日常生活との
関連から多面的に考察し適切に表現する。

・食料需給の不安定さを、歴史や地域的背景から
多角的に考察しその結果を表現する。

・発展途上国の都市問題を、社会の変化や地域的
な要因から多面的に考察し表現する。

・先進国の居住・都市問題を、都市内部の構造に着
目して多面的に考察し適切に表現する。

・民族・難民問題を、国際情勢や歴史的背景をふま
えて多角的に考察し適切に表現する。

・地球規模の課題と国際協力を、地域性や歴史の
観点から多面的に考察し表現する。

・世界の人口問題に関心を持ち、解決に向けた課
題意識を持って意欲的に追究する。

・先進国が抱える人口問題に注目し、解決に向けて
意欲的に追究し理解しようとする。

・飽食と飢餓が混在する食料問題に関心を高め、
課題を意欲的にとらえようとする。

・多様化する世界の都市問題に関心を持ち、その
実態を意欲的に追究しようとする。

・日本を含む先進国の居住・都市問題に課題意識
を持ち、意欲的に追究し把握する。

・地球規模の民族・難民問題に関心を高め、解決へ
の意欲を持って追究しようとする。

・地球的課題の解決や国際協力のあり方に関心を
持ち、意欲的に追究しようとする。

日本の自然環境の特色や自然災
害と防災について理解させるとと
もに、生活圏の調査を通して地域
の課題や将来の展望を主体的に
考えさせる。

・日本列島の自然環境と自然災害の基本事項や追
究方法を理解し、知識を習得する。

・多発する自然災害とその克服に関する基本を理
解し、確かな知識を身に付けている。

・地図や統計などの諸資料から有用な情報を選択
し、読解や図表への整理ができる。

・地域調査を行う際の具体的な手順や、実施上の
注意点について正しく理解している。

・多様な資料を適切に収集・活用し、情報を取捨選
択して体系的にまとめる力を備えている。

・地形・気候と自然災害を、地域性や生活との関連
から多角的に考察し表現する。

・各地の自然災害と防災を、生活との関わりから多
面的に考察し適切に表現する。

・身近な地域の特徴をテーマに沿ってとらえ、明ら
かになった内容を表現する。

・日本の自然環境と増大する自然災害に関心を持
ち、意欲的に追究しようとする。

・日本列島の自然災害と防災に課題意識を高め、
それらを意欲的にとらえようとする。

・身近な地域の特徴を明らかにするため、意欲的に
地域調査に取り組もうとする。

［評価基準］　　A：十分達成している　　　B：概ね達成している　　　C:努力を要する

第１編 地図や地理情報システムでとらえる現代世界
　第１章　地図と地理情報システム
　　１節　私たちが暮らす世界
　　２節　地図や地理情報システムの役割

第１編 地図や地理情報システムでとらえる現代世界
　第２章 資料から読み取る現代世界

第２編 国際理解と国際協力
　第１章 人々の生活文化と多様な地理的環境
　　１節 生活文化の多様性と国際理解

第２編 国際理解と国際協力
　第１章 人々の生活文化と多様な地理的環境
　　２節 生活文化と自然環境①地形
　　３節 生活文化と自然環境②気候

第２編　国際理解と国際協力
　第１章 人々の生活文化と多様な地理的環境
　　４節 生活文化と社会環境①産業
　　５節 生活文化と社会環境②宗教・民族

　第２章 さまざまな地球的課題と国際協力
　　１節 地球環境問題
　　２節 資源・エネルギー問題

第２編 国際理解と国際協力
　第２章 さまざまな地球的課題と国際協力
　　３節 人口問題
　　４節 食料問題
　　５節 居住・都市問題
　　６節 民族問題・紛争と平和の構築
　　７節 持続可能な社会の実現をめざして

第３編　持続可能な地域づくりと私たち
　第１章　自然環境と防災
　　１節　日本の自然環境の特色
　　２節　さまざまな自然災害と防災

　第２章　生活圏の調査と地域の展望

評価規準

科目

地理総合

学習内容 到達目標

評価規準



相生学院高等学校

教科 教科書番号 出版社 教科書名

地理歴史 地探701 東京書籍 地理探究

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

（評価方法） （評価方法） （評価方法）

レポート
単位認定試験
課題プリント

レポート
単位認定試験
課題プリント

レポート
単位認定試験
行動観察
課題プリント

人間の生活の基
盤である地形の
重要性について
認識するととも
に，それを空間的
規模と形成要因，
人間生活との関
係に着目しながら
理解させる。
地球規模でみら
れる気温と降水量
の分布の特徴とそ
れが生じる原因に
ついて認識すると
ともに，気候の特
徴と植生，土壌と
の関係について
理解させる。

・景観写真や模式図の読み取りを
通して，変動帯に見られる小地形の
一つである河川がつくるさまざまな
地形の特徴について理解できる。
・景観写真や模式図の読み取りを
通して，さまざまな海岸地形，サン
ゴ礁地形の特徴について理解でき
る。

・大地形の分布の特徴について，プ
レート境界や地震帯・火山帯分布と
の関わりから考察するとともに，人
間生活との関係について表現でき
る。
・さまざまな海岸地形，サンゴ礁地
形の形成過程について考察し，そ
の特徴を踏まえながら，人間生活と
の関係について表現できる。
・海洋と陸水における水の循環が，
気温分布や水資源の維持に影響を
与えていることについて多面的・多
角的に考察できる。
・世界規模での各気候帯の分布の
特徴，各気候帯と植生・土壌との対
応関係について多面的・多角的に
考察している。

・地図記号について，関心と課題意
識を高め，それらを意欲的に追究
し，とらえようとしている。

気候区の特徴とな
る気温と降水量の
地域ごとの違いに
ついて，自然環境
の特徴を踏まえて
認識し，生活との
関係について理
解させる。
日本の自然環境
について地形と気
候の視点から理
解し，防災・減災
へ向けた取り組み
について模索させ
る。

・気候区の特徴となる気温と降水量
の地域ごとの違いについて，各々の
気候区の自然環境の特徴を踏まえ
て認識するとともに，人間生活との
関係について理解できる。
・各気候区の分類基準への理解を
前提に，雨温図やハイサーグラフの
作成・読み取りを通じて各気候区に
ついて理解できる。
・日本の自然環境の特徴について
地形と気候の視点から理解すると
ともに，今後発生する可能性のある
自然災害について整理できる。

・今後発生する可能性のある自然
災害について整理した上で，防災・
減災へ向けた取り組みについて多
面的・多角的に考察できる。
・日本の地形の特徴を踏まえ，さま
ざまな自然災害の発生要因とそれ
が人々の生活にもたらす影響につ
いて多面的・多角的に考察できる。
・日本の気候の特徴を踏まえ，気象
災害の発生要因とそれが人々の生
活にもたらす影響について多面的・
多角的に考察できる。

・自助，共助，公助の観点から防災
に向けた取り組みの重要性につい
て関心と課題意識を高め，それらを
意欲的に追究し，とらえようとして
いる。

地球規模での環境
問題が深刻化して
いる背景・要因につ
いて多面的・多角的
に把握するととも
に，有限な地球環境
を持続的に利用す
るための取り組みに
ついて模索させる。
産業の高度化に伴
い社会的分業が複
雑化していることを
把握するとともに，
それが地球的規模
で広がっていること
を理解させる。
世界の食料需給の
地域的な偏りが，食
料問題を生み出す
背景になっているこ
とを理解した上で，
問題の解決策につ
いて模索させる。

・地球規模での環境問題が深刻化
している背景・要因について多面
的・多角的に理解できる。
・地球規模での環境問題が深刻化
している背景・要因について多面
的・多角的に理解できる。
・世界の食料需給の地域的な偏り
が，飢餓や飽食，食料自給率低下と
いった食料問題を生み出す背景に
なっていることを理解できる。

・産業の高度化に伴い社会的分業
が複雑化し，地域的分業として表れ
ていることを地球的規模に立脚しな
がら考察できる。
・産業の変遷過程，それに伴う産業
の高度化とその社会的背景につい
て多面的・多角的に考察できる。
・食料問題を生み出す背景につい
て世界の食料需給の地域的な偏り
との関わりから考察した上で，問題
の解決策について表現できる。

－

資源の分布や消費
の地域的な偏りが
国際取引を成立さ
せていることを踏ま
え，エネルギー政策
の違いが国際対立
の一因になっている
ことを理解させる。
わが国における資
源・エネルギーの高
い輸入依存度の問
題や，自給率向上の
取り組み，新たな資
源開発の動向につ
いて理解させる。
工業の立地条件が
複数の類型に区分
でき，立地条件が変
化する背景や要因，
課題について理解
させる。

・資源の分布や消費の地域的な偏
りが国際取引を成立させていること
を踏まえた上で，各国の掲げる資源
ナショナリズムやエネルギー政策の
違いが国際対立の一因になってい
ることを理解できる。
・グラフを用いて，化石燃料の大量
消費に伴い生じる資源の枯渇や環
境問題，石油戦略に関わる国際政
治の動向について理解できる。

・工業立地の特徴とその変化の動
向について，業種の違いや国際分
業との関係から考察するとともに，
知識集約化の進む工業の新しい展
開や，日本の工業の変化と課題に
ついて多面的・多角的に表現でき
る。

・わが国における資源・エネルギー
の高い輸入依存度を脱却し，自給
率向上を目指す取り組みや，新た
な資源開発の動向について関心と
課題意識を高め，意欲的に追究し，
とらえようとしている。

交通・通信の発達に
よる特徴を把握する
とともに，生じる問
題の背景・要因，解
決に向けての取り組
みについて理解さ
せる。
貿易の発達により
生じる問題の背景・
要因，解決へ向けて
の取り組みについて
理解させる。
観光の地理的展開
について把握すると
ともに，生じる問題
の背景・要因，解決
へ向けての取り組
みについて理解さ
せる。
人口分布と人口増
加の地域的傾向に
ついて把握するとと
もに，影響を与える
人口転換や人口移
動について理解さ
せる。
発展途上国と先進
国の人口問題につ
いて理解した上で，
有効な解決策につ
いて模索させる。

・交通・通信の発達による世界の結
び付きの現状について多様な手段
の特徴や地域特性と関連づけて把
握するとともに，交通・通信の発達
により生じる問題の背景・要因，解
決に向けての取り組みについて理
解できる。
・貿易の発達が世界をグローバル
にまたは地域ごとに結び付けてきた
ことを把握するとともに，それによっ
て生じる問題の背景・要因，解決へ
向けての取り組みについて理解で
きる。
・発展途上国と先進国各々の都市・
居住問題への対応による新しい都
市の動きや日本の都市が直面して
いる課題について理解できる。

・貿易の発達が世界をグローバル
にまたは地域ごとに結び付けてきた
ことを考察するとともに，それによっ
て生じる問題の背景・要因，解決へ
向けての取り組みについて表現で
きる。
・村落・都市の機能や形態，分布の
特徴，都市システム，都市内部の機
能分化や大都市圏の発展過程につ
いて多面的・多角的に考察できる。

・時代の変化とともに観光そのもの
が世界規模において多様化してい
ることを踏まえ，日本における観光
の変化の動向について関心と課題
意識を高め，意欲的に追究し，とら
えようとしている。

文化と環境の相互
関係や文化が変容
する理由について
把握するとともに，
生活文化が歴史的
に変容することを理
解させる。
食文化が地域に
よって異なる要因
や，それが変容する
過程について多面
的・多角的に理解さ
せる。
住居や衣服が地域
によって異なり，そ
れが変容する過程
について多面的・多
角的に理解させる。
国家領域や領土を
めぐる問題を世界
的な視野でとらえ，
解決へ向けた取り
組みについて模索
させる。

・民族紛争や難民発生の背景とな
るさまざまな要因について多面的・
多角的に理解できる。

・文化と環境との相互関係や文化
が変容する理由，衣食住などの生
活文化が環境との相互作用の中で
形成され，歴史的に変容すること
を，多面的・多角的に考察できる。
・国家の領域や国境の概念につい
て具体例をもとに考察できる。

－

評価規準

科目

地理探究a

学習内容 到達目標

評価規準

［評価基準］　　A：十分達成している　　　B：概ね達成している　　　C:努力を要する

第１編 現代世界の系統地理的考察

第１章 自然環境
　第１節 世界の地形
　第２節 気候と自然環境

　第３節 気候と人々の生活
　第４節 日本の自然環境と自然災
害

　第５節 世界の環境問題

第２章 産業と資源
　第１節 産業の発展と社会的分業
　第３節 食料問題

　第４節 エネルギーと鉱産資源
　第５節 資源・エネルギー問題
　第６節 工業の立地と工業地域の
変容

第３章 交通・通信・観光
　第１節 交通・通信
　第２節 貿易と経済連携
　第３節 観光

第４章 人口，村落・都市
　第１節 人口
　第２節 人口問題

第5章 生活文化，民族・宗教
　第1節 生活文化の地域性
　第2節 民族・言語・宗教
　第3節 民族問題
　第4節 現代の国家と領土問題



相生学院高等学校

教科 教科書番号 出版社 教科書名

地理歴史 地探701 東京書籍 地理探究

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

（評価方法） （評価方法） （評価方法）

レポート
単位認定試験
課題プリント

レポート
単位認定試験
課題プリント

レポート
単位認定試験
行動観察
課題プリント

地域区分の方法
や地域の概念，地
域区分の意義に
ついての理解を
前提に，地域の共
通点や差異，分布
などに着目して，
地域のとらえ方に
ついて多面的・多
角的に考察させ
る。
東アジアそれぞれ
の地誌的考察を
行い、各地域の文
化や産業の特徴
と諸課題などを理
解、考察させる。

・中国と韓国を中心に，東アジアの
産業や地域格差，文化などのさまざ
まな事象を項目ごとに整理して考
察することを通して地域理解でき
る。

・地域の共通点や差異，分布などに
着目して，地域のとらえ方について
多面的・多角的に考察できる。
・工業化に伴う韓国の都市化の進
展と農村における変化の様相，国
内の生活文化の特徴と変化の動向
について多面的・多角的に考察で
きる。

－

東アジア、東南ア
ジアについてそれ
ぞれの地誌的考
察を行い、各地域
の文化や産業の
特徴と諸課題など
を理解、考察させ
る。

・東南アジアにおける工業化の進展
や地域格差など，さまざまな事象を
項目ごとに整理して考察することを
通して地域理解できる。
・インドを中心とした南アジアにおけ
る経済成長に着目して，人口増加と
農村の変化，都市化と社会の変化
などの事象と関連づけることを通し
て地域理解できる。

・東南アジアにおける工業化の進展
や地域格差など，さまざまな事象を
項目ごとに整理し，考察することが
できる。
・インドを中心とした南アジアにおけ
る経済成長に着目して，人口増加と
農村の変化，都市化と社会の変化
などの事象と関連づけながら考察
できる。

・南アジア世界の多様性と共通性や
地域間協力の現況について具体的
事例をもとに関心と課題意識を高
め，関心と課題意識を高め，意欲的
に追究し，とらえようとしている。

西アジアと中央ア
ジアそれぞれの地
域を比較し共通
点や、相違点に着
目して各地域と他
地域の結びつきに
ついて理解させ
る。

・西アジアと中央アジアの両地域に
おける地理的事象の共通点と相違
点に着目しながら，各々の地域の
特徴について理解できる。
・北アフリカとサハラ以南アフリカの
両地域における地理的事象の共通
点と相違点に着目しながら，各々の
地域の特徴について理解できる。

・西アジアと中央アジアの両地域に
おける地理的事象の共通点と相違
点に着目しながら，各々の地域の
特徴について多面的・多角的に考
察できる。
・西アジアと中央アジアの共通点と
相違点について，資源開発と産業
を指標に考察できる。
・北アフリカとサハラ以南アフリカの
両地域における地理的事象の共通
点と相違点に着目しながら，各々の
地域の特徴について多面的・多角
的に考察できる。

・北アフリカとサハラ以南アフリカの
両地域の特徴について，共通点と
相違点に着目しながら関心と課題
意識を高め，意欲的に追究し，とら
えようとしている。

ヨーロッパ統合に
ついての背景と多
様な農業、産業の
変容について認
識を深め、EUの
東方拡大と英国
のEU離脱問題か
ら見えるEUの諸
課題を理解させ
る。
ロシアについて地
誌的考察を行い、
多様な民族や宗
教、国内の諸問題
について触れ、市
場経済への転換
から産業構造に
ついて認識を深
めさせる。

・ヨーロッパの地域統合に着目し
て，産業や都市の変化，地域格差な
どの地理的事象を関連づけること
を通して地域理解できる。
・ロシアにおける民族や人々の暮ら
しの変化，産業地域の変化など，さ
まざまな地理的事象を項目ごとに
整理して考察することを通して地域
理解できる。

・ヨーロッパの地域統合に着目し
て，産業や都市の変化，地域格差な
どの地理的事象を関連づけること
を通して考察できる。
・ロシアにおける民族や人々の暮ら
しの変化，産業地域の変化など，さ
まざまな地理的事象を項目ごとに
整理し，考察できる。

－

アングロアメリカ
について地誌的
考察を行い、特徴
を理解しながら諸
課題について理
解させる。
ラテンアメリカに
ついて地誌的考
察を行い、特徴を
理解しながら諸課
題について考察さ
せる。

・アメリカ合衆国を中心としたアン
グロアメリカにおける自然環境と歴
史・民族，経済，産業の発展と変
容，情報社会と大都市圏など，さま
ざまな地理的事象を項目ごとに整
理して考察することを通して地域理
解できる。
・ラテンアメリカにおける自然環境
や歴史・文化，産業，開発などのさ
まざまな地理的事象を項目ごとに
整理して考察することを通して地域
理解できる。

・アメリカ合衆国を中心としたアン
グロアメリカにおける自然環境と歴
史・民族，経済，産業の発展と変
容，情報社会と大都市圏など，さま
ざまな地理的事象を項目ごとに整
理して考察できる。
・ラテンアメリカにおける自然環境
や歴史・文化，産業，開発などのさ
まざまな地理的事象を項目ごとに
整理して考察できる。

－

オセアニア地域に
ついて地誌的考
察を行い、特徴を
理解しながら諸課
題について考察さ
せる。
日本の地理的諸
課題について認
識を深め、国土政
策の歴史と今後
の在り方について
模索する。また日
本が抱える地理
的諸課題の解決
と持続可能な方策
について探究させ
る。

・オーストラリアやニュージーランド
を中心とするオセアニアの気候や
農業の特徴，先住民と移民の生活，
ヨーロッパやアジアとの関係などの
さまざまな地理的事象を項目ごとに
整理して考察することを通して地域
理解できる。
・北極と南極それぞれの地理的特
徴について把握するとともに，近年
の動向について国際社会との関わ
りから理解できる。

・オーストラリアやニュージーランド
を中心とするオセアニアの気候や
農業の特徴，先住民と移民の生活，
ヨーロッパやアジアとの関係などの
さまざまな地理的事象を項目ごとに
整理して考察できる。
・日本における産業立地や都市化
の変化，国土政策の流れに関連す
るさまざまな資料を読み解くことを
通して，日本の抱える地理的課題
について探究できる。

・オーストラリアやニュージーランド
を中心とするオセアニアの気候や
農業の特徴，先住民と移民の生活，
ヨーロッパやアジアとの関係などの
さまざまな地理的事象について関
心と課題意識を高め，意欲的に追
究し，とらえようとしている。

［評価基準］　　A：十分達成している　　　B：概ね達成している　　　C:努力を要する

　第２節 東南アジア―項目ごとに整
理して考察する―
　第３節 南アジア―経済成長に着
目する―

　第４節 西アジアと中央アジア―二
つの地域を比較する―
　第５節 北アフリカとサハラ以南ア
フリカ―二つの地域を比較する―

　第６節 ヨーロッパ―地域統合に着
目する―
　第７節 ロシア―項目ごとに整理し
て考察する―

　第10節 オセアニア―項目ごとに
整理して考察する―

第３編 現代世界と日本の国土像

第1章 持続可能な国土像の探究
　第１節 日本の地理的諸課題を読
み解く
　第２節 持続可能な国土像の探究

第2編 現代世界の地誌的考察

第1章 現代世界の地域区分
　第1節 地域区分の意義と方法

第２章 現代世界の諸地域
　第１節 東アジア―項目ごとに整理
して考察する―

　第８節 アングロアメリカ―項目ご
とに整理して考察する―
　第９節 ラテンアメリカ―項目ごとに
整理して考察する―

評価規準

科目

地理探究b

学習内容 到達目標

評価規準



相生学院高等学校

教科 教科書番号 出版社 教科書名

地理歴史 歴総002-901 東京書籍 歴史総合

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

（評価方法） （評価方法） （評価方法）

レポート
視聴報告書
単位認定試験

レポート
単位認定試験

レポート
行動観察

課題プリント

18世紀のアジアの
経済や社会、産業
革命と交通・通信
手段の革新、工業
化と世界市場の形
成を理解させる。

・１８世紀のアジアや日本にお
ける生産と流通、アジア各地域
間やアジア諸国と欧米諸国の貿
易などを基に、アジアの経済と
社会について理解している。
・産業革命が起こった過程とそ
の後の資本主義の確立について
理解している。
・東アジアの西洋諸国との接触
や不平等条約の締結による変化
について理解している。

・１８世紀のヨーロッパとアジ
アの交易の特徴について考察す
ることができる。
・「世界の工場」と呼ばれたイ
ギリスがどのようにして成長し
ていったのか考察することがで
きる。
・アヘン戦争について、三角貿
易の意味を理解しながら表現で
きる。
・産業革命の影響、中国の開港
と日本の開国の背景とその影響
に着目し、アジア諸国と欧米諸
国との関係の変容について考察
することができる。

・イギリスで始まった産業革命
がどのようにして世界に広がっ
ていったのかを主体的に思考し
ようとする。

日本の明治維新や
大日本帝国憲法の
制定などを基に、
立憲体制と国民国
家の形成を理解さ
せる。

・１８世紀後半以降の欧米諸国
の市民革命や国民統合の動向
や、列強の進出と植民地の形成
について理解している。
・１９世紀のアジア諸地域で
は、どのような背景のもとに国
家形成が目指されたのかについ
て理解している。

・１９世紀のロシアではどのよ
うな国家形成を目指していたの
か考察することができる。
・１９世紀後半の各国の立憲制
の仕組みについて考察すること
ができる。
・帝国主義国による植民地政策
が、現地の近代化に与えた影響
について考察することができ
る。

・２０世紀初め、帝国主義に対
して世界の各地の人々はどのよ
うな態度を示していたのか主体
的に考察することができる。

第一次世界大戦、
日本の経済成長、
国際連盟の成立な
どを基に、第一次
世界大戦後の国際
協調体制の理解
と、大衆社会の形
成と社会運動の広
がりを理解させ
る。

・第一次世界大戦の展開や第一
次世界大戦後の国際協調体制に
ついて理解している。
・ソ連の成立とアメリカの繁栄
について理解している。

・第一次世界大戦前後の社会の
変化に着目して、日本やその他
の国の相互の関係性について考
察することができる。
・アジアの諸地域でなぜ民族運
動が高揚したのか、また、なぜ
日中で対立が起きたのか考察す
ることができる。
・なぜ第一次世界大戦後に民主
主義が世界に広がり、日本にも
普及したのか考察することがで
きる。

・マスメディアの発達は大衆と
国家をどのようにして結びつけ
たのかについて主体的に考察す
ることができる。

第二次世界大戦が
世界に与えた影響
に着目し、第二次
世界大戦後の国際
秩序と日本の国際
社会の復帰を理解
させる。
また、グローバル
化に伴う社会生活
の変容について理
解させる。

・世界恐慌に対しての各国の対
応、ファシズム伸長、日本の対
外政策について理解している。
・第二次世界大戦と日中戦争、
太平洋戦争の関連製品について
理解している。

・第二次世界大戦中のドイツや
日本、また、第二次世界大戦後
の世界について考察することが
できる。
・第二次世界大戦後の推移と第
二次世界大戦が世界に与えた影
響や国際秩序の形成が社会に及
ぼした影響に着目し、考察する
ことができる。

・グローバル化に伴う社会の変
容や冷戦と国際関係について、
主体的に考察することができ
る。

冷戦が各国に及ぼ
した影響に着目
し、冷戦下の世界
経済や地域連携、
経済成長による社
会の変容について
理解させる。

・冷戦の拡大と核兵器の管理、
および地域紛争について理解し
ている。
・冷戦下の自由主義国と社会主
義国がとった政策、日本の冷戦
下の国内政治について理解して
いる。

・55年体制の日本の国内政治に
ついて、国際的背景をもとに考
察することができる。
・先進国の経済成長と地域連
携、およびベトナム戦争につい
て考察することができる。

・ベトナム戦争と冷戦構造の変
容について、主体的に考察する
ことができる。

経済の自由化や技
術革新の影響、民
主化や地域統合の
背景と影響に着目
し、冷戦終結後の
国際政治の特徴と
日本の役割などを
多面的・多角的に
理解させる。

・先進国の価値観の変化や石油
危機への先進国の対応について
理解している。
・アジアの経済発展や冷戦の終
結、地域紛争について理解して
いる。

・なぜ世界各国で民主化が進ん
だのか、また、冷戦終結後にグ
ローバル化が進んだかについて
考察することができる。

・現代社会における諸課題につ
いて、主体的に考察することが
できる。

［評価基準］　　A：十分達成している　　　B：概ね達成している　　　C:努力を要する

第1章　近代化と私たち
　第１節　近代化への問い
　第２節　アジアの繁栄と西洋近
代
　　　　の形成

第１章　近代化と私たち
　第３節　世界の一体化と多様な
　　　　近代化
　第４節　近代化と現代的な諸課
題

第２章　国際秩序の変化や大衆化
と
　　　私たち
　第１節　国際秩序の変化や大衆
化へ
　　　　の問い
　第２節　第一次世界大戦と大衆
社会

第２章　国際秩序の変化や大衆化
と
　　　私たち
　第３節　経済危機と第二次世界
　　　　大戦
　第４節　国際秩序の変化や大衆
化
　　　と現代的な諸課題
第３章　グローバル化と私たち
　第１節　グローバル化への問い

第４章　グローバル化と私たち
　第２節　冷戦と世界経済

第４章　グローバル化と私たち
　第３節　世界秩序の変容と日本
　第４節　現代的な諸課題の形成
と
　　　　展望

評価規準

科目

歴史総合

学習内容 到達目標

評価規準



相生学院高等学校

教科 教科書番号 出版社 教科書名

地理歴史 日探701 東京書籍 日本史探究

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

（評価方法） （評価方法） （評価方法）

レポート
視聴報告書
単位認定試験

レポート
単位認定試験

レポート
行動観察
スクーリングプリント

人類が日本列島で
生活を営み始めた
時代から平安時代
までを扱い，先史・
古代がどのような時
代であったかを東ア
ジア世界の動向と
関連付けて考察し，
総合的に捉えて理
解できるようにす
る。
また、資料から情報
を収集して読み取る
技能を身に付けるこ
とできるようにす

・先史・古代の日本と東アジアの展開に
関わる諸事象について，地理的条件や
世界の歴史と関連付けながら総合的に
捉えて理解するとともに，諸資料から，
先史・古代の日本と東アジアに関する
様々な情報を適切かつ効果的に調べ
まとめる技能を身に付けている。

・先史・古代の特色を示す適切な歴史
資料から歴史に関わる情報を収集し，
読み取る技能を身に付けている。

・先史・古代の日本と東アジアの展開に
関わる事象の意味や意義，伝統と文化
の特色などを，時期や年代，推移，比
較，相互の関連や現在とのつながりな
どに着目して，概念などを活用して多
面的・多角的に考察する力や，考察し
たことを効果的に説明したり，それらを
基に議論したりすることができる。

・歴史資料の特性をふまえ，資料を通し
て読み取れる情報から，先史・古代の
特色について多面的・多角的に考察
し，仮説を表現することができる。

・先史・古代の日本と東アジアの展開に
関わる諸事象について，よりよい社会
の実現を視野に課題を主体的に追究し
ようととしてい。

・先史・古代の日本と東アジアに関わる
諸事象について見通しをもって学習に
取り組もうとし，学習を振り返りながら
課題を追究しようとしている。

古代の国家の形成
の過程について，事
象の意味や意義，
関係性，歴史に関わ
る諸事象の解釈や
歴史の画期などを
多面的・多角的に考
察し，先史から古代
の政治・社会や文化
の特色を理解する
とともに，思考力・判
断力・表現力を養う
ことができるように
する。

・国家の形成と古墳文化，律令体制の
成立過程と諸文化の形成などを基に，
諸資料から様々な情報を適切かつ効
果的に調べまとめ，先史から古代の政
治・社会や文化の特色を理解してい
る。

・中国大陸や朝鮮半島との関係，隋・唐
など中国王朝との関係と政治や文化へ
の影響などに着目して，主題を設定し，
小国の形成と連合，古代の国家の形成
の過程について，事象の意味や意義，
関係性などを多面的・多角的に考察
し，歴史に関わる諸事象の解釈や歴史
の画期などを根拠を示して表現するこ
とができる。

・律令国家の形成と古代文化の展開の
内容に対して，見通しをもって学習に
取り組もうとしている。また、自身の学
習について振り返り，調整しようとして
いる。

平安時代末から戦
国時代までを扱い，
中世がどのような時
代であったかを東ア
ジアやユーラシアの
動向と関連付けて
考察し，総合的に捉
えて理解できるよう
にする。

・中世の日本と世界の展開に関わる諸
事象について，地理的条件や世界の歴
史と関連付けながら総合的に捉えて理
解するとともに，諸資料から，中世の日
本と世界に関する様々な情報を適切か
つ効果的に調べまとめる技能を身に付
けている。

・中世の特色を示す適切な歴史資料を
基に，資料から歴史に関わる情報を収
集し，読み取る技能を身に付けている。

・中世の日本と世界の展開に関わる事
象の意味や意義，伝統と文化の特色な
どを，時期や年代，推移，比較，相互の
関連や現在とのつながりなどに着目し
て，概念などを活用して多面的・多角的
に考察する力や，考察したことを効果
的に説明したり，それらを基に議論した
りすることができる。

・歴史資料の特性をふまえ，資料を通し
て読み取れる情報から，中世の特色に
ついて多面的・多角的に考察し，仮説
を表現できる。

・中世の日本と世界の展開に関わる諸
事象について，よりよい社会の実現を
視野に課題を主体的に追究しようとす
る。

・中世の日本と世界に関わる諸事象に
ついて見通しをもって学習に取り組も
うとし，学習を振り返りながら課題を追
究しようとする。

・武家政権の成立と
展開，産業の発達，
宗教や文化の展開
などを基に，諸資料
から様々な情報を
適切かつ効果的に
調べまとめ，武家政
権の伸張，社会や
文化の特色を理解
できるようにする。

公武関係の変化，宋・元（モンゴル帝
国）などユーラシアとの交流と経済や文
化への影響などに着目して，主題を設
定し，中世の国家・社会の展開につい
て，事象の意味や意義，関係性などを
多面的・多角的に考察し，歴史に関わ
る諸事象の解釈や歴史の画期などを
根拠を示して表現できる。

・武家政権の成立と朝廷の内容に対し
て，見通しをもって学習に取り組もうと
している。また、自身の学習について振
り返り，調整することができる。

・中世の国家・社会の展開について，事
象の意味や意義，関係性，歴史に関わ
る諸事象の解釈や歴史の画期などを
多面的・多角的に考察し，根拠を示し
て表現する学習を通じて，武家政権の
伸張，社会や文化の特色を理解すると
ともに，思考力・判断力・表現力を養お
うとする。

安土桃山時代から
江戸時代までを扱
い，近世がどのよう
な時代であったかを
世界の動向と関連
付けて考察し，総合
的に捉えて理解す
る。

資料から情報を収
集して読み取る技
能を身に付けるとと
もに，見通しをもっ
た学習を展開でき
るようにする。

・近世の日本と世界の展開に関わる諸
事象について，地理的条件や世界の歴
史と関連付けながら総合的に捉えて理
解するとともに，諸資料から，近世の日
本と世界に関する様々な情報を適切か
つ効果的に調べまとめる技能を身に付
けている。

・近世の特色を示す適切な歴史資料か
ら歴史に関わる情報を収集し，読み取
る技能を身に付けている。

・近世の日本と世界の展開に関わる事
象の意味や意義，伝統と文化の特色な
どを，時期や年代，推移，比較，相互の
関連や現在とのつながりなどに着目し
て，概念などを活用して多面的・多角的
に考察する力や，考察したことを効果
的に説明したり，それらを基に議論した
りする力を養うことができる。

・歴史資料の特性をふまえ，資料を通し
て読み取れる情報から，近世の特色に
ついて多面的・多角的に考察し，仮説
を表現できる。

・近世の日本と世界の展開に関わる諸
事象について，よりよい社会の実現を
視野に課題を主体的に追究しようとす
る態度を養うおうとする。

・近世の日本と世界に関わる諸事象に
ついて見通しをもって学習に取り組も
うとし，学習を振り返りながら課題を追
究しようとする。

近世の国家・社会の
展開について，事象
の意味や意義，関
係性，歴史に関わる
諸事象の解釈や歴
史の画期などを多
面的・多角的に考察
し，幕藩体制の確
立，近世の社会と文
化の特色を理解す
ることできるように
する。

・法や制度による支配秩序の形成と身
分制，貿易の統制と対外関係，技術の
向上と開発の進展，学問・文化の発展
などを基に，諸資料から様々な情報を
適切かつ効果的に調べまとめ，幕藩体
制の確立，近世の社会と文化の特色を
理解している。

・織豊政権との類似と相違，アジアの国
際情勢の変化，交通・流通の発達，都
市の発達と文化の担い手との関係など
に着目して，主題を設定し，近世の国
家・社会の展開について，事象の意味
や意義，関係性などを多面的・多角的
に考察し，歴史に関わる諸事象の解釈
や歴史の画期などを根拠を示して表現
することができる。

・幕藩体制の確立の内容に対して，見
通しをもって学習に取り組もうとしてい
る。また、自身の学習について振り返
り，調整しようとする。

評価規準

科目

日本史探究a

学習内容 到達目標

評価規準

［評価基準］　　A：十分達成している　　　B：概ね達成している　　　C:努力を要する

第1編 先史・古代の日本と東アジア

第1章 先史社会の生活と文化

第2章 歴史資料と先史・古代の展望

第1編 先史・古代の日本と東アジア

第3章 古代社会の形成と展開

1節律令国家の形成と古代文化の展
開
2節摂関政治と貴族文化

第2編 中世の日本と世界

第1章 中世社会の成立

第2章 歴史資料と中世の展望

第2編 中世の日本と世界

第3章 中世社会の展開

1節武家政権の成立と朝廷
2節武家支配の広がりと国際交流

第3編 近世の日本と世界

第1章 近世社会の形成

第2章 歴史資料と近世の展望

第3編 近世の日本と世界

第3章 近世の展開

1節幕藩体制の確立



相生学院高等学校

教科 教科書番号 出版社 教科書名

地理歴史 日探701 東京書籍 日本史探究

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

（評価方法） （評価方法） （評価方法）

レポート
視聴報告書
単位認定試験

レポート
単位認定試験

レポート
行動観察
スクーリングプリント

幕末から近代初頭
の時期の歴史の展
開と歴史的環境を
関連付けて時代の
転換を理解し，近代
の特色について多
面的・多角的に考察
し，時代を通観する
問いを表現できるよ
うにする。

・対外関係の変容と開国，幕藩体制の
崩壊と新政権の成立などを基に，諸資
料から歴史に関する様々な情報を適切
かつ効果的に調べまとめ，近世から近
代への時代の転換を理解することがで
きる。

・欧米諸国の進出によるアジア諸国の
変化，政治・経済の変化と思想への影
響などに着目して，近世から近代の国
家・社会の変容を多面的・多角的に考
察し，表現することができる。

・時代の転換に着目して，近代の特色
について多面的・多角的に考察し，時
代を通観する問いを表現することがで
きる。

・近現代の地域・日本と世界に関わる
諸事象について，見通しをもって学習
に取り組み，課題を追究しようとする。

資料から情報を収
集して読み取る技
能を身に付けるとと
もに，読み取った情
報から近代の特色
についての仮説を
表現することを通じ
て，見通しをもった
学習を展開できるよ
うにする。

・近現代の特色を示す適切な歴史資料
を基に，資料から歴史に関わる情報を
収集し，読み取る技能を身に付けてい
る。

・歴史資料の特性をふまえ，資料を通し
て読み取れる情報から，近現代の特色
について多面的・多角的に考察し，仮
説を表現できる。

・近現代の地域・日本と世界に関わる
諸事象について見通しをもって学習に
取り組もうとし，学習を振り返りながら
課題を追究しようとする。

近代から現代にい
たる国家・社会の展
開について，事象の
意味や意義，関係
性，歴史に関わる諸
事象の解釈や歴史
の画期などを多面
的・多角的に考察
し，根拠を示して表
現する学習を通じ
て，近代的制度の導
入，アジアや欧米諸
国との関係を理解
するとともに，思考
力・判断力・表現力
を養うことができる
ようにする。

・明治維新，文明開化の風潮，学問の
発展や教育制度の拡充，自由民権運
動などを基に，諸資料から様々な情報
を適切かつ効果的に調べまとめ，近代
的制度の導入，アジアや欧米諸国との
関係を理解することができる。

・大日本帝国憲法の制定，条約改正，
日清・日露戦争，産業革命の展開など
を基に，諸資料から様々な情報を適切
かつ効果的に調べまとめ，立憲体制へ
の移行，国民国家の形成，産業の発展
の経緯と近代の文化の特色を理解す
ることができる。

・アジアや欧米諸国との関係，地域社
会の変化，欧米の思想・文化の影響，
教育の普及とその影響などに着目し
て，主題を設定し，近代の政治の展開
について，事象の意味や意義，関係性
などを多面的・多角的に考察し，歴史に
関わる諸事象の解釈や歴史の画期な
どを根拠を示して表現している。

・産業の発達の背景と影響，地域社会
における労働や生活の変化，戦争が及
ぼした影響などに着目して，主題を設
定し，近代の政治の展開と国際的地位
の確立，日本の工業化の進展，近代の
文化の形成について，事象の意味や意
義，関係性などを多面的・多角的に考
察し，歴史に関わる諸事象の解釈や歴
史の画期などを根拠を示して表現して
いる。

・近代的制度の導入と新しい国際関係
の内容に対して，見通しをもって学習
に取り組もうとしている。また，自身の
学習について振り返り，調整しようとし
ている。

・国民国家と資本主義の成立の内容に
対して，見通しをもって学習に取り組も
うとしている。また、自身の学習につい
て振り返り，調整しようとしている。

近代から現代にい
たる国家・社会の展
開について，事象の
意味や意義，関係
性，歴史に関わる諸
事象の解釈や歴史
の画期などを多面
的・多角的に考察
し，大衆社会の形
成，アジアと欧米諸
国との関係の変容
を理解することがで
きるようにする。

・第一次世界大戦，社会運動の動向，
政党政治などを基に，諸資料から様々
な情報を適切かつ効果的に調べまと
め，大衆社会の形成，アジアと欧米諸
国との関係の変容を理解している。

・産業の発達の背景と影響，地域社会
における労働や生活の変化，戦争が及
ぼした影響などに着目して，主題を設
定し，第一次世界大戦前後の対外政策
や国内経済，国民の政治参加の拡大，
日本の工業化の進展について，事象の
意味や意義，関係性などを多面的・多
角的に考察し，歴史に関わる諸事象の
解釈や歴史の画期などを根拠を示して
表現している

・両大戦間期の日本」の内容に対して，
見通しをもって学習に取り組もうとして
いる。また，自身の学習について振り返
り，調整しようとしている

近代から現代にい
たる国家・社会の展
開について，事象の
意味や意義，関係
性，歴史に関わる諸
事象の解釈や歴史
の画期などを多面
的・多角的に考察
し，近代的制度の導
入，アジアや欧米諸
国との関係を理解
するとともに，思考
力・判断力・表現力
を養うようにする。

・明治維新，文明開化の風潮，学問の
発展や教育制度の拡充，自由民権運
動などを基に，諸資料から様々な情報
を適切かつ効果的に調べまとめ，近代
的制度の導入，アジアや欧米諸国との
関係を理解している。

・アジアや欧米諸国との関係，地域社
会の変化，欧米の思想・文化の影響，
教育の普及とその影響などに着目し
て，主題を設定し，近代の政治の展開
について，事象の意味や意義，関係性
などを多面的・多角的に考察し，歴史に
関わる諸事象の解釈や歴史の画期な
どを根拠を示して表現している。

・近代的制度の導入と新しい国際関係
の内容に対して，見通しをもって学習
に取り組もうとしている。また，自身の
学習について振り返り，調整しようとし
ている。

持続可能な社会の
実現を視野に入れ，
地域社会や身の回
りの事象と関連させ
て主題を設定し，現
代の日本の課題の
形成に関わる歴史
と展望について，多
面的・多角的に考
察，構想して表現で
きるようにする。

・先史・古代，中世，近世，近現代の学
習をふまえて，現代の日本の課題を理
解することができる。

・先史・古代，中世，近世，近現代の学
習で表現した歴史の画期，地域社会の
諸相と日本や世界との歴史的な関係，
それ以前の時代からの継続や変化など
に着目して，現代の日本の課題の形成
に関わる歴史について，多面的・多角
的に考察，構想して表現することがで
きる。

・先史・古代，中世，近世，近現代の学
習を振り返り，自身との関わりをふまえ
て，持続可能な社会の実現を視野に，
主体的に探究しようとする。

［評価基準］　　A：十分達成している　　　B：概ね達成している　　　C:努力を要する

第4編 近現代の地域・日本と世界

第1章 近代社会の幕開け

第4編 近現代の地域・日本と世界

第2章 歴史資料と近現代の展望

第4編 近現代の地域・日本と世界

第3章 歴史資料と近現代の展望
1節近代的制度の導入と新しい国際関
係
2節国民国家と資本主義の成立

第4編 近現代の地域・日本と世界

第3章 歴史資料と近現代の展望

3節両大戦間期の日本
4節第二次世界大戦と日本
5節占領と改革

第4編 近現代の地域・日本と世界

第3章 歴史資料と近現代の展望

6節国際社会への復帰と高度経済成長
7節アジア情勢の変化と経済大国日本
8節新しい国際秩序と日本の課題

第4編 近現代の地域・日本と世界

第4章 現代の日本の課題の研究

評価規準

科目

日本史探究b

学習内容 到達目標

評価規準



相生学院高等学校

教科 教科書番号 出版社 教科書名

地歴 世探701 東京書籍 世界史探究

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

（評価方法） （評価方法） （評価方法）

レポート
視聴報告書
単位認定試験

レポート
単位認定試験

レポート
行動観察
課題プリント

〇各地域の古代文明につい
て、その共通点や相違点、それ
らが自然環境とどのように関係
しているかなどについて理解す
る。

・オリエント文明、インダス文明、中華文明な
どを基に古代文明の歴史的特質を理解して
いる。
農業と気候、文明の誕生について、諸資料
から読み取り、理解している。

・古代文明に関わる諸事情の背景や原因、
結果や影響、事象相互の関連などに着目
し、諸地域の歴史的特質を読み解く観点に
ついて多面的・多角的に考察し、問いを表
現している。

・「古代文明の出現」の内容に対して、見通
しをもって学習に取り組もうとしている。
古代文明の歴史的特質についての自らの
学習を振り返り、学びを深めている。

〇西アジアと地中海周辺の国
家がどのように影響を及ぼしあ
い、どのような共通点を持って
いるかについて理解する。
〇この世界で成立した宗教が
現在の宗教分布とどのように
関係しているかを理解する。

・西アジアと地中海周辺の諸国家、キリスト
教とイスラームの成立とそれらを基盤とした
国家の形成などを基に、西アジアと地中海
周辺の歴史的特質を理解している。

・西アジアと地中海周辺の歴史に関わる諸
事象の背景や原因，結果や影響, 事象相互
の関連，諸地域相互の関わりなどに着目し，
主題を設定し，諸資料を比較したり関連づ
けたりして読み解き，西アジアと地中海周辺
の諸国家の社会や文化の特色，キリスト教
とイスラームを基盤とした国家の特徴などを
多面的・多角的に考察し，表現している。

・「西アジアと地中海周辺」の内容に対して，
見通しをもって学習に取り組もうとしてい
る。

〇南アジア地域を特徴づける
「多様のなかの統一」とはどの
ようなことなのかなどについて
理解する。
〇東アジアと中央ユーラシアの
古代国家はどのようにして生ま
れたのか，また古代国家の誕
生と発展が社会と文化に与え
た影響や，それによって生みだ
された地域の特色について理
解する。
東南アジア地域における国家
形成が交易や思想・文化とど
のように関係しているのかなど
について理解する。

・仏教の成立とヒンドゥー教，南アジアの諸国家などを
基に，南アジアの歴史的特質を理解している。
・海の道や東南アジアの諸国家を基に，東南アジアの
歴史的特質を理解している。
・秦・漢と遊牧国家，唐と近隣諸国の動向などを基に，
東アジアと中央ユーラシアの歴史的特質を理解してい
る。

・南アジアの歴史に関わる諸事象の背景や原因，結果
や影響, 事象相互の関連，諸地域相互の関わりなどに
着目し，主題を設定し，諸資料を比較したり関連づけ
たりして読み解き，南アジアにおける宗教や文化の特
色を多面的・多角的に考察し，表現している。
・東南アジアの歴史に関わる諸事象の背景や原因，結
果や影響, 事象相互の関連，諸地域相互の関わりなど
に着目し，主題を設定し，諸資料を比較したり関連づ
けたりして読み解き，東南アジアにおける宗教や文化
の特色，周辺諸地域との関係などを多面的・多角的に
考察し，表現している。
・東アジアと中央ユーラシアの歴史に関わる諸事象の
背景や原因，結果や影響, 事象相互の関連，諸地域相
互の関わりなどに着目し，主題を設定し，諸資料を比
較したり関連づけたりして読み解き，唐の統治体制と
社会や文化の特色，唐と近隣諸国との関係，遊牧民の
社会の特徴と周辺諸地域との関係などを多面的・多角
的に考察し，表現している。

・「南アジア」の内容に対して，見通しをもって学習に取
り組もうとしている。
・「東南アジア」の内容に対して，見通しをもって学習に
取り組もうとしている。
・「東アジアと中央ユーラシア」の内容に対して，見通し
をもって学習に取り組もうとしている。

〇ユーラシア大陸以外の地域に成立し
た文明の特徴について，自然環境との
関わりに注目しながら理解する。
〇アジア・アフリカの広大な地域が，イ
スラーム文明圏としてまとまった理由
などについて理解する。

・自然環境との関わりなどを基に，ユーラシア大陸以外
の地域に成立した文明の特徴を理解している。
・西アジア社会の動向とアフリカ・アジアへのイスラーム
の伝播などを基に，海域と内陸にわたる諸地域の交流
の広がりを構造的に理解している。

・アフリカ，オセアニア，古アメリカの歴史に関わる諸事
象の背景や原因，結果や影響, 事象相互の関連，諸地
域相互の関わりなどに着目し，主題を設定し，諸資料
を比較したり関連づけたりして読み解き，ユーラシア大
陸以外の地域に成立した文明の特徴を多面的・多角
的に考察し，表現している。
・諸地域の交流の広がりに関わる諸事象の背景や原
因，結果や影響，事象相互の関連，諸地域相互のつな
がりなどに着目し，主題を設定し，諸資料を比較したり
関連づけたりして読み解き，諸地域へのイスラームの
拡大の要因などを多面的・多角的に考察し，表現して
いる。

・ユーラシア大陸以外の地域に成立した文明の特徴に
ついて，自然環境との関わりに注目しながら，学習への
見通しをもち，主体的に学習に取り組もうとしている。
・「イスラーム世界の拡大と繁栄」の内容に対して，見通
しをもって学習に取り組もうとしている。

〇9世紀から15世紀にかけて，ヨー
ロッパ世界ではどのような政治，経済，
社会，文化の変動がおこったのか，ま
た，それらの変動の結果は後世のヨー
ロッパにどのように継承されていった
のかなどについて理解する。
〇歴史上かつてない規模の世界帝国
であるモンゴル帝国はどのようにして
生まれ，どのように世界を結びつけた
のかなどについて理解する。

・ヨーロッパ封建社会とその展開などを基に，海域と内
陸にわたる諸地域の交流の広がりを構造的に理解し
ている。
・宋の社会とモンゴル帝国の拡大などを基に，海域と内
陸にわたる諸地域の交流の広がりを構造的に理解し
ている。

・諸地域の交流の広がりに関わる諸事象の背景や原
因，結果や影響，事象相互の関連，諸地域相互のつな
がりなどに着目し，主題を設定し，諸資料を比較したり
関連づけたりして読み解き，ヨーロッパの社会や文化
の特色などを多面的・多角的に考察し，表現している。
・諸地域の交流の広がりに関わる諸事象の背景や原
因，結果や影響，事象相互の関連，諸地域相互のつな
がりなどに着目し，主題を設定し，諸資料を比較したり
関連づけたりして読み解き，中国社会の特徴やモンゴ
ル帝国が果たした役割などを多面的・多角的に考察
し，表現している。

・「中世ヨーロッパ」の内容に対して，見通しをもって学
習に取り組もうとしている。
・「中華世界の変容とモンゴル帝国」の内容に対して，
見通しをもって学習に取り組もうとしている。

〇インドと東南アジアにおけるイスラー
ムの広がりが一様でなかった要因など
について理解する。
〇大交易時代に，なぜ世界の各地で
社会がほぼ同時に大きく変化したの
か，また，世界の諸地域間の関係は，
前後の時代と比べてどのように特徴づ
けられるのかなどについて理解する。

・インド洋海域世界と東南アジアの発展などを基に，諸
地域の交易の進展を構造的に理解している。
・アジア海域での交易の興隆，明と日本・朝鮮の動向，
スペインとポルトガルの活動などを基に，諸地域の交易
の進展とヨーロッパの進出を構造的に理解している。

・諸地域の交易に関わる諸事象の背景や原因，結果や
影響，事象相互の関連，諸地域相互のつながりなどに
着目し，主題を設定し，諸資料を比較したり関連づけ
たりして読み解き，インド洋海域世界と東南アジアの発
展などを多面的・多角的に考察し，表現している。
・諸地域の交易とヨーロッパの進出に関わる諸事象の
背景や原因，結果や影響，事象相互の関連，諸地域相
互のつながりなどに着目し，主題を設定し，諸資料を比
較したり関連づけたりして読み解き，アジア海域での
交易の特徴，ユーラシアとアメリカ大陸間の交易の特
徴とアメリカ大陸の変容などを多面的・多角的に考察
し，表現している。

・「インド洋海域世界の発展と東南アジア」の内容に対
して，見通しをもって学習に取り組もうとしている。
・「大交易時代と世界の一体化」の内容に対して，見通
しをもって学習に取り組もうとしている。

［評価基準］　　A：十分達成している　　　B：概ね達成している　　　C:努力を要する

第1章古代文明の出現

第2章西アジアと地中海周辺

第3章南アジア
第4章東南アジア
第5章東アジアと中央ユーラシア

第6章アフリカ、アセアニア、古アフリ
カ
第7章イスラーム世界の拡大と繁栄

第8章中世ヨーロッパ
第9章中華世界の変容とモンゴル
帝国

第10章インド洋海域世界の発展
と東南アジア
第11章大交易時代と世界の一体
化

評価規準

科目

世界史探究a

学習内容 到達目標

評価規準



相生学院高等学校

教科 教科書番号 出版社 教科書名

地歴 世探701 東京書籍 世界史探究

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

（評価方法） （評価方法） （評価方法）

レポート
視聴報告書
単位認定試験

レポート
単位認定試験

レポート
行動観察
課題プリント

○16世紀から18世紀にかけ
て，アジア諸地域に成立した諸
帝国が比較的安定した社会を
維持できたのはなぜか，また
経済的繁栄はどのようにもた
らされたのかなどについて理
解する。
○16世紀から17世紀にかけ
てヨーロッパにあらわれた新し
い国家にはどのような特徴が
あったのか，また，その形成に
はどのような要因が働いてい
たのかなどについて理解する。

・西アジアや南アジアの諸帝国，清と日本・
朝鮮などの動向を基に，アジア諸地域の特
質を構造的に理解している。
・宗教改革とヨーロッパ諸国の抗争，大西洋
三角貿易の展開，科学革命と啓蒙思想など
を基に，主権国家体制の形成と地球規模で
の交易の拡大を構造的に理解している。

・アジア諸地域の動向に関わる諸事象の背景や原因，結
果や影響，事象相互の関連，諸地域相互のつながりなど
に着目し，主題を設定し，諸資料を比較したり関連づけた
りして読み解き，諸帝国の統治の特徴，アジア諸地域の経
済と社会や文化の特色，日本の対外関係の特徴などを多
面的・多角的に考察し，表現している。
・ヨーロッパ諸地域の動向に関わる諸事象の背景や原因，
結果や影響，事象相互の関連，諸地域相互のつながりな
どに着目し，主題を設定し，諸資料を比較したり関連づけ
たりして読み解き，宗教改革の意義，大西洋両岸諸地域
の経済的連関の特徴，主権国家の特徴と経済活動との関
連，ヨーロッパ社会や文化の特色などを多面的・多角的に
考察し，表現している。

・「ユーラシア諸帝国の繁栄」の内容に対し
て，見通しをもって学習に取り組もうとして
いる。
・「主権国家体制の形成と地球規模での交
易の拡大」の内容に対して，見通しをもって
学習に取り組もうとしている。

○18世紀半ばから19世紀半
ばにかけて，欧米で産業革命
や，国民が政治の主体となる
国家を建設しようとする動き
が広がったのはなぜか，また，
このような変革は，現代までど
のような影響を与えているの
かについて理解する。

・産業革命と環大西洋革命，自由主義とナ
ショナリズム，南北戦争の展開などを基に，
国民国家と近代民主主義社会の形成を構
造的に理解している。

・大西洋両岸諸地域の動向に関わる諸事象の背景や原
因，結果や影響，事象相互の関連，諸地域相互のつながり
などに着目し，主題を設定し，諸資料を比較したり関連づ
けたりして読み解き，産業革命や環大西洋革命の意味や
意義，自由主義とナショナリズムの特徴，南北アメリカ大
陸の変容などを多面的・多角的に考察し，表現している。

・「国民国家と近代社会の形成」の内容に対
して，見通しをもって学習に取り組もうとし
ている。

○産業革命で先行したイギリ
スが19世紀半ばに自由貿易
体制を推進したのに対し，後
発のヨーロッパ諸国はどのよ
うに対応したのか，また，ヨー
ロッパ発の工業化の波はアジ
ア諸国に何をもたらしたのか
について理解する。
○アジア諸国が自国の危機を
どのように認識し，欧米列強と
対峙しながらいかに改革をす
すめたのか，また，欧米列強は
なぜアジアやアフリカなどに進
出しようとしたのかについて理
解する。

・国際的な分業体制と労働力の移動，イギリ
スを中心とした自由貿易体制，アジア諸国
の植民地化と諸改革などを基に，世界市場
の形成とアジア諸国の変容を構造的に理解
している。
・第二次産業革命と帝国主義諸国の抗争，
アジア諸国の変革などを基に，世界分割の
進展とナショナリズムの高まりを構造的に
理解している。

・世界市場の形成とアジア諸国の動向に関わる諸事象の
背景や原因，結果や影響，事象相互の関連，諸地域相互
のつながりなどに着目し，主題を設定し，諸資料を比較し
たり関連づけたりして読み解き，労働力の移動を促す要
因，イギリスの覇権の特徴，アジア諸国の変容の地域的な
特徴などを多面的・多角的に考察し，表現している。
・列強の対外進出とアジア・アフリカの動向に関わる諸事
象の背景や原因，結果や影響，事象相互の関連，諸地域
相互のつながりなどに着目し，主題を設定し，諸資料を比
較したり関連づけたりして読み解き，世界経済の構造的な
変化，列強の帝国主義政策の共通点と相違点，アジア諸
国のナショナリズムの特徴などを多面的・多角的に考察
し，表現している。

・「世界市場の形成とアジア諸国の変容」の
内容に対して，見通しをもって学習に取り組
もうとしている。
・「アジア・アフリカ諸国の統治再編と世界
分割の進行」の内容に対して，見通しをもっ
て学習に取り組もうとしている。

○第一次世界大戦は，なぜ
「世界大戦」とよばれ，それま
での戦争とどのような点にお
いて異なるのか，そして，それ
ぞれの地域において戦争の経
験はどのような意味をもった
のかなどについて理解する。
○世界恐慌は，経済や政治を
どのように変化させたのか，ま
た，そのなかで台頭したファシ
ズム国家によってひきおこされ
た第二次世界大戦の推移は，
戦後の国際秩序の再編にどの
ような影響を与えたのかにつ
いて理解する。

・第一次世界大戦とロシア革命，ヴェルサイ
ユ・ワシントン体制の形成，アメリカ合衆国
の台頭，アジア・アフリカの動向とナショナリ
ズムなどを基に，第一次世界大戦の展開と
諸地域の変容を構造的に理解している。
・世界恐慌とファシズムの動向，ヴェルサイ
ユ・ワシントン体制の動揺などを基に国際関
係の緊張と対立を構造的に理解している。

・第一次世界大戦と大戦後の諸地域の動向に関わる諸事
象の背景や原因，結果や影響，事象相互の関連，諸地域
相互のつながりなどに着目し，主題を設定し，諸資料を比
較したり関連づけたりして読み解き，第一次世界大戦後の
国際協調主義の性格，アメリカ合衆国の台頭の要因，アジ
ア・アフリカのナショナリズムの性格などを多面的・多角的
に考察し，表現している。
・世界恐慌と国際協調体制の動揺に関わる諸事象の背景
や原因，結果や影響，事象相互の関連，諸地域相互のつ
ながりなどに着目し，主題を設定し，諸資料を比較したり
関連づけたりして読み解き，世界恐慌に対する諸国家の
対応策の共通点と相違点，ファシズムの特徴，第二次世界
大戦に向かう国際関係の変化の要因などを多面的・多角
的に考察し，表現している。

・「第一次世界大戦の展開と諸地域の変容」
の内容に対して，見通しをもって学習に取り
組もうとしている。
・「国際協調体制の動揺と第二次世界大戦」
の内容に対して，見通しをもって学習に取り
組もうとしている。

○第二次世界大戦中のアジア
の戦後構想と実際のアジアの
戦後は，どのような点が連続
し，あるいは異なっていたのか
について理解する。
○冷戦のもとで，世界の平和
はどのように模索されたのか，
また，冷戦は世界に広がるな
かで，それぞれの地域でどの
ような意味をもったのかにつ
いて理解する。

・第二次世界大戦の展開と大戦後の国際秩
序，冷戦とアジア諸国の独立の始まりなど
を基に，第二次世界大戦の展開と諸地域の
変容を構造的に理解している。
・集団安全保障と冷戦の展開，アジア・アフ
リカ諸国の独立と地域連携の動き，平和共
存と多極化の進展，先進国の経済成長と南
北問題，原子力の利用などを基に，紛争解
決の取り組みと課題，格差の是正の取り組
みと課題，知識基盤社会の展開と課題を理
解している。

・第二次世界大戦と大戦後の諸地域の動向に関わる諸事
象の背景や原因，結果や影響，事象相互の関連，諸地域
相互のつながりなどに着目し，主題を設定し，諸資料を比
較したり関連づけたりして読み解き，第二次世界大戦中の
連合国による戦後構想と大戦後の国際秩序との関連，ア
ジア諸国の独立の地域的な特徴を多面的・多角的に考察
し，表現している。
・国際機構の形成と紛争，国際競争の展開と経済格差，科
学技術の高度化と知識基盤社会に関わる諸事象の歴史
的背景や原因，結果や影響，事象相互の関連，諸地域相
互のつながりなどに着目し，主題を設定し，諸資料を比較
したり関連づけたりして読み解き，国際連盟と国際連合と
の共通点と相違点，先進国による経済援助や経済の成長
が見られた地域の特徴，第二次世界大戦後の科学技術の
高度化と政治・経済・社会の変化との関連性などを多面
的・多角的に考察し，表現している。

・「第二次世界大戦と戦後の東アジア」の内
容に対して，見通しをもって学習に取り組も
うとしている。
・「冷戦の世界化と国際制度」の内容に対し
て，見通しをもって学習に取り組もうとして
いる。

○冷戦の変容にともない，アメ
リカ合衆国の経済覇権はどの
ように動揺したのか，また，そ
の後に生じた経済のグローバ
ル化は何を契機におこり，世界
経済をどのようにかえていっ
たのかについて理解する。
○21世紀に入り，地球上では
どのような問題が生じ，人類社
会はどのような課題に直面し，
それを克服しようとしているの
かについて，これまでの歴史を
ふまえ，その課題に取り組む
当事者として考える。

・冷戦の変容・終結と地域紛争の頻発，アメ
リカ合衆国の覇権の動揺，資源ナショナリ
ズムの動きと産業構造の転換，アジア・ラテ
ンアメリカ諸国の経済成長と南南問題，経
済のグローバル化，原子力の利用などを基
に，紛争解決の取り組みと課題，格差の是
正の取り組みと課題，知識基盤社会の展開
と課題を理解している。
・地域紛争の頻発，経済のグローバル化，
原子力の利用や宇宙探査などの科学技術，
医療技術・バイオテクノロジーと生命倫理，
人工知能と労働の在り方の変容，情報通信
技術の発達と知識の普及などを基に，紛争
解決の取り組みと課題，格差の是正の取り
組みと課題，知識基盤社会の展開と課題を
理解している。

・国際機構の形成と紛争，国際競争の展開と経済格差，科
学技術の高度化と知識基盤社会に関わる諸事象の歴史
的背景や原因，結果や影響，事象相互の関連，諸地域相
互のつながりなどに着目し，主題を設定し，諸資料を比較
したり関連づけたりして読み解き，冷戦下の紛争解決と冷
戦後の紛争解決との共通点と相違点，紛争と経済や社会
の変化との関連性，諸地域間の経済格差や各国内の経済
格差の特徴，経済格差と政治や社会の変化との関連性，
科学技術の高度化と政治・経済・社会の変化との関連性
などを多面的・多角的に考察し，表現している。
・国際機構の形成と紛争，国際競争の展開と経済格差，科
学技術の高度化と知識基盤社会に関わる諸事象の歴史
的背景や原因，結果や影響，事象相互の関連，諸地域相
互のつながりなどに着目し，主題を設定し，諸資料を比較
したり関連づけたりして読み解き，紛争と経済や社会の変
化との関連性，経済格差と政治や社会の変化との関連
性，現代の科学技術や文化の歴史的な特色，第二次世界
大戦後の科学技術の高度化と政治・経済・社会の変化と
の関連性などを多面的・多角的に考察し，表現している。

・「冷戦の変容・終結と経済のグローバル
化」の内容に対して，見通しをもって学習に
取り組もうとしている。
・「21世紀の地球的課題と人類社会」の内
容に対して，見通しをもって学習に取り組も
うとしている。

［評価基準］　　A：十分達成している　　　B：概ね達成している　　　C:努力を要する

第12章　ユーラシア諸帝国の繁栄
第13章　主権国家体制の形成と
             地球規模での交易の拡大

第14章　国民国家と近代社会の形成

第15章　世界市場の形成と
             アジア諸国の変容
第16章　アジア・アフリカ諸国の
             統治再編と世界分割の進行

第17章　第一次世界大戦の展開と
             諸地域の変容
第18章　国際協調体制の動揺と
            第二次世界大戦

第19章　第二次世界大戦と戦後のアジア
第20章　冷戦の世界化と国際制度

第21章　冷戦の変容・終結と
             経済のグローバル化
第22章　21世紀の地球的課題と人類社会

評価規準

科目

世界史探究b

学習内容 到達目標

評価規準



教科 教科書番号 出版社 教科書名

公民 公共 901 東京書籍 公共

科目

公共



相生学院高等学校

教科 教科書番号 出版社 教科書名

数学 数Ⅰ904 東京書籍(株) 新数学Ⅰ

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

（評価方法） （評価方法） （評価方法）

レポート
視聴報告書
単位認定試験

レポート
視聴報告書
単位認定試験

レポート
行動観察
課題プリント

各単元における用語の意
味、計算の仕組みや約束を
理解し、基本的な計算や展
開、因数分解をすることがで
きる。
１次方程式・不等式、２次方
程式・不等式の性質を理解
し、それらを解くことができ
る。

文字を使った式の表し方について理解している。
多項式の加減・減法の仕組みを理解し計算することができる。
指数法則や分配法則、乗法公式を用いて多項式を展開する
ことができる。
因数分解の公式を利用して因数分解をすることができる。
ｘ＾２の係数が1以外の多項式を因数分解することができる。
式の一部を置き換えることで多項式を展開、因数分解するこ
とができる。
平方根の意味を理解し計算や分母の有理化ができる。
有限小数、循環小数について理解できる。
等式の性質や方程式の解の意味を理解し、1次方程式と2次
方程式を解くことができる。
不等式を解くことができる。

乗法公式のつながりを考察することができる。
公式と関連させながら、式の一部を１つの文字に置き換え見
通しを持って展開や因数分解することを考察することができ
る。
身近な問題を解決するときに１次方程式や不等式を活用する
ことができる。
不等式の性質を等質の性質と対比してとらえることができる。
不等式の解き方を1次方程式の解き方と対比して捉えること
ができる。

多項式の乗法の計算方法を振り返って、工夫して式を展開し
ようとしている。
身近な問題を解決することに不等式を活用しようとしている。
不等号の意味を理解し、大小関係を表すことができる。

データの特徴をとらえやすく
するために表などに表すこと
ができ、データを整理する有
用性に気づく。
１つの値によってデータを表
すことができ、その有用性に
気づく。

データや階級，度数，階級値，度数分布表，累積度数，ヒストグラム，相対度
数，累積相対度数の定義や意味を理解している。
目的やデータに応じて，度数分布表，ヒストグラムなどに表すことができる。
データの特徴を1つの数値によって表せることを理解し，平均値，中央値，最頻
値などの代表値を求めることができる。
四分位数，四分位範囲の定義や意味を理解している。
箱ひげ図に表すことができる。
分散，標準偏差を理解し，それを求めることができる。
相関関係について理解し,2つの数量の関係を散布図や相関係数を用いて表
すことができる。

標準偏差を用いてデータの散らばり具合を考察することがで
きる。
相関関係を調べることで，複数の数量について，強い関係が
あるのはどれとどれかを判断することができる。

身近なデータを分析する過程を通して，統計的探究プロセス
を意識した問題解決の活動について理解しようとしている。

集合における用語、記号、表
し方を理解し、表現すること
ができる。
命題の真偽と判例を考える
ことができ、また、必要条件
などの意味を知り、図表示に
よる包含関係と関連づけて
理解できる。
命題の逆、対偶などについ
て理解し、論理的な思考を
養う。

部分集合，全体集合，補集合，共通部分，和集合などの集合
の表し方や用語を，図を用いて理解し，記号を使って表すこと
ができる。
命題の真偽を調べたり，偽である場合には反例を挙げたりす
ることができる。また，条件の否定を述べることができる。
必要条件や十分条件の意味や記号について理解している。
命題の逆・裏・対偶について，基礎的な知識を身に付けてい
る。

集合をベン図で表すことで，集合とその要素との関係や，集合
と集合の関係について考察することができる。

身近なものを分類することを通して，集合の概念を理解しよう
としている。

［評価基準］　　A：十分達成している　　　B：概ね達成している　　　C:努力を要する

１章　数と式

４章　データの分析

５章　集合と論証

評価規準

科目

数学Ⅰａ

学習内容 到達目標

評価規準



相生学院高等学校

教科 教科書番号 出版社 教科書名

数学 数Ⅰ904 東京書籍(株) 新数学Ⅰ

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

（評価方法） （評価方法） （評価方法）

レポート
視聴報告書
単位認定試験

レポート
視聴報告書
単位認定試験

レポート
行動観察
課題プリント

関数の概念の理解を確実に
し、グラフをかくことができ
る。
また、グラフを活用すること
のよさを認識する。

関数について理解しており、値を求めることができる。
1次関数について理解し、そのグラフをかくことができる。
2次関数について理解し、そのグラフをかくことができる。
平行移動の意味を知り、式から頂点などを読み取れる。
2次関数の最大値、最小値を求めることができる。
2次関数のグラフと2次方程式の解の関係を理解し、共有点を求めることがで
きる。
2次関数のグラフと2次不等式の解の関係を理解し、2次不等式を解くことが
できる。

y=ax^2+bx+cのグラフを、y=a(x-p)^2+qの式に変形
できる。
ともなって変化する2つの数量の関係について考察すること
ができる。
具体的な事象を数学的に捉え、2次式で表すことができる。
2次関数の最大値・最小値についてグラフを用いて考察する
ことができる。
2次関数のグラフとｘ軸の位置関係について、2次方程式の解
に対応させて考察することができる。

2次関数の係数とそのグラフの形や位置の関係について関心
を持ち、考察した結果をグラフにかくことに活用しようとしてい
る。
2次関数の値の変化に関心をもち、具体的な事象の考察に2
次関数のグラフや最大値・最大値を活用しようとしている。

相似な三角形の性質を理解
し、三角比を利用して具体的
な場面の問題を解くことで三
角比の有用性を認識する。

相似な三角形の性質を理解し、辺の長さを求めることができる。
三平方の定理を理解し、直角三角形の辺の長さを求めることができる。
サイン、コサイン、タンジェントの意味を理解し、その値を求めることができる。
三角比の表を活用して三角比の値や角度を求めることができる。
三角比の相互関係を用いて、1つの三角比から他の三角比を求めることがで
きる。
与えられた辺の長さと角の大きさから三角形の面積を求めることができる。
正弦定理、余弦定理を利用して三角形の辺の長さや角の大きさを求めること
ができる。
座標を利用して三角比を0°から180°までの角の三角比を求めることができ
る。また、鋭角で学んだことを鈍角でも利用できることを理解し、種々の問題を
解くことができる。

相似の考え方を用いて，直角三角形の辺の比を角との関係で
捉えることができる。
相似な三角形において，三角比が三角形の大きさに関係な
く，ある角に依存していることを考察することができる。
座標平面上に直角三角形を見いだすことによって，角が鈍角
の場合でも三角比の相互関係が成り立つことや180°-θの三
角比について考察することができる。

三角形の辺や角の関係から，正弦定理について考察しようと
している。
日常の事象や社会の事象の中に三角形で構成された図形を
見いだし，その図形の計量に三角比を活用しようとしている。

２章　２次関数

３章　三角比

［評価基準］　　A：十分達成している　　　B：概ね達成している　　　C:努力を要する

評価規準

科目

数学Ⅰb

学習内容 到達目標

評価規準



相生学院高等学校

教科 教科書番号 出版社 教科書名

数学 数Ⅱ717 東京書籍 新数学Ⅱ

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

（評価方法） （評価方法） （評価方法）

レポート
視聴報告書
課題プリント
単位認定試験

レポート
視聴報告書
課題プリント
単位認定試験

レポート
視聴報告書
課題プリント
単位認定試験

各単元における用語の
意味、計算の仕組みや約
束を理解し、基本的な計
算をすることができる。
また、身近な問題を解く
際にそれらを活用するこ
とができる。

３次の乗法公式や因数分解の公式を
用いて、計算することができる。
分数式の約分ができ、分数式の四則演
算をすることができる。
負の数の平方根を１次の項がない２次
方程式の解法と関連づけて理解してい
る。
複素数の相等を用いて、問題を解くこ
とができる。
虚数単位を用いて、複素数の計算をす
ることができる。
共役な複素数の性質を用いて，複素数
の除法を計算することができる。
解の公式を用いて、２次方程式を解く
ことができる。
２次方程式の解を判別することができ
る。
２次方程式の係数を基にして、解の和
と積を求めることができる。
剰余の定理を用いて、除法における余
りを求めることができる。

3次の乗法公式と因数分解の公式が成
り立つことを、実際に展開して導くこと
ができる。
二項定理を用いて、式を展開すること
ができる。
因数定理について理解し、因数定理を
用いて多項式を因数分解することがで
きる。
等式の証明について、論理的に考察す
ることができる。
２つの数の相加平均と相乗平均を求
め、大小関係を調べることができる。

パスカルの三角形に関心をもち、式の
展開の考察に活用しようとしている。
２次方程式の解の種類について、判別
式を用いて考察しようとしている。
２次方程式の係数を基にして、解の和
と積を求めることができる。また、それ
を利用して式の値を求めることができ
る。

座標や式を用いて直線
や円などの基本的な平
面図形の性質や関係を
数学的に考察し処理す
るとともに、その有用性
を認識し、いろいろな図
形の考察に活用できるよ
うにする。また、図形を、
与えられた条件を満たす
点の集合として認識する
とともに、不等式を満た
す点の集合が座標平面
上の領域を表すことを理
解する。

数直線上の２点間の距離を求めること
ができる。
数直線上の内分点・外分点の座標を求
めることができる。
平面上の２点間の距離を求めることが
できる。
直線の傾きと切片について理解してい
る。
平行・垂直な２直線の方程式の間に成
り立つ関係について理解し、それらを
用いて直線の方程式を求めることがで
きる。
与えられた条件から円の方程式を求め
ることができる。

直線の傾きと切片について理解してい
る。
平行・垂直な２直線の方程式の間に成
り立つ関係について理解し、それらを
用いて直線の方程式を求めることがで
きる。
円の方程式から円の中心の座標と半
径を求めることができる。
円と直線の共有点の座標を求めること
ができる。
不等式が表す領域を図示することがで
きる。
連立不等式が表す領域を図示すること
ができる。

三角形の重心の座標を求めることがで
きる。
円と直線の共有点の個数について、２
次方程式の判別式の符号から考察す
ることができる。

角の概念を一般角まで
拡張して、三角関数に関
する様々な性質や式とグ
ラフの関係について多面
的に考察できるようにす
る。

三角関数の定義を理解し、一般角の三
角関数の値を求めることができる。
三角関数の性質を用いて、三角関数の
値を求めることができる。
三角関数の加法定理を用いて、三角関
数の値を求めることができる。
加法定理の逆の考え方をもとにして、
三角関数の合成を導くことができる。
おうぎ形の弧の長さや面積について弧
度法を用いて考察することができる。
角の大きさについて、度数法を弧度法
で表したり、弧度法を度数法で表した
りすることができる。

一般角の三角関数の相互関係を利用
して、正弦、余弦、正接を求めることが
できる。
三角関数のグラフの性質を理解し、そ
のグラフをかくことができる。

三角関数のグラフの性質を理解し、周
期を考察することができる。

［評価基準］　　A：十分達成している　　　B：概ね達成している　　　C:努力を要する

１章　方程式・式と証明

２章　図形と方程式

３章　三角関数

評価規準

科目

数学Ⅱa

学習内容 到達目標

評価規準



相生学院高等学校

教科 教科書番号 出版社 教科書名

数学 数Ⅱ717 東京書籍 新数学Ⅱ

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

（評価方法） （評価方法） （評価方法）

レポート
視聴報告書
課題プリント
単位認定試験

レポート
視聴報告書
課題プリント
単位認定試験

レポート
視聴報告書
課題プリント
単位認定試験

角の概念を一般角まで
拡張して、三角関数に関
する様々な性質や式とグ
ラフの関係について多面
的に考察できるようにす
る。

三角関数の定義を理解し、一般角の三
角関数の値を求めることができる。
三角関数の性質を用いて、三角関数の
値を求めることができる。
三角関数の加法定理を用いて、三角関
数の値を求めることができる。
加法定理の逆の考え方をもとにして、
三角関数の合成を導くことができる。
おうぎ形の弧の長さや面積について弧
度法を用いて考察することができる。
角の大きさについて、度数法を弧度法
で表したり、弧度法を度数法で表した
りすることができる。

一般角の三角関数の相互関係を利用
して、正弦、余弦、正接を求めることが
できる。
三角関数のグラフの性質を理解し、そ
のグラフをかくことができる。

三角関数のグラフの性質を理解し、周
期を考察することができる。

指数関数・対数関数につ
いて理解し、関数の理解
を深め、それらを具体的
な事象の考察に活用で
きるようにする。

整数へ拡張した指数法則を用いて、計
算することができる。
累乗根の意味を理解し、計算すること
ができる。
有理数へ拡張した指数法則を用いて、
計算することができる。
分数を指数とする累乗について理解
し、計算することができる。
指数関数の大小を比較することができ
る。
対数の意味を理解し、対数の値を求め
ることができる。
対数関数の大小を比較することができ
る。
常用対数の意味を理解し、常用対数表
を用いて、対数の値を求めることがで
きる。

指数関数のグラフの性質を理解し、そ
の性質を利用することができる。
対数の性質を用いて対数の計算をす
ることができる。

指数関数、対数関数の難しい計算問題
に取り組むことができる。

具体的な事象の考察を
通して微分・積分の考え
方を理解し、関数の値の
変化を調べることや面積
を求めることができるよ
うにする。

関数の平均変化率を求めることができ
る。
極限値を求めることができる。
導関数計算ができる。
導関数の符号を利用して、関数の増減
を調べることができる。
関数の極大・極小の意味を理解し、極
大値・極小値を求めることができる。
不定積分の意味を理解し、不定積分を
求めることができる。
定積分の意味を理解し、定積分を求め
ることができる。

微分係数を定義に基づいて求めること
ができる。
微分係数を利用して、接線の傾きを求
めることができる。
曲線上のある点における接線の方程式
を求めることができる。
増減表を作り、関数のグラフをかくこと
ができる。
ある定義域における関数の最大値・最
小値を、増減を調べることによって求め
ることができる。
不定積分の公式を用いて、不定積分や
原始関数 F(x) を求めることができ
る。
定積分を利用して、直線や曲線で囲ま
れた図形の面積を求めることができ
る。

身近な問題を解決することに、関数の
最大・最小を活用しようとしている。
増減表を利用することができる。

３章　三角関数

４章　指数関数と対数関数

５章　微分と積分

［評価基準］　　A：十分達成している　　　B：概ね達成している　　　C:努力を要する

評価規準

科目

数学Ⅱb

学習内容 到達目標

評価規準



相生学院高等学校

教科 教科書番号 出版社 教科書名

数学 数Ⅲ７０２ 東京書籍 数学ⅢＳｔａｎｄａｒｄ

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

（評価方法） （評価方法） （評価方法）

レポート
視聴報告
単位認定試験

レポート
単位認定試験

レポート
スクーリング
行動観察

分数関数・無理関数
のグラフをかくこと
ができる。また、それ
ぞれの関数のグラフ
の特徴を理解する。

それぞれのグラフをかくことができる。
グラフの特徴を理解し、そのグラフを利
用して不等式のxの値の範囲を求める
ことができる。

具体的なグラフをかき、その特徴を考
察することができる。

具体的なグラフをかき、その特徴を考
えようとしている。

逆関数の意味を理
解し、それを求める
ことや、関数のグラ
フからそ逆関数のグ
ラフをかくことがで
きる。合成関数の意
味を理解し、２つの
関数の合成関数を
求めることができ
る。

逆関数の意味を理解し、関数の逆関数
を求めることや、関数のグラフから逆関
数のグラフをかくことができる。合成関
数の意味を理解し、２つの関数の合成
関数を求めることができる。

関数のグラフとその関数の逆関数のグ
ラフをかき、位置関係を考察することが
できる。

関数のグラフとその関数の逆関数のグ
ラフをかき、位置関係を考えようとして
いる。

数列の収束、発散と
数列の極限の基本
的な性質について
理解し、数列の極限
を求めることができ
る。

数列の収束、発散と数列の極限の基本
的な性質について理解し、数列の極限
を求めることができる。

数列の第ｎ項を変形して、その収束と
極限値について考察することができる。

数列の第ｎ項を変形して、その収束と
極限値について考えようとしている。

無限等比数列が収
束する条件を理解
し、そのことを用い
て数列の極限を調
べることができる。

無限等比数列が収束する条件を理解
し、そのことを用いて数列の極限を調
べることができる。

場合分けを用いて、数列の収束と極限
について考察することができる。

無限級数について
理解し、その収束、
発散を調べたり、無
限級数が収束する
とき、その和を求め
たり、無限等比数列
が収束する条件を
理解し、その和を求
めたりすることがで
きる。

無限級数について理解し、その収束、
発散を調べたり、無限級数が収束する
とき、その和を求めたり、無限等比数列
が収束する条件を理解し、その和を求
めたりすることができる。

極限値と四則の性質を用いて、無限級
数の和を考察することができる。

極限値と四則の性質を用いて、無限級
数の和を考えようとしている。

指数関数、対数関
数、三角関数などの
極限を調べることが
できる。

指数関数、対数関数、三角関数などの
極限を調べることができる。

グラフを用いて関数の極限を考察こと
ができる。

グラフを用いて関数の極限を考えよう
としている。

導関数の定義にし
たがって、基本的な
関数の導関数を求
めることができる。
また、導関数の基本
的な性質を理解す
る。

導関数の定義にしたがって、基本的な
関数の導関数を求めることができる。

関数の微分可能性と連続性について考
察することができる。

積・商の導関数につ
いて理解し、それら
を用いていろいろな
関数の導関数を求
めることができる。
また、ｎが整数のと
き、公式を導けるこ
とを学ぶ。

積・商の導関数について理解し、それら
を用いていろいろな関数の導関数を求
めることができる。

積の微分を用いて、商の導関数につい
て考察することができる。
整数ｎのとき、公式が成り立つことを考
察することができる。

整数ｎのとき、公式が成り立つことを考
察することができる。

合成関数の微分法
及び逆関数の微分
法について理解し、
それらを用いていろ
いろな関数の導関
数を求めることがで
きる。また、ｒが有理
数のとき、公式が成
り立つことを理解す
る。

合成関数の微分法及び逆関数の微分
法を用いて、いろいろな関数の導関数
を求めることができる。

ｒが有理数のとき、公式が成り立つこと
を考察することができる。

ｒが有理数のとき、公式が成り立つこと
を考えようとしている。

いろいろな関数と極限

導関数

合成関数の微分法

積・商の微分法

［評価基準］　　A：十分達成している　　　B：概ね達成している　　　C:努力を要する

分数関数・無理関数とそのグラフ

逆関数と合成関数

数列の極限

無限等比数列

無限級数

評価規準

科目

数学Ⅲａ

学習内容 到達目標

評価規準



相生学院高等学校

教科 教科書番号 出版社 教科書名

数学 数Ⅲ７０２ 東京書籍 数学ⅢＳｔａｎｄａｒｄ

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

（評価方法） （評価方法） （評価方法）

レポート
視聴報告
単位認定試験

レポート
単位認定試験

レポート
スクーリング
行動観察

平均値の定理につ
いて理解し、平均値
の定理に基づいて
関数の増減に関す
る性質を証明するこ
とができる。また、関
数の増減を調べた
り、関数の値の変化
を調べて、極値を求
めたりすることがで
きる。

関数の増減を調べたり、関数の値の変
化を調べて、極値を求めたりすること
ができる。

平均値の定理について考察したり、平
均値の定理に基づいて関数の増減に
関する性質を証明することができる。

曲線の凹凸に関す
る性質を理解する。
また、これまでに学
習したことを用いて
いろいろな関数のグ
ラフの概形をかくこ
とができる。

これまで学習したことを総合していろ
いろな関数のグラフの概形をかくこと
ができる。

曲線の形を調べるために、第２次導関
数が有用である理由を説明することが
できる。

曲線の形を調べるために、第２次導関
数が有用である理由を説明しようとし
ている。

不定積分の基本的
な性質や公式を理
解し、基本的な関数
の不定積分を求め
ることができる。

不定積分の基本的な性質や公式を理
解し、基本的な関数の不定積分を求め
ることができる。

合成関数の微分法から、不定積分を推
測することができる。

合成関数の微分法から、不定積分を推
測しようとしている。

置換積分法につい
て理解する。また、
この方法により不定
積分を求めることが
できる。

置換積分法を利用し、不定積分を求め
ることができる。

置換積分法を利用して、三角関数の不
定積分について考察するができる。

置換積分法を利用して、三角関数の不
定積分について考えようとしている。

部分積分法につい
て理解する。また、
この方法により不定
積分を求めることが
できる。

部分積分法を利用し、不定積分を求め
ることができる。

積の微分法から、不定積分を推測する
ことができる。また、部分積分法につい
て考察することができる。

積の微分法から、不定積分を推測しよ
うとしている。また、部分積分法につい
て考えようとしている。

いろいろな関数の
定積分の値を求め
ることができる。

いろいろな関数の定積分の値を計算す
ることができる。

定積分について、グラフを利用して考
察することができる。

いろいろな曲線で
囲まれた図形の面
積の求め方を理解
する。また、その値
を求めることができ
る。

いろいろな曲線で囲まれた図形の面積
を求めることができる。

ｙの値の範囲を用いた面積の求め方に
ついて、いろいろな視点で考察するこ
とができる。

ｙの値の範囲を用いた面積の求め方に
ついて、いろいろな視点で考えようして
いる。

評価規準

科目

数学Ⅲｂ

学習内容 到達目標

評価規準

［評価基準］　　A：十分達成している　　　B：概ね達成している　　　C:努力を要する

関数の増減

第２次導関数とグラフ

不定積分

置換積分法

部分積分法

定積分

面積



相生学院高等学校

科目 教科書番号 出版社 教科書名

数学A 数A905,906 東京書籍 「改訂版　新数学A」 , 「改訂版　新数学A 解答編」

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

（評価方法） （評価方法） （評価方法）

レポート
視聴報告書
授業プリント・単位認定試験

レポート
授業プリント・単位認定試験

レポート
行動観察
授業プリント・単位認定試験

1節
場合の数

　集合・要素の個数・樹形図・和
の法則・積の法則・順列・組合
せを理解し、場合の数を求めら
れるようにする。

　集合の表し方・要素の個数・樹形図・
和と積の法則・順列・重複順列・円順
列・組合せの総数を求められる。

　順列の式、あるいは順列と組合せを対
比して考察する。
　順列・組合せを利用して場合の数を求
める。

　順列・組合せの考え方を利用して、場
合の数を求めようとしている。

2節
確率

　試行・事象・確率の意味・余事
象・独立な試行・反復試行を理
解し、加法定理・乗法定理を活
用して、期待値まで求められる
ようにする。

　基本の確率・排反事象の確率・余事象
の確率・独立試行の確率・反復試行の
確率・条件つき確率・期待値を求められ
る。

　確率の性質から起こりやすさを判断で
きる。
　条件つき確率や乗法定理を考察でき
る。
　期待値を意思決定に利用できる。

　確率の性質を振り返り、判断しようと
している。
　条件つき確率や乗法定理を考察しよ
うとしている。
　期待値を意思決定に利用しようとして
いる。

1節
平面図形の基
礎

　平行線と角・多角形・三角形
の合同・相似・作図など平面図
形の基本性質を理解し、目的に
合った図形を作図できるように
する。

　平行線と角・多角形の内角と外角・三
角形の合同と相似を理解し、角の大きさ
を求められる。
　垂直二等分線・垂線・角の二等分線を
作図できる。
　平行線やいろいろな大きさの角を作
図できる。

　完成した作図をみて、手順を説明でき
る。

　作図の手順を説明しようとしている。

2節
三角形の性質

　三角形の比・中点連結定理・
重心・外心・内心、あるいは角の
二等分線などを理解して、角の
大きさや線分の長さを求められ
るようにする。

　三角形の比・中点連結定理・重心・外
心・内心の性質を利用して、線分の長さ
や角の大きさを求められる。
　三角形の角の二等分線と線分比に関
する定理を用いて、線分の長さを求め
られる。

　中点連結定理を利用して、線分を3等
分する作図について、考察できる。
　角の二等分線と線分の比の性質を利
用して、線分を与えられた比に内分する
作図について、考察できる。

　中点連結定理や角の二等分線を利用
した作図について、考察しようとしてい
る。

3節
円の性質

　円の接線・円周角・円に内接
する四角形・接線と弦のつくる
角・方べきの定理・2つの円の位
置関係を理解して、利用できる
ようにする。

　円の接線の性質・方べきの定理を用
いて、線分の長さを求められる。
　円周角の定理・円に内接する四角形・
接線と弦のつくる角の定理を用いて、角
の大きさを求められる。

　円周角の定理の逆を用いて、4点が同
一円周上にあるかどうかを判断できる。
　内接条件を用いて、四角形が円に内
接するかどうかを判断できる。
　方べきの定理を考察できる。
　2つの円の位置関係から、中心間距離
を考察できる。

　方べきの定理について、考察しようと
している。

4節
空間図形

　直線と平面の位置関係や多面
体の性質を理解し、空間図形に
対する見方を豊かにする。

　直線と平面の位置関係を理解してい
る。
　多面体・正多面体を理解している。

　平面を決定する条件や、正多面体同
士の関係について考察できる。

1節
数や位置を表
す

　記数法・進法・座標など数や位
置の表し方を理解し、活用でき
るようにする。

　記数法・10進法と2進法の変換や、計
算・平面と空間の座標の表し方を理解
している。

　日常の例から、座標の表し方を考察で
きる。

　空間内の点の位置の表し方を考察し
ようとしている。

2節
数のつくりを
調べる

　整数の基本的概念（約数・倍
数・素因数分解・ユークリッドの
互除法）を理解する。

　約数・倍数を求めたり、素因数分解で
きる。
　素因数分解を利用して、最大公約数・
最小公倍数を求められる。
　ユークリッド互除法で、最大公約数を
求められる。

　ユークリッド互除法で、最大公約数が
求められる理由を考察できる。

3節
はかる

　長さ・面積・体積・重さ・時間な
どの単位を調べたり、測量の考
え方を理解できる。

　長さ・面積・体積・重さの単位を変換で
きる。
　古代の時計や暦(うるう年)について理
解している。

　タレスによる、ピラミッドの高さの測量
について考察できる。
　うるう年を決めた理由を考察できる。

　図形の性質や三角比を用いた測量方
法について、考察しようとしている。
　重さの単位の漢字表記について、調べ
ようとしている。

4節
数学で遊ぶ

　パズルや謎解き、和算の問題
を通して、数学の面白さや人間
の営みが紡いできた文化につ
いて、関心を深める。

　魔方陣の問題を解ける。 　魔方陣のしくみを考察できる。
　図形パズルの不思議を解明できる。
　規則性を見つけてハノイの塔の問題
を考察できる。
　論理的に考えて帽子の色を推察でき
る。
　塵劫記の問題を考察できる。

　各種パズルやゲームなどを、筋道立て
て考えようとしている。
　数学を応用して、論理的に考えようと
している。
　数学と人間活動の関わりについて、認
識を深めようとしている。

1章　場合の数と確率

2章　図形の性質

3章　数学と人間の活動

［評価基準］　　A：十分達成している　　　B：概ね達成している　　　C:努力を要する

評価規準

学習内容 到達目標

評価規準

数学

教科



相生学院高等学校

教科 教科書番号 出版社 教科書名

数学 数B702 東京書籍 数学B Standard

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

（評価方法） （評価方法） （評価方法）

レポート
視聴報告書
課題プリント
単位認定試験

レポート
視聴報告書
課題プリント
単位認定試験

レポート
視聴報告書
課題プリント
単位認定試験

数列の概念及び数列につ
いての基本的な用語の意
味を理解する。
等差数列、等比数列などの
一般項を求めることができ
る。
Σの意味と性質を理解し、
和を求めることができる。
階差数列や群数列などの複
雑な数列の一般項や和を
求めたりすることができる。
数学的帰納法について理
解し，等式などの証明に利
用できる。

一般項から数列の各項を求めたり，数
列の各項から一般項を求めたりするこ
とができる。
等差数列、等比数列についての基本的
な用語を理解し，初項と公差から一般
項や和を求めることができる。
Σの公式を利用して，与えられた和を
求めることができる。
階差数列についての基本的な性質を利
用して，数列の一般項を求めることが
できる。
漸化式の基本的な性質を理解し，漸化
式から具体的な項の値を求めることが
できる。

等差数列の初項から第n項までの和の
求め方について考察することができる。
Σを用いて表された数列の和を記号を
用いずに表現したり，数列の和をΣを
用いて表現したりすることができる。
階差数列の和を利用して，数列の一般
項を考察することができる。
数学的帰納法を用いて，整数の性質や
等式，不等式を証明することができる。

等比数列の初項から第n項までの和の
求め方について，具体的に考えようとし
ている。
階差数列の和を利用して，数列の一般
項を考えようとしている。
与えられた漸化式を，どのように変形す
ればよいかを考えようとしている。

確率変数，確率分布の意味
を理解し，確率分布を求め
ることができる。また，確率
変数の平均と分散の意味を
理解し，確率変数Xの平均
（期待値）や分散，標準偏差
を求めることができる。
確率変数aX＋bの平均や
分散，標準偏差について理
解し，それらを求めることが
できる。

確率変数や確率分布の意味を理解し，
確率分布を求めることができる。
確率変数Xの平均（期待値）や分散，標
準偏差を求めることができる。
確率変数aX＋bの平均や分散，標準
偏差の性質を用いて，平均や分散など
を求めることができる。
二項分布の確率や分散，標準偏差を求
めることができる。

独立である確率変数X，Yの積XYの平
均と，X，Yの平均にどのような関係が
あるかを考察することができる。
二項分布の次数や確率の値をいろいろ
変えることで，確率変数の平均や分散
はどのように変化するかを説明すること
ができる。

Xの1次式で表される確率変数につい
て，分散や標準偏差がどのように表さ
れるかを考えようとしている。
独立である確率変数X，Yの積XYの平
均と，X，Yの平均にどのような関係が
あるかを考えようとしている。

事象の特徴を捉え，数学的
に表現した数学的モデルの
考え方について理解する。
日常生活や社会生活などの
様々な問題場面に潜む変
量間の関係を見いだす関
数モデルについて理解す
る。
身の回りで起こる不確実な
要素を含む現象を確率を
用いて表現する確率モデル
について理解する。

ある仮定に基づく数学的モデルを用い
て，ポップコーンを買うまでの待ち時間
を求めることができる。
フレッシュジュースの販売数と日ごとの
最高気温を変量として関数モデルを考
え，回帰直線を使って販売数を予測す
ることができる。
貸し出した自転車がそれぞれのポート
にどのような確率で返却されるかを，実
験データをもとに確率モデルをつくって
求めることができる。

ある仮定に基づく数学的モデルを用い
て，ポップコーンを買うまでの待ち時間
について考察することができる。
フレッシュジュースの販売数について，
過去の販売数と日ごとの最高気温を変
量とした関数モデルを用いて考察する
ことができる。
貸し出した自転車がそれぞれのポート
にどのような割合で返却されるかという
実験データをもとにした確率モデルを
用いて，それぞれのポートに何台の自
転車を設置すればよいかを考察するこ
とができる。

ある仮定に基づく数学的モデルを用い
て，ポップコーンを買うまでの待ち時間
について考えようとしている。
フレッシュジュースの販売数について，
過去の販売数と日ごとの最高気温を変
量とした関数モデルを用いて考えようと
している。
貸し出した自転車が各ポートにどのよう
な割合で返却されるかという実験デー
タをもとにした確率モデルを用いて，そ
れぞれのポートに何台の自転車を設置
すればよいかを考えようとしている。

［評価基準］　　A：十分達成している　　　B：概ね達成している　　　C:努力を要する

1章　数列

2章　統計的な推測

3章　数学と社会生活

評価規準

科目

数学B

学習内容 到達目標

評価規準



相生学院高等学校

教科 教科書番号 出版社 教科書名

数学 数C702 東京書籍 数学C Standard

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

（評価方法） （評価方法） （評価方法）

レポート
視聴報告書
課題プリント
単位認定試験

レポート
視聴報告書
課題プリント
単位認定試験

レポート
視聴報告書
課題プリント
単位認定試験

平面上や空間におけるベクト
ルを図示する活動などを通し
て，ベクトルの意味，相等，和，
差，実数倍，ベクトルの平行及
び単位ベクトルについて理解
する。
成分表示を利用してベクトル
の大きさを求めることやベクト
ルの演算や平行・分解などに
ついての理解を深める。
2つのベクトルのなす角や成
分表示に関連付けて，ベクト
ルの内積の意味やその基本的
な性質について理解し，それ
らの性質を用いてベクトルの
なす角や大きさなどを求める
ことができる。
位置ベクトルについて理解し，
ベクトルの演算や成分表示，
内積の基本的な性質などを用
いて，図形の性質を見いだし
たり，多面的に考察したりする
ことができる。

ベクトルの成分表示について理解し，そ
れを用いてベクトルの大きさを求めた
り，ベクトルの演算を行ったりすること
ができる。
ベクトルの内積の定義について理解し，
図形と関連付けたり成分を用いたりし
て内積の値を求めることができる。
ベクトル方程式の概念について理解し，
直線のベクトル方程式を求めることが
できる。
平面上のベクトルの考えを空間に拡張
して，空間ベクトルの概念やその基本
的な演算法則について理解している。

ベクトルの演算について，実数の演算
法則と関連付けてその類似性について
考察したり，ベクトルの演算法則が成り
立つことを表現したりすることができ
る。
平面上のベクトルの基本ベクトル表示
と関連付けて，成分表示されたベクトル
の演算とその法則について考察するこ
とができる。
線分の内分点や外分点の位置ベクトル
について，ベクトルの基本的な性質を利
用して考察することができる。
ベクトルの基本的な性質を用いて，異
なる2点を通る直線のベクトル方程式
について考察することができる。

ベクトルの演算について，実数の演算
法則と関連付けてその類似性について
考察しようとしたり，ベクトルの演算法
則が成り立つことを表現しようとしたり
している。
線分の内分点の位置ベクトルについ
て，ベクトルの基本的な性質を利用して
考察しようとしている。
平面ベクトルの演算法則と対比して，成
分表示された空間ベクトルの演算につ
いて考察しようとしている。

放物線，楕円，双曲線の定義
とその方程式について，条件
を満たす点の軌跡の考え方を
用いて考察し，それらの曲線
の基本的な性質について理解
する。
2次曲線と直線の共有点につ
いて，2次方程式の実数解の
考え方を用いて考察すること
ができる。また，2次方程式の
判別式を用いて，2次曲線と
直線の共有点の個数を求め
たり，2次曲線の接線の方程
式を求めたりすることができ
る。
直交座標と極座標の関係及び
極方程式について理解する。
また，直交座標で表された図
形の方程式を極方程式で表
すことができる。

放物線，楕円，双曲線について，それら
の方程式を定義に基づいて軌跡の焦
点や頂点，準線，漸近線といったそれら
の図形的な特徴と，それらの方程式の
関係について理解している。また，これ
らの曲線がいずれも x と y の2次方
程式で表されることを理解している。
曲線の媒介変数表示について理解して
いる。また，媒介変数表示された曲線の
方程式を求めたり，2次曲線を媒介変
数表示したりすることができる。
直交座標と極座標の関係について理解
している。また，平面上の曲線の極方程
式と直交座標の方程式を相互に変換す
ることができる。

2次曲線と直線の共有点の個数や接線
について，2次方程式の判別式を利用
して考察することができる。

2次曲線と直線の共有点の個数や接線
について，2次方程式の判別式を利用
して考察しようとしている。

複素数平面上の点が複素数
を表していることを理解する。
また，複素数の実数倍や，和と
差が複素数平面上でどのよう
に表されるかを理解する。
複素数の極形式を理解し，
a+bi の形の複素数を極形式
で表すことができる。また，複
素数の積・商と複素数平面上
の回転移動との関係を理解す
る。

複素数平面上の各点が複素数を表し
ていることを理解している。
複素数の実数倍や，和や差の図形的な
意味を理解している。
複素数の積と回転の性質について理解
し，それを利用して複素数平面上の点
と点の位置関係を調べたり，原点を中
心として回転移動させた点を表す複素
数を求めたりすることができる。
ド・モアブルの定理を利用して任意の複
素数の累乗を計算したり，方程式
z^n=α の解を求めたりすることがで
きる。

複素数の和や差を，平面上の点の平行
移動と関連付けて考察し，それらの演
算の意味を考察することができる。
複素数の積や商の図形的な意味につ
いて，z=1+i の累乗の複素数平面上
での位置を通して考察することができ
る。

複素数の和や差を，平面上の点の平行
移動と関連付けて考察したり，それらの
演算の意味を考察したりしようとしてい
る。
複素数の和や積の図形的な意味を利
用して，複素数平面上の図形の平行移
動や回転移動について考察しようとし
ている。

［評価基準］　　A：十分達成している　　　B：概ね達成している　　　C:努力を要する

1章　ベクトル

2章　平面上の曲線

3章　複素数平面

評価規準

科目

数学C

学習内容 到達目標

評価規準



相生学院高等学校

教科 教科書番号 出版社 教科書名

理科 科人705 第一学習社 高等学校　科学と人間生活

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

（評価方法） （評価方法） （評価方法）

レポート
単位認定試験

レポート
単位認定試験

レポート
視聴報告書
行動観察
課題プリント

情報伝達技術・エ
ネルギー資源活
用・交通手段・医
療技術などの科学
技術の発展が、今
日の人間生活に対
してどのように貢
献してきたかにつ
いて理解する。

・医療の発展に貢献した多くの科学者の
業績と，人間生活に対する貢献について
の過程を理解している。

・印刷技術の発展から，電話の発明，電磁波を
利用した無線通信の開発，テレビの開発，イン
ターネットなど,情報伝達技術が開発された過
程について説明できる。
・AIやIoTなど科学技術の発展に伴って表現さ
れるようになった略称について,その意味と開
発された過程を科学的に思考できる。
・蒸気機関や内燃機関などの科学技術の進展
から人間生活が劇的に変化した過程,および交
通手段の発達の過程やそれを実現した科学者
の業績について説明できる。

・メディア教材を通して，主体的に
理解しようとする。

身近な繊維の分類
とその製法、食品
中の主要栄養素に
ついて理解を深め
る。

・身のまわりにある繊維について,繊維の
種類と性質，用途について理解してい
る。
・炭水化物の分類と構造，性質とはたら
きを理解している。
・タンパク質の構造や性質，はたらきを
理解している。
・脂質の構造やはたらきを理解してい
る。
・無機塩類やビタミンの役割を理解して
いる。

・天然繊維の化学的性質の違いや構造上の特
徴から，用途の違いについて考察することがで
きる。
・化学繊維の種類，性質と構造の違いから,用
途について理解している。
・食物中の栄養素と，それが体内に取りこまれ
る過程および体内におけるはたらきについて
表現できる。

・無機塩類やビタミンの役割に興味
を抱き，活用事例について主体的
に思考しようとする。
・メディア教材を通して，主体的に
理解しようとする。

微生物の働きを、
食品や医療など人
間生活と関連付け
て幅広く理解す
る。

・身のまわりには多様な微生物が存在す
ることを理解している。
・自然界のどのような場所にどのような
微生物が生息しているか，どのような役
割を果たしているかを理解している。
・生態系内の微生物のはたらきと役割に
ついて理解している。
・発酵と腐敗の違い，発酵が人間生活に
役立ってきた歴史，食品の製造への利
用について理解している。

・微生物の発見の科学的な経緯とその人物に
ついて説明できる。
・微生物が，抗生物質やワクチンの製造に利用
されることを過去の研究者の業績を通して説
明できる。
・微生物の利用の広がりについて論理的に考
察できる。

・実験に積極的に参加し，実験結果
から主体的に考察することができ
る。
・発酵食品に対して興味を抱き，発
酵の現象や，発酵の応用について
主体的に理解しようとする。
・日常生活への微生物の応用に興
味をもち，医薬品への利用や，これ
からの微生物の利用について主体
的に思考しようとする。
・メディア教材を通して，主体的に
理解しようとする。

熱の性質、エネル
ギーの変換や有効
利用について、日
常生活に関連付け
て理解を深める。

・セルシウス温度と絶対温度の違いにつ
いて理解している。
・エネルギーの移り変わりとエネルギー
の保存について理解している。

・物体の熱量や熱容量を計算することができ
る。
・熱伝導，対流，熱放射，および状態変化と熱
について説明することができる。
・仕事と熱，電流と熱の関係についてそれぞれ
説明できる。
・ジュールの法則の式から，電力量や電力を求
めることができる。
・エネルギー資源の有効活用について,可逆変
化と不可逆変化，熱機関，熱効率，永久機関に
ついて説明できる。

・身近で体感する温度に大いに興
味をもち，熱量の保存や比熱，熱の
伝わり方などの，熱の性質につい
て主体的に理解しようとする。
・エネルギー資源に関心を抱き，身
の回りの省エネルギーの試みや，
代替エネルギーの開発に関する知
識を主体的に理解しようとする。
・メディア教材を通して，主体的に
理解しようとする。

地震活動や火山
活動を、身近な自
然景観の成り立ち
と自然災害に関連
付けて、理解を深
める。

・日本列島と，その付近のプレートの動き
を理解している。
・気象災害と防災について理解してい
る。

・日本列島の多様な景観は，地球内部のエネ
ルギーと太陽放射のエネルギーの作用で形成
されたものであることを考察できる。
・日本の火山活動や火山災害について論理的
に判断できる。
・マグマの性質や噴火の様式によって火山の
形が決まることを論理的に説明できる。
・日本列島の地震活動と地震の発生のしくみ
について論理的に判断できる。
・河川や海水のはたらきによって多様な景観が
できることを考察できる。
・気象災害と防災について説明できる。

・地震に関心をもち，地震の発生す
るしくみを主体的に理解しようとす
る。
・火山災害や地震災害，気象災害
に関心を抱き，これらのおこるしく
みや防災について主体的に理解し
ようとする。
・メディア教材を通して，主体的に
理解しようとする。

課題の設定と研
究・発表の進め方
について理解を深
め、これからの科
学と、人間生活と
の関わり方につい
て認識を深める。

・新機能を備えたプラスチックや繊維に
ついて理解している。

・具体的な課題の研究・調査を始めるにあたっ
て，課題の設定から研究計画の立案，研究の
実施，およびレポートの作成，プレゼンテーショ
ンまでの展開を説明できる。
・プレゼンテーションソフトを活用するための留
意点について説明できる。
・発酵食品における微生物の利用について説
明できる。
・実験上の注意事項について応急処置方法を
説明できる。

・インターネットや文献などを主体
的に活用し,人工衛星とその活用事
例を主体的に理解しようとする。
・メディア教材を通して，主体的に
理解しようとする。

［評価基準］　　A：十分達成している　　　B：概ね達成している　　　C:努力を要する

序章　科学技術の発展

第Ⅰ章　物質の科学
　第2節　衣料と食品

第Ⅱ章　生命の科学
　第2節　微生物とその利用

第Ⅲ章　熱や光の科学
　第1節　熱の性質とその利用

第Ⅳ章　地球や宇宙の科学
　第1節　自然景観と自然災害

第Ⅴ章　これからの科学と人間生活

評価規準

科目

科学と人間生活

学習内容 到達目標

評価規準



相生学院高等学校

教科 教科書番号 出版社 教科書名

理科 物基902 東京書籍 改訂 新編物理基礎

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

（評価方法） （評価方法） （評価方法）

レポート
課題プリント
単位認定試験

レポート
課題プリント
単位認定試験

レポート
視聴報告書
行動観察
課題プリント
単位認定試験

物理量の測定と扱
い方，運動の表し
方，直線運動の加
速度について基礎
的基本的事項を理
解する。

・速さと速度，距離と変位の違いを理解
し，使い分けることができる。
・合成速度と相対速度について理解し
ている。
・等加速度運動について，基本公式と
x-tグラフ，v-tグラフを理解している。
・等加速度運動の一部として落下運動
を理解している。

・合成速度と相対速度について，和や
差の求め方を説明することができる。
・等加速度運動について，基本公式と
x-tグラフ，v-tグラフを使い，相互に結
びつけ、運動を説明することができる。
また，代入計算ができる。
・落下運動について運動を垂直な２方
向に分け、それぞれ分析することができ
る。

・すれ違う列車の運動の錯覚を相対速
度の考え方を使って主体的に自分の言
葉で説明することができる。。
・水平投射など鉛直平面内の運動を２
方向に分解して自分の言葉で主体的に
説明することができる。
・等加速度直線運動について，実験を
通じて主体的に理解しようとする。
・メディア教材を通して，主体的に理解
しようとする。

さまざまな力，力の
つり合い，運動の法
則，摩擦力について
基礎的基本的事項
を理解する。

・力の3要素を理解している。
・代表的な力について名称と力の性質
を理解している。
・フックの法則を理解し，式を活用する
ことができる。
・静止摩擦力、最大静止摩擦力、動摩
擦力について理解している。

・様々な場面で物体にはどのような力
がはたらいているか判断することがで
きる。
・力の分力,合力を正しく作図し,説明す
ることができる。
・運動方程式を正しく立式し，加速度な
どを求めることができる。
・3つの摩擦力について，違いを理解
し，具体的な場面でどの摩擦力がはた
らくのかを判断し，その大きさを求める
ことができる。

・空気抵抗について、主体的に自分の
言葉で説明することができる。
・メディア教材を通して，主体的に理解
しようとする。

力学的エネルギー
についての観察，実
験などを通して，運
動エネルギーと位置
エネルギー，力学的
エネルギーの保存
について理解する。

・仕事の定義を正しく理解している。
・仕事率の意味からその定義を考える
ことができる。
・運動エネルギー、重力による位置エネ
ルギー、ばねの弾性力による位置エネ
ルギーの表し方が理解できる。
・エネルギー保存則について理解して
いる。

・力の向きと移動方向が異なるときの仕
事について説明することができる。
・運動エネルギーと仕事の関係を説明
することができる。
・運動エネルギー、重力による位置エネ
ルギー、ばねの弾性力による位置エネ
ルギーについて説明し,立式することが
できる。。
・力学的エネルギー保存則について説
明し，立式することができる。

・摩擦力等により，力学的エネルギー保
存則が成り立たない場合、エネルギー
の行方について主体的に調べ、説明す
ることができる。
・位置エネルギーと運動エネルギーにつ
いて実験を通じて主体的に理解しよう
とする。
・メディア教材を通して，主体的に理解
しようとする。

熱と温度，熱の利用
について日常生活
と関連性を持たせて
理解する。

・温度は分子や原子の熱運動がもとに
なっていることを理解している。
・絶対温度の意味と利点を理解してい
る。
・絶対温度とセルシウス温度の相互変
換ができる。
・熱平衡，熱運動と状態変化,熱量の保
存について理解している。

・さまざまな温度変化について，熱容
量，比熱容量の定義を正しく理解し，立
式し，算出することができる。
・熱量保存則が説明できて，比熱容量
を求めることができる。
・水の状態変化と熱運動について，説
明することができる。

・内部エネルギーの増加方法について
主体的に調べ、説明することができる。
・熱力学の第1法則を主体的に調べ、説
明することができる。
・メディア教材を通して，主体的に理解
しようとする。

波の性質，音と振動
について日常生活
と関連性を持たせて
理解する。

・波の伝わり方について理解している。
・波の基本式を理解している。
・振動数と周期の対応を理解している。
・音波について理解している。

・y-xグラフから波の動きをイメージす
ることができる。また、波の要素を読み
取ることができる。
・y-xグラフ、y-tグラフの意味と読み取
りができる。
・波の重ね合わせの原理を説明し，定
在波などの変位を求めることができる。

・波の重ね合わせの原理を使って、ノイ
ズキャンセルの仕組みについて主体的
に調べ、説明することができる。
・波の反射について主体的に調べ、説
明することができる。
・メディア教材を通して，主体的に理解
しようとする。

物質と電気抵抗，電
気の利用、さまざま
なエネルギーの特
性や利用，放射線の
種類や性質，放射
性物質の基本的な
性質について理解
する。

・静電気と電流について理解している。
・電流，電圧と電気抵抗について理解し
ている。
・不導体，半導体について理解してい
る。
・電磁誘導で用いる用語と，具体的な
電磁誘導の例から誘導電流の向きや
大きさを答えることができる。

・複雑な回路における電流と電圧，合成
抵抗について説明し，算出することが
できる。
・電力と電力量，ジュールの法則につい
て説明し，立式することができる。

・放射性物質，電磁波の種類と利用例
を主体的に調べ、説明することができ
る。
・いろいろなエネルギーについて主体
的調べ、説明することができる。
・身近なエネルギーの特性や活用に大
いに興味をもち，主体的に理解しようと
する。
・メディア教材を通して，主体的に理解
しようとする。

［評価基準］　　A：十分達成している　　　B：概ね達成している　　　C:努力を要する

１編　物体の運動とエネルギー
　１章　直線運動の世界

１編　物体の運動とエネルギー
　２章　力と運動の法則

１編　物体の運動とエネルギー
　３章　力学的エネルギー

２編　さまざまな物理現象とエネルギー
　１章　熱

２編　さまざまな物理現象とエネルギー
　２章　波

２編　さまざまな物理現象とエネルギー
　３章　電気
　４章　エネルギーとその利用
　終章　物理学が拓く世界

評価規準

科目

物理基礎

学習内容 到達目標

評価規準



相生学院高等学校

教科 教科書番号 出版社 教科書名

理科 化基712 第一学習社 高等学校　新化学基礎

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

（評価方法） （評価方法） （評価方法）

レポート
視聴報告書
単位認定試験

レポート
単位認定試験

レポート
行動観察
課題プリント

化学と人間生活との
かかわりについて関
心を高め，身の回り
のものと関連させ物
質を探究する方法、
基礎知識を身に付
けさせる。

身近な物質を取り上げ、単体や化合物
について理解させる。

身近な物質を取り上げ、混合物から純
物質を分離したり、生成したりする実験
を取り上げ、実験における基本操作と物
質を探求する方法を説明できる。
物質の分離・精製と関連付けて、実証
性、再現性、客観性などに触れて、考え
ることができる。

元素の周期律及び原子の電子配置と
周期症の族や周期との関係性を学習で
きている。

原子の構造及び電
子配置と周期律との
関係を理解させる。

物質の分離や精製の実験を通じ、実験
における基本操作と物質を探求する方
法を理解している。

原子の構造及び陽子、中性子、電子の
性質を説明できる。
元素の周期律及び原子の電子配置と
周期表の族や周期との関係性について
説明できる。

原子の構造及び陽子、中性子、電子の
性

質について学習できている。
原子番号、質量数及び同位体について

学習できている。

原子の構造及び化
学結合の関係を理
解させる。
物質の性質につい
て観察などを通して
探究し，化学結合と
物質の性質との関
係を理解させ，物質
について微視的な
見方ができるように
する。

イオンの生成を電子配置と関連付けて
理解している。またイオンケチ号及びイ
オン結合でできた物質を理解している。
物質量と粒子数、質量、気体の体積と
の関係について理解している。
化学反応に関する実験などを行い、化
学反応式が化学反応に関与する物質と
その量的関係性を表すことを見出して
理解している。

イオンの生成を電子配置と関連付けて
考えられる。またイオン結合及びイオン
結合でできた物質の性質について説明
できる。
共有結合を電子配置と関連付けて考え
ることができる。また、分子からなる物質
の性質について説明できる。
金属の性質及び金属結合について考
えれる。

共有結合については、共有電子対
を形成した結合である事を学習
し、共有結合でできた物質は分子
からなる物質と共有結合の結晶と
なることを学習できている。ま
た、分子からなる物質は、分子式
や構造式で表すことができること
が学習できている。

物質の性質につい
て観察，実験などを
通して探究し，化学
結合と物質の性質と
の関係を理解させ，
物質について微視
的な見方ができるよ
うにする。

物質量と粒子数、質量、気体の体
積との関係性について理解できて
いる

物質量と化学反応式について物質
量、化学反応式について思考、判
断、説明することができるか。
物質量と粒子数、質量、気体の体
積について計算できる。

粒子の数に基づく量の表し方である物
質量の概念を導入し、物質量と質量の
関係性について学習できている。
物質量とその単位である「モル」を導入
し、原子量、分子量、式量との関係が学
習できている。
指数、指数関数、指数法則、累乗に関
して学習ができている。

物質の性質につい
て探究し，化学結合
の関係を理解し，物
質について微視的
な見方ができるよう
にする。
酸と塩基の性質及
び中和反応に関与
する物質の量的関
係を理解する。

日常生活や社会を支える身近な物
質の性質を調べる活動を通じて、
物質を対象とする科学である化学
の特徴について理解している。

物質量と化学反応式について物質量、
化学反応式について思考、判断、説明
することができるか。
物質量と粒子数、質量、気体の体積に
ついて計算できる。

酸や塩基の性質及び中和反応に関
する物質の量的関係を学習できて
いる。

酸化と還元が電子
の授受によることを
理解し，酸化還元反
応と日常生活や社
会とのかかわりにつ
いて理解する。

酸化と還元が電子の授受によるこ
とを理解している。
金属の種類によってイオンへのな
りやすさがことなることや、電池
の基本的なしくみについて理解し
ている。

中和反応について、酸や塩基の価
数と物質量との関係を扱う。その
際、反応する酸や塩基の強弱と生
成する塩の性質との関係性につい
て考えれる。
中和反応に関する物質の量的関係
について考えれる。また、中和滴
定の実験の器具の扱いや滴定操作
における基本的なことについて考
えることができる。

酸や塩基については、水素イオン
の授受による定義や、酸や塩基の
強弱と電離度の大小との関係につ
いて考えることができる。またPH
と水素イオン濃度や水の電離との
関係が学習できている。

［評価基準］　　A：十分達成している　　　B：概ね達成している　　　C:努力を要する

第1回
序章　化学と人間生活
第Ⅰ章　物質の構成
　　第1節　物質とその構成要素

第2回
第Ⅰ章　物質の構成
　第1節　物質とその構成要素

第3回
第Ⅰ章　物質の構成
　第2節　化学結合
第Ⅱ章　物質の変化
　第1節　物質量と化学反応式

第4回
第Ⅱ章　物質の変化
　第1節　物質量と化学反応式

第5回
第Ⅱ章　物質の変化
　第1節　物質量と化学反応式
　第2節　酸・塩基とその反応

第6回
第Ⅱ章　物質の変化
　第2節　酸・塩基とその反応
　第3節　酸化還元反応

評価規準

科目

化学基礎

学習内容 到達目標

評価規準



相生学院高等学校

教科 教科書番号 出版社 教科書名

理科 化学701 東京書籍 化学Vol.1　理論編

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

（評価方法） （評価方法） （評価方法）

レポート
視聴報告書
単位認定試験

レポート
単位認定試験

レポート
行動観察
課題プリント

・化学が果たす役割について、理解
  す るとともに、それらの観察、実験
   などに関する技能を身に付ける。
 

 ・物質の三態に於けるそれぞ特 徴、
   気体の状態方程式について理解
  する。

・中学校や化学基礎の知識を元に、
  性質や特徴を理解している。
・融解凝固、蒸発、凝縮を粒子の
  熱運動と拡散から説明できることを
  理解している。
・気液間の平衡や、沸騰について
  状態変化を用いて説明できる。
・蒸気圧曲線の見方を理解できる。
・ボイルの法則とシャルルの法則を
  理解している。

・物質の融点、沸点を粒子間に働く
  引力 と関連付けて考えることが
  でき る。
・仮説を立てて、実験の過程を
  注意深く観察し、それに伴う変化を
  科学的に考察している。
・ボイル・シャルルの法則が、ボイルの
  法則とシャルルの法則から導かれる
  ことを考え、表現できる。
・気体の状態方程式を、気体の質量と
  モル質量を用いて変形できる。

学習を参考に、日常生活の中の物質
 について考えようとしている
・中学校や化学基礎での学習を
  参考に、日常生活の中の物質に
  ついて考えようとしている。
・固体、液体、気体の3つの状態を
  確認し、粒子のふるまいを説明
   しようとしている。
・熱気球が浮かぶ理由を、気体の
  性質から考えようとしている。
・アボガドロの法則とボイル・シャルル
  の法則を結びつけられないか
  考えようとしている。

・物質の溶液における状態と
  化学反応後の結晶の種類・性質・
  構造について理解する。

・質量パーセント濃度、モル濃度、
  質量モル濃度について、その
  計算方法を理解している。
・蒸気圧について理解し、
  溶液の場合、蒸気圧降下が起こる
  ことを説明できる。
・ファントホッフの法則から分子量を
  求める方法を理解している。
・コロイド粒子について、その性質を
  理解している。
・単位格子と配位数について理解
  している。
・イオン結晶の単位格子に含まれる
  イオンの数と配位数について
  理解している。
・共有結合の結晶の例としてダイヤモン
ドの単位格子と密度、充填率について
理解している。

・溶解のしくみを極性の有無から見い
だすことができる。・気液間の平衡と同
様に、溶解平衡の仕組みについて見い
だすことができる。・水和水を含む再結
晶について考えることができる。・蒸気
圧降下から沸点上昇を説明し、凝固点
降下についても仮説を立てて考えるこ
とができる。・コロイド溶液の実験を元
に、その性質と現象について考察して
いる。・単位格子の一辺の長さと原子半
径の関係について、数学的に考えてい
る。・イオン半径と結晶の安定性につい
て科学的に考えている。

・炭酸飲料と減圧症を例に、生活の中
の気体の溶解について、学習したことを
元に考えようとしている。・寒剤の仕組
みと逆浸透について理解しまとめる。・
疎水コロイドと親水コロイド、保護コロイ
ドについてそれぞれの性質をまとめ、科
学的に理解しようとしている。・結晶の
種類についてその特徴とともに説明し
ようとしている。・面心立方格子と六方
最密構造モデルを作り、その特徴につ
いて理解しようとしている。・金属結晶
とイオン結晶の違いについて構成粒子

から考えようとしている。

物質の化学反応におけるヘスの法則
などについて理解する。

・反応エンタルピーとその符号について
表し方を説明できる。・反応エンタル
ピーの種類を説明できる。・ヘスの法則
を説明できる。・結合エンタルピーにつ
いて説明できる。・光が波であることを
理解している。・化学発光について例を
挙げて説明できる。

・反応エンタルピーの表し方をもとに、
状態変化について表すことができる。・
生成エンタルピーの値から反応エンタ
ルピーの求め方を考えることができ
る。・ヘスの法則を利用して実測の難し
い反応エンタルピーを求める方法を考
えることができる。

・エントロピーとエンタルピーの違いを
理解しようとしている。・ヘスの法則に
ついての実験を行い、化学的に探究し
ようとしてしている。ルミノール反応に
ついての実験を行い、身の回りでどの
ように活用されているか、友達と話し
合っている。

・化学反応を利用し電気エネルギーを
利用する電池などの仕組みについて理
解する

・電池の基本的な仕組みを理解し、
  ダニエル電池の仕組みについて
  説明 できる。
・主な実用電池の構造について、
  電極の反応式をもとに説明
  することができる。
・電池と電気分解の違いについて
  説明し、電気分解の酸化還元反応
  について説明できる。
・ファラデーの電気分解の法則を
  電極の反応式を使って説明できる。

・各電極の反応式を表し、電極の
  質量変化について考えようとして
  いる。
・ファラデー定数を使って電気量と
   物質量の関係について説明できる。

・ダニエル型電池の作成を通して、
   標準電極電位の値から得られる
   起電力の大きさを予想し、
   実験結果を科学的に考察できる。
・電気分解の工業的な利用について、
   友達と意見交換しながら理解
   しようとしている。

・反応速度の表し方及び反応速度に影響を
  与える要因を理解する。

・反応物、生成物それぞれの反応の
  速さの表し方を理解している。
・反応速度を変える様々な条件を
  理解している。
・活性化エネルギーと化学反応の
  経路について説明できる。
・可逆反応、不可逆反応などの用語
  を正しく使って説明できる。
  平衡定数Kの表し方と使い方を
  説明できる。

・反応物の分解速度と生成物の
  生成速度の正しい表し方を見
  いだそうとしてる。
・平衡状態について、見いだすことが
  できる。
・気体物質の平衡状態にある場合、
  気体の状態方程式を変形して、
  圧平衡定数Kpと濃度平衡定数Kc
  の関係式をつくることができる。

・反応速度に関する実験を行うことで、
分解速度を計算し、反応速度と
 濃度の関係を科学的に探究しようとし
ている。
・触媒が化学工業の発展に関わった
  歴史について学習したことを元に
 考えようとしている。

・可逆反応、化学平衡及び化学平衡
  の移動を理解する。水のイオン積、
  pH及び弱酸や弱塩基の電離平衡
  について理解する。

・可逆反応、不可逆反応などの用語を
正しく使って説明できる。
・平衡定数Kの表し方と使い方を説明
できる。
・ルシャトリエの原理を理解している
・圧力変化による平衡移動や、濃度変
化における平衡の移動を説明すること
ができる。
・酸の電離定数について、酢酸を例に
電離平衡の式を使って説明できる。
・弱酸の電離度αが１よりかなり小さい

場合の近似を理解することができる。
・水のイオン積から、pHを求めることを
理解する。
・緩衝液についてその特徴を説明でき
る。
・溶解度積が沈殿生成に影響している
ことを理解する。

・温度一定で、化学反応が平衡状態に
あるとき、ある成分濃度を変化させたと
きの平衡移動を理解し、その平衡定数
は前後で等しくなることを説明できる。
・ハーバー・ボッシュ法をルシャトリエの
原理を使って圧力と温度の違いから説
明できる。
・塩基の電離定数について、アンモニア
を例に酸の場合を元に式をつくること
ができる。
・近似した式を使って、電離度α、水素イ

オン濃度を表し、弱塩基についての式
変形も同様に説明することができる。
・正塩の水溶液の性質を、科学的に説
明することができる。
・酢酸水溶液と水酸化ナトリウム水溶液
の中和反応からpH変化を緩衝作用と
いう言葉を利用して説明できる。

・平衡移動に関する実験を行い、
  濃度や温度の変化によって
  化学平衡がどのように移動するか
  科学的に見いだすことができる。
・弱酸の電離定数に関する実験を行
い、 電離定数Kaの値や、濃度変化と
電離度の関係を、強酸との違いを元に
考えようとしている。

評価規準

科目

化学a

学習内容 到達目標

評価規準

［評価基準］　　A：十分達成している　　　B：概ね達成している　　　C:努力を要する

        0編　人間生活のなかの化学
　　　　１編　物質の状態
　　　　　１章　物質の状態
　　　　　２章　気体の性質

  　1編物質の状態
　　  3章　溶液の性質
　　　4章　個体の構造

２編　化学反応とエネルギー
　１章　化学反応と熱・光

２編　化学反応とエネルギー　2章
電池と電気分解

3編　化学反応の速さと平衡
　1章　化学反応の速さ
  ２章　化学平衡 ・可逆反応と
         化学平衡

3編　化学反応の速さと平衡
  ２章　化学平衡 ・平衡の移動
　3章　水溶液中の化学平衡



相生学院高等学校

教科 教科書番号 出版社 教科書名

理科 化学702 東京書籍 化学 Vol.2 物質編

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

（評価方法） （評価方法） （評価方法）

レポート
視聴報告書
単位認定試験

レポート
単位認定試験

レポート
行動観察
課題プリント

・典型元素の性
質が周期表に
基づいて整理
できることを理
解する。
・無機物質につ
いて、非金属元
素のことを理解
する。
・無機物質につ
いて、典型金属
元素のことを理
解する

・周期表中の元素を正しく分類す
ることができる。
・水素・酸素の製法・性質・用途を
正しく理解している。
・ハロゲンの単体について正しく
理解している。
・ハーバー・ボッシュ法について
説明できる。
・炭素の酸化物について、正しく
理解している。
・水酸化ナトリウムの製法・性質を
正しく理解している。
・アルカリ土類金属の特徴を正し
く理解している。

・周期表の族を元に水素化合物
の分子の形を理解しようとしてい
る。
・18族の特徴を理解し、その性質
を正しく説明できる。
・ヨウ化カリウムデンプン紙が酸
化作用の確認に使われることを
説明できる
・オキソ酸の特徴を理解し、その
性質を正しく説明できる。
・アンモニアソーダ法についてそ
の特徴を正しく理解し、原料と生
成物を確認して問1を解くことが
できる。

・IUPACの分類方法を知ろうと
している。
・フッ化水素が他のハロゲン化
水素と性質が異なる理由を考え
ようとしている。
・炭素の同素体の特徴を正しく
理解しようとしている。

・無機物質に
ついて、遷移元
素のことを理解
する。
・無機物質につ
いて、金属イオ
ンの分離と確認
のことを理解す
る。

・錯イオンの基本的な表記法につ
いて正しく理解している。
・鉄とその化合物、鉄イオンの反
応について、正しく理解してい
る。

・Cu2+ Ag+ Zn2+の反応につい
て、正しく理解している。
・クロム酸イオンの反応について、
正しく理解している。

・遷移元素と典型元素の違いを
説明することができる。
・アルミニウムと亜鉛の特徴につ
いて、比較しながら理解すること
ができる。
・複数の金属イオンの混合溶液か
ら金属イオンを効率よく分離する
方法について、その手順を考えて
いる。

・レアメタルについて、自ら調べ
てみようとしている。
・金属イオンの沈殿反応につい
て、これまでの学習を元に、まと
め理解しようとしている。

・有機化合物に
ついて、理解す
る。
・有機化合物に
ついて、炭化水
素のことを理解
する。

・有機化合物の特徴を正しく理解
している。
・直鎖状アルカンの名称を正しく
理解している。
・アルカンの性質を正しく説明で
きる。
・アルカンを元にアルケンの名称
や構造について理解することが
できる。
・アルキンの名称や構造を理解す
ることができる。

・有機化合物の特徴を無機物質
との違いを比較しようとしてい
る。
・アルカンの構造異性体について
理解している。
・アルケンの反応を理解すること
ができる。

・不飽和炭化水素がプラスチッ
クをはじめとする、ざまざまなも
のの原料となっていることを意
見交換できる。
・分子模型を使って、不飽和炭
化水素の特徴を理解しようとし
ている。

・有機化合物に
ついて、官能基
をもつ化合物の
ことを理解す
る。

・アルコールの構造と分類方法を
正しく説明できる。
・アルコールの酸化反応につい
て、正しく理解し、生成物を答え
られる。

・アルコールの構造の特徴を元に
反応を正しく説明することができ
る。
・油脂とは何か、構造とともに正し
く説明することができる。
・セッケンの特徴をこれまでの学
習を元に、理解しようとしている。

・エタノールの殺菌効果を正しく
理解しようとしている。
・アルコールとエーテルの違いを
理解しようとしている。
・これまでの学習を元に、カルボ
ン酸について理解しようとしてい
る。

有機化合物に
ついて、芳香族
化合物のことを
理解する
高分子化合物
について、理解
する。

・芳香族化合物とは何か理解し、
代表的な芳香族炭化水素を答え
られる。また、その反応について、
正しく理解している。
・フェノール類の名前を正しく理
解している。
・芳香族カルボン酸の性質を正し
く理解している。

・ベンゼンの構造について、炭素
間結合距離の学習を元に理解し
ようとしている。
・フェノール類の性質について、
同じOH基を持つアルコールと比
較したり、酸の強弱を考えたりす
るなどして、正しく理解している。

・ベンゼンの構造式について、そ
の歴史を知ろうとしている。
・ベンゼンからニトロベンゼンの
合成実験を通して、それぞれの
特徴を理解しようとしている。

・高分子化合物
について、天然
高分子化合物
のことを理解す
る。
・人間生活の中
の化学につい
て、様々な物質
と人間生活のこ
とを理解する。
・人間生活の中
の化学につい
て、化学が築く
未来のことを理
解する。

・糖の基本的な表し方、構造、特
徴について正しく理解している。
・デンプンの構造について正しく
理解している。
・タンパク質の分類について正し
く説明できる。
・タンパク質の構造について正し
く理解している。
・タンパク質の呈色反応について
正しく理解している。
・天然ゴムについて、その特徴を
正しく理解している。
・合成ゴムについて、その構造も
含めて正しく理解している。

・単糖類との関係を考えながら分
子式を答えられる。
・セルロースとデンプンの相違に
ついて考えることができる、
・酵素の性質について、無機触媒
との違いを考えている。
・ビニロンの製法について、これ
までの学習から正しく理解しよう
としている。
・熱硬化性樹脂について、熱可塑
性樹脂との違いを元に考えること
ができる。
・イオン交換樹脂の利用と再生に
ついて、構造から説明しようとし
ている。

・デンプンに関する実験を行い、
糖の加水分解について正しく理
解しようとしている。
・天然繊維についてそれぞれの
例を知ろうとしている。
・すべての生物の細胞に含まれ
ている核酸について、その構造
とはたらきを知ろうとしている。

評価規準

科目

化学ｂ（化学）

学習内容 到達目標

評価規準

［評価基準］　　A：十分達成している　　　B：概ね達成している　　　C:努力を要する

４編　無機物質
１章　周期表と元素
２章　非金属元素の単体と化合物
３章　典型金属元素の単体と化合物

４章　遷移元素の単体と化合物
５章　金属イオンの分離と確認

５編　有機化合物
１章　有機化合物の特徴と構造
２章　炭化水素

３章　アルコールと関連化合物

４章　芳香族化合物

６編　高分子化合物
１章　高分子化合物とは何か

２章　天然高分子化合物
３章　合成高分子化合物

7編　化学が果たす役割
１章　化学的性質の利用と工業的製法
２章　未来を創る化学



相生学院高等学校

教科 教科書番号 出版社 教科書名

理科 生基711 第一学習社 高等学校　新生物基礎

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

（評価方法） （評価方法） （評価方法）

レポート・視聴報告書
スクーリング課題プリント
単位認定試験

レポート・視聴報告書
スクーリング課題プリント
単位認定試験

レポート
行動観察
スクーリング課題プリント

顕微鏡の正しい使
い方を理解する。
生物は多様であり
ながら、共通性を
持っていることを理
解する。
生命活動に必要な
エネルギーと代謝に
ついて理解する。

・顕微鏡を用いた観察方法を正しく理
解している。
・ミクロメーターを用いて観察物の大き
さを測定することができる。
・植物細胞の細胞の構造とその働きを
理解している。
・ATPが，代謝でエネルギーが出入り
する際の仲立ちになっていることを，理
解している。
・光合成と呼吸それぞれの反応の概要
を理解している。

・顕微鏡写真をもとに，細胞の形態的な
特徴や大きさの違いをスケッチで表現
することができる。
・脊椎動物の各グループに共通する特
徴が，進化の過程のどの時点で現れた
かを推測することができる。

・顕微鏡写真をもとに，細胞の形態的な
特徴や大きさの違いをスケッチする場
合、主体的に時間と作業、技量を考え
見通しをもって取り組むことができる。
・生物にみられる共通性の学習におい
て，見通しをもって取り組んだり，学び
を振り返ったりするなど，自らの考えを
調整しながら理解しようとしている。

遺伝情報を担う物
質としてのDNAの
特徴について理解
する。DNAの研究
史とあわせて
DNA・RNAの構造
と遺伝子発現まで
の流れを理解する。

・染色体，DNA，遺伝子の関係性を理
解している。
・形質の多くは遺伝子によって決まるこ
と，および真核生物の染色体はDNAと
タンパク質からなることを理解してい
る。
・DNAは，塩基の相補性にもとづいて
結合した2本のヌクレオチド鎖からなり，
二重らせん構造をとることを理解してい
る。
・複製されたDNAには，元のDNAの一
方のヌクレオチド鎖がそのまま受け継が
れていることを理解している。
・RNAのヌクレオチドを構成する物質
を理解している。さらに，RNAは1本の
ヌクレオチド鎖からなることを理解して
いる。
・多くの生物では生殖細胞に1組のゲノ
ムが含まれることを理解している。

・DNAの構造に関する資料から，特定
の塩基どうしが対になって結合している
ことに気づき，自分の言葉で説明するこ
とができる。
・DNAの複製のようすを表した資料か
ら，塩基の相補性にもとづいてヌクレオ
チドが鋳型鎖に結合していくことで，
DNAが半保存的に複製されることに気
づき，説明することができる。
・DNAの塩基配列とタンパク質のアミ
ノ酸配列に関する資料から，1つのアミ
ノ酸にはDNAの3つの塩基の並びが対
応することを推測することができる。

・形質の多くは遺伝子によって決まるこ
とを主体的に理解しようとしている。
・遺伝情報とDNAの学習において，見
通しをもって取り組んだり，学びを振り
返ったりするなど，自らの考えを調整し
ながら理解しようとしている。
・タンパク質の構造と働きの学習におい
て，見通しをもって取り組んだり，学び
を振り返ったりするなど，自らの考えを
調整しながら理解しようとしている。

体内環境の維持に
深く関与する体液の
組成と働き、臓器の
役割を理解する。
自律神経、ホルモン
がそれぞれ体内環
境の調節にどのよう
に関わっているかを
理解する。
免疫を担う細胞や
器官の種類と働き
の概要を理解する。
ヒトが病原体から身
を守る方法、免疫の
しくみを理解する。

・ヒトの体内環境は安定に保たれている
ことを理解している。さらに，体液が体
内環境であることを理解している。
・神経系の働き，およびヒトの神経系の
構成を理解している。
・ホルモンによる作用は，効果が現れる
までに時間がかかり，持続性があること
を理解している。
・ホルモン分泌は一般的に負のフィード
バックにより調節されることを，チロキシ
ンの分泌調節と関連づけて理解してい
る。
・血糖濃度調節に関わるホルモン，自律
神経系，細胞・組織・器官の働きを理解
している。
・血液凝固の流れを理解している。さら
に，血液の成分とその働きを理解して
いる。

・資料にもとづいて，健康なヒトとインス
リンを正常に分泌できないヒトの違いを
説明することができる。さらに，インスリ
ンの働きを考察することができる。
・資料にもとづいて，1回目と2回目の抗
原注射後の抗体産生量，および産生速
度の違いを説明することができる。さら
に，同じ感染症にかかりにくい理由を考
察することができる。

・免疫と疾病，免疫と医療の学習におい
て，見通しをもって取り組んだり，学び
を振り返ったりするなど，自らの考えを
調整しながら理解しようとしている。
・実験を通して、情報の伝達，神経系の
学習において，見通しをもって取り組ん
だり，学びを振り返ったりするなど，自ら
の考えを調整しながら理解しようとして
いる。

植物の生育・植生と
環境との関係性を
理解する。バイオー
ムと気温・降水量と
の関連性、バイオー
ムの特徴について
理解する。
生態系の構成につ
いて理解する。
身近な環境でみら
れる生物の種の多
様性に気づく。
生物は，食物連鎖に
よりつながっていて
相互作用があること
を理解する。

・森林・草原・荒原の各植生の特徴を優
占種と関連づけて理解している。
・光補償点，光飽和点や，任意の光の強
さにおける光合成速度と呼吸速度の関
係を理解している。
・遷移初期の環境と先駆種の特徴を理
解している。
・遷移初期と後期に遷移が進む要因と
しくみについて理解している。
・森林，草原，荒原にみられるバイオー
ムの種類やその特徴を十分に理解して
いる。
・日本では主に気温によって分布する
バイオームが決まることを，降水量と関
連づけて理解している。
・生産者と消費者について理解してい
る。さらに，分解者についても理解して
いる。
・捕食者と被食者の個体数は周期的に
変動することを理解している。

・伊豆大島における，溶岩の噴出年代
が異なる地点の植生・環境調査の結果
をもとに，遷移の進行が光環境と土壌
の状態に左右されることを考察すること
ができる。
・バイオームの分布と気候の違いを示し
た資料から，その地域のバイオームの
形成には，年平均気温や年降水量が重
要な要因となっていることを読み取るこ
とができる。
・森林の土壌動物の観察から，森林の
土壌にはさまざまな種類の生物がみら
れることに気づくことができる。
・オオクチバスが在来種に与える影響を
調べ，オオクチバスの侵入が在来種の
減少に関係していることを考察すること
ができる。
・ダムの建設が，河川を遡上して産卵す
る魚類に与える影響を予測することが
できる。

・生態系の学習において，見通しをもっ
て取り組んだり，学びを振り返ったりす
るなど，自らの考えを調整しながら理解
しようとしている。

［評価基準］　　A：十分達成している　　　B：概ね達成している　　　C:努力を要する

観察・実験・調査の手引き
第1章　生物の特徴
　第1節　生物の共通性
　第2節　生物とエネルギー

第 2 章 遺伝子とその働き
　第1節　遺伝情報とDNA
　第2節　遺伝情報とタンパク質の合成

第 3 章 ヒトのからだの調節
　第1節　からだの調節と情報の伝達
　第2節　免疫

第 4 章 生物の多様性と生態系
　第1節　植生と遷移
　第2節　生態系とその保全

評価規準

科目

生物基礎

学習内容 到達目標

評価規準



相生学院高等学校

教科 教科書番号 出版社 教科書名

理科 生物701 東京書籍 生物

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

（評価方法） （評価方法） （評価方法）

レポート
視聴報告書
単位認定試験

レポート
単位認定試験

レポート
行動観察
課題プリント

・生物の進化について，生命の起源と
細胞の進化のことを理解するとともに，
それらの観察，実験などに関する技能
を身に付ける。
・生物の進化について，観察，実験など
を通して探究し，生命の起源と細胞の
進化についての特徴を見いだして表現
する。
・生命の起源と細胞の進化に関する事
物・現象に主体的に関わり，科学的に
探究しようとする態度と，生命を尊重
し，自然環境の保全に寄与する態度を
養う。

生物の進化について，生命の起源と細
胞の進化の基本的な概念や原理・法則
などを理解しているとともに，科学的に
探究するために必要な観察，実験など
に関する基本操作や記録などの基本的
な技能を身に付けている。

生物の進化について，観察，実験などを
通して探究し，生命の起源と細胞の進
化についての特徴を見いだして表現し
ている。

生命の起源と細胞の進化に主体的に関
わり，見通しをもったり振り返ったりす
るなど，科学的に探究しようとしている。

生物の進化について，遺伝子の変化と
進化のしくみのことを理解するととも
に，それらの観察，実験などに関する技
能を身に付ける。

生物の進化について，遺伝子の変化と
進化のしくみの基本的な概念や原理・
法則などを理解しているとともに，科学
的に探究するために必要な観察，実験
などに関する基本操作や記録などの基
本的な技能を身に付けている。

生物の進化について，観察，実験などを
通して探究し，遺伝子の変化と進化の
しくみについての特徴を見いだして表
現している。

遺伝子の変化と進化のしくみに主体的
に関わり，見通しをもったり振り返った
りするなど，科学的に探究しようとして

いる。

生物の進化について，生物の系統と進
化のことを理解するとともに，それらの
観察，実験などに関する技能を身に付
ける。
・生物の進化について，観察，実験など
を通して探究し，生物の系統と進化に
ついての特徴を見いだして表現する。
・生物の系統と進化に関する事物・現
象に主体的に関わり，科学的に探究し
ようとする態度と，生命を尊重し，自然
環境の保全に寄与する態度を養う。

生物の進化について，生物の系統と進
化の基本的な概念や原理・法則などを
理解しているとともに，科学的に探究す
るために必要な観察，実験などに関す
る基本操作や記録などの基本的な技能
を身に付けている。

生物の進化について，観察，実験などを
通して探究し，生物の系統と進化につ
いての特徴を見いだして表現してい
る。

生物の系統と進化に主体的に関わり，
見通しをもったり振り返ったりするな
ど，科学的に探究しようとしている。

生命現象と物質について，細胞と分子
のことを理解するとともに，それらの観
察，実験などに関する技能を身に付け
る。
・生命現象と物質について，観察，実験
などを通して探究し，細胞と分子につ
いての特徴を見いだして表現する。
・細胞と分子に関する事物・現象に主
体的に関わり，科学的に探究しようと
する態度と，生命を尊重し，自然環境
の保全に寄与する態度を養う。

生命現象と物質について，細胞と分子
の基本的な概念や原理・法則などを理
解しているとともに，科学的に探究する
ために必要な観察，実験などに関する
基本操作や記録などの基本的な技能を
身に付けている。

生命現象と物質について，観察，実験
などを通して探究し，細胞と分子につい
ての特徴を見いだして表現している。

細胞と分子に主体的に関わり，見通し
をもったり振り返ったりするなど，科学
的に探究しようとしている。

生命現象と物質について，代謝のことを理解す
るとともに，それらの観察，実験などに関する技
能を身に付ける。
・生命現象と物質について，観察，実験などを通
して探究し，代謝についての特徴を見いだして
表現する。
・代謝に関する事物・現象に主体的に関わり，科
学的に探究しようとする態度と，生命を尊重し，
自然環境の保全に寄与する態度を養う。

生命現象と物質について，代謝の基本
的な概念や原理・法則などを理解して
いるとともに，科学的に探究するために
必要な観察，実験などに関する基本操
作や記録などの基本的な技能を身に付
けている。

生命現象と物質について，観察，実験
などを通して探究し，代謝についての特
徴を見いだして表現している。

代謝に主体的に関わり，見通しをもった
り振り返ったりするなど，科学的に探究
しようとしている。

遺伝情報の発現と発生について，遺伝
情報とその発現のことを理解するとと
もに，それらの観察，実験などに関する
技能を身に付ける。
・遺伝情報の発現と発生について，観
察，実験などを通して探究し，遺伝情
報とその発現についての特徴を見いだ
して表現する。
・遺伝情報とその発現に関する事物・
現象に主体的に関わり，科学的に探究
しようとする態度と，生命を尊重し，自
然環境の保全に寄与する態度を養う。

遺伝情報の発現と発生について，遺伝
情報とその発現の基本的な概念や原
理・法則などを理解しているとともに，
科学的に探究するために必要な観察，
実験などに関する基本操作や記録など
の基本的な技能を身に付けている。

遺伝情報の発現と発生について，観
察，実験などを通して探究し，遺伝情報
とその発現についての特徴を見いだし
て表現している。

遺伝情報とその発現に主体的に関わ
り，見通しをもったり振り返ったりする
など，科学的に探究しようとしている。

［評価基準］　　A：十分達成している　　　B：概ね達成している　　　C:努力を要する

１編　生命の進化
１章　生命の起源と細胞の進化

１編　生物の進化　　　　　　　　　　　２
章　遺伝子の変化と進化のしくみ

１編　生物の進化
３章　生物の系統と進化

２編　生命現象と物質
１章　細胞と物質

３編　遺伝情報の発現と発生
１章　遺伝情報とその発現

２編　生命現象と物質
２章　代謝とエネルギー

評価規準

科目

生物a

学習内容 到達目標

評価規準



教科 教科書番号 出版社

理科 生物701 東京書籍

知識・技能 思考・判断・表現

（評価方法） （評価方法）

レポート
視聴報告書
単位認定試験

レポート
単位認定試験

遺伝情報の発現と発生について，発生
と遺伝子発現のことを理解するととも
に，それらの観察，実験などに関する技
能を身に付ける。
・遺伝情報の発現と発生について，観
察，実験などを通して探究し，発生と遺
伝子発現についての特徴を見いだして
表現する。
・発生と遺伝子発現に関する事物・現
象に主体的に関わり，科学的に探究し
ようとする態度と，生命を尊重し，自然
環境の保全に寄与する態度を養う。

遺伝情報の発現と発生について，発生
と遺伝子発現の基本的な概念や原理・
法則などを理解しているとともに，科学
的に探究するために必要な観察，実験
などに関する基本操作や記録などの基
本的な技能を身に付けている。

遺伝情報の発現と発生について，観
察，実験などを通して探究し，発生と遺
伝子発現についての特徴を見いだして
表現している。

遺伝情報の発現と発生について，遺伝
子を扱う技術のことを理解するととも
に，それらの観察，実験などに関する技
能を身に付ける。
・遺伝情報の発現と発生について，観
察，実験などを通して探究し，遺伝子を
扱う技術についての特徴を見いだして
表現する。
・遺伝子を扱う技術に関する事物・現
象に主体的に関わり，科学的に探究し
ようとする態度と，生命を尊重し，自然
環境の保全に寄与する態度を養う。

遺伝情報の発現と発生について，遺伝
子を扱う技術の基本的な概念や原理・
法則などを理解しているとともに，科学
的に探究するために必要な観察，実験
などに関する基本操作や記録などの基
本的な技能を身に付けている。

遺伝情報の発現と発生について，観
察，実験などを通して探究し，遺伝子を
扱う技術についての特徴を見いだして
表現している。

刺激の受容と反応について，動物の反
応を理解するとともに，それらの観察，
実験などに関する技能を身に付ける。
・刺激の受容と反応について，観察，実
験などを通して探究し，環境変化に対
する生物の応答の特徴を見いだして表
現する。
・刺激の受容と反応に関する事物・現
象に主体的に関わり，科学的に探究し
ようとする態度と，生命を尊重し，自然
環境の保全に寄与する態度を養う。

刺激の受容と反応について，動物の反
応の基本的な概念や原理・法則などを
理解しているとともに，科学的に探究す
るために必要な観察，実験などに関す
る基本操作や記録などの基本的な技能
を身に付けている。

刺激の受容と反応について，観察，実
験などを通して探究し，環境変化に対
する生物の応答の特徴を見いだして表
現している。

動物の行動ついて，神経系の働きと行
動との関係を理解するとともに，それら
の観察，実験などに関する技能を身に
付ける。
・動物の行動ついて，観察，実験などを
通して探究し，神経系の働きと行動と
の関係を見いだして表現する。
・動物の行動に関する事物・現象に主
体的に関わり，科学的に探究しようと
する態度と，生命を尊重し，自然
環境の保全に寄与する態度を養う。

動物の行動ついて，神経系の働きと行
動との関係の基本的な概念や原理・法
則などを理解しているとともに，科学的
に探究するために必要な観察，実験な
どに関する基本操作や記録などの基本
的な技能を身に付けている。

動物の行動ついて，観察，実験などを
通して探究し，環境変化に対する生物
の応答の特徴を見いだして表現してい
る。

植物の環境応答について，植物の成長や反応に
植物ホルモンが関わることを見いだして理解する
とともに，それらの観察，実験などに関する技能
を身に付ける。
・植物の環境応答について，観察，実験などを通
して探究し，神経系の働きと行動との関係を見い
だして表現する。
・植物の環境応答に関する事物・現象に主体的に
関わり，科学的に探究しようとする態度と，生命
を尊重し，自然
環境の保全に寄与する態度を養う。

植物の環境応答ついて，神経系の働き
と行動との関係の基本的な概念や原
理・法則などを理解しているとともに，
科学的に探するために必要な観察，実
験などに関する基本操作や記録などの
基本的な技能を身に付けている。

植物の環境応答ついて，観察，実験な
どを通して探究し，環境変化に対する
生物の応答の特徴を見いだして表現し
ている。

生態と環境について，個体群と生物群集のことを
理解するとともに，それらの観察，実験などに関
する技能を身に付ける。
・生態と環境について，観察，実験などを通して
探究し，生態系における生物間の関係及び生物
と環境との関係性を見いだして表現する。
・生態と環境に関する事物・現象に主体的に関わ
り，科学的に探究しようとする態度と，生命を尊
重し，自然環境の保全に寄与する態度を養う。

生態と環境について，個体群と生物群
集の基本的な概念や原理・法則などを
理解しているとともに，科学的に探究す
るために必要な観察，実験などに関す
る基本操作や記録などの基本的な技能
を身に付けている。

生態と環境について，観察，実験などを
通して探究し，個体群と生物群集につ
いての特徴を見いだして表現してい
る。

評価規準

科目

生物b

学習内容 到達目標

評価規準

３編　遺伝情報の発現と発生
2章　発生と遺伝子発現

３編　遺伝情報の発現と発生
3章　遺伝子を扱う技術

4編　生物の環境応答
1章　動物の刺激の受容と反応

4編　生物の環境応答
2章　動物の行動

4編　生物の環境応答
3章　植物の環境応答

5編　生態と環境
1章　個体群と生物群集



生態と環境について，生態系の物質生産と物質
循環のことを理解するとともに，それらの観察，
実験などに関する技能を身に付ける。
・生態系の物質生産と物質循環に関する資料に
もとづいて，生態系における物質生産及びエネル
ギーの移動と生態系での物質循環とを関連づけ
て理解する。
・生態系の物質生産と物質循環に関する事物・現
象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする
態度と，生命を尊重し，自然環境の保全に寄与す
る態度を養う。

生態と環境について，生態系の物質生
産と物質循環の基本的な概念や原理・
法則などを理解しているとともに，科学
的に探究するために必要な観察，実験
などに関する基本操作や記録などの基
本的な技能を身に付けている。

生態系の物質生産と物質循環に関する
資料にもとづいて，生態系における物
質生産及びエネルギーの移動と生態系
での物質循環とを関連づけて理解して
いる。

生態と環境について，生態系と人間生活のことを
理解するとともに，それらの観察，実験などに関
する技能を身に付ける。
・生態系と人間生活に関する資料にもとづいて，
人間生活が生態系に及ぼす影響を見いだして理
解する。
・生態系と人間生活に関する事物・現象に主体的
に関わり，科学的に探究しようとする態度と，生
命を尊重し，自然環境の保全に寄与する態度を
養う。

生態と環境について，生態系と人間生
活の基本的な概念や原理・法則などを
理解しているとともに，科学的に探究す
るために必要な観察，実験などに関す
る基本操作や記録などの基本的な技能
を身に付けている。

生態系と人間生活に関する資料にもと
づいて，人間生活が生態系に及ぼす影
響を見いだして表現している。

［評価基準］　　A：十分達成している　　　B：概ね達成している　　　C:努力を要する

5編　生態と環境
3章　生態系と人間生活

5編　生態と環境
2章　生態系の物質生産と物質循環



相生学院高等学校

教科書名

生物

主体的に学習に取り組む態度

（評価方法）

レポート
行動観察
課題プリント

発生と遺伝子発現に主体的に関わり，
見通しをもったり振り返ったりするな
ど，科学的に探究しようとしている。

遺伝子を扱う技術に主体的に関わり，
見通しをもったり振り返ったりするな
ど，科学的に探究しようとしている。

刺激の受容と反応に主体的に関わり，
見通しをもったり振り返ったりするな
ど，科学的に探究しようとしている。

動物の行動に主体的に関わり，見通し
をもったり振り返ったりするなど，科学
的に探究しようとしている。

植物の環境応答に主体的に関わり，見
通しをもったり振り返ったりするなど，
科学的に探究しようとしている。

個体群と生物群集の理解に主体的に関
わり，見通しをもったり振り返ったりす
るなど，科学的に探究しようとしている。

評価規準

評価規準



生態系の物質生産と物質循環に主体
的に関わり，見通しをもったり振り返っ
たりするなど，科学的に探究しようとし
ている。

生態系と人間生活に主体的に関わり，
人間生活の在り方について考え，見通
しをもったり振り返ったりするなど，科
学的に探究しようとしている。

［評価基準］　　A：十分達成している　　　B：概ね達成している　　　C:努力を要する



相生学院高等学校

教科 教科書番号 出版社 教科書名

保健体育 保体901 大修館 現代高等保健体育 改訂版

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

（評価方法） （評価方法） （評価方法）

レポート
視聴報告書 単位認定試験行動観
察

レポート
単位認定試験行動観察

レポート行動観察
授業プリント

・スポーツがどの
ように始まったの
かを説明できる。
・なぜスポーツが
世界中に広まった
のかを説明でき
る。

・運動との比較か
ら文化としてのス
ポーツの特徴を説
明できる。
・多様なかかわり
方によるスポーツ
文化の変容につい
て例をあげて説明
でき る。

・オリンピズムと
オリンピックの価
値について説明で
きる。
・パラリンピック
の価値について具
体例をあげなが
ら、パラリンピッ
クの意義について
説明できる。

・現代のスポーツは、国際親善や世
界平和に大きな役割を果たしてお
り、その代表的なものにオリンピッ
クやパラリンピック等の国際大会が
あることについて、理解している。
・オリンピックムーブメントは、オ
リンピック競技大会を通じて、人々
の友好を深め世界の平和に貢献しよ
うとするものであること、また、パ
ラリンピック等の国際大会が、障害
の有無等を超えてス ポーツを楽しむ
ことができる共生社会の実現に寄与
していることについて、理解してい
る。

・スポーツが経済
活動でどのように
重要な役割を果た
しているかを説明
できる。
・スポーツにかか
わる業種について
例をあげて説明で
きる。

・現代のスポーツの経済的効果に
は、スポーツの実施による直接的な
効果のみならず、例えば、スポーツ
用品、ス ポーツに関する情報やサー
ビス、ス
ポーツ施設などの広範な業種から構
成されるスポーツ産業による効果、
スポーツイベント等による波及的な
経済的効果があり、経済活動に大き
な影響を及ぼしていることについ
て、理解している。

・ネット型では、
役割に応じたボー
ル操作や安定した
用具の操作と連携
した動きによって
空いた場所をめぐ
る攻防をすること
ができる。

勝敗を競う楽しさや喜びを味わい、
技術の名称や行い方、体力の高め
方、運動観察の方法を理解するとと
もに、作戦に応じた技能で仲間と連
携しゲームを展開することができ
る。

攻防などの自己やチームの課題を発
見し、合理的な解決に向けて運動の
取り組み方を工夫するとともに、自
己や仲間の考えたことを他者に伝え
ている。

球技に自主的に取り組むとともに、
フェアなプレイを大切にしようとす
ること、作戦などについての話し合
いに貢献しようとすること、一人一
人の違いに応じたプレイなどを大切
にしようとすること、互いに助け合
い教え合おうとすることなどや、健
康・安全を確保しようとしている。

評価規準

科目

体育ａ

学習内容 到達目標

評価規準

［評価基準］　　A：十分達成している　　　B：概ね達成している　　　C:努力を要する

１単元  スポーツの発祥と発展
スポーツの始まりと変遷
世界の民族スポーツについて調べ
よう

１単元  スポーツの発祥と発展
文化としてのスポーツ
日本生まれのスポーツ
競技スポーツにおける競争の意味

１単元  スポーツの発祥と発展
オリンピックとパラリンピックの
意義  オリンピックの課題
パラリンピックの課題

１単元  スポーツの発祥と発展
スポーツが経済に及ぼす効果

球技
バドミントン

・スポーツは、人類の歴史とともに
世界各地で日常の遊びや生活などか
ら生まれてきたこと、近代になっ
て、スポーツは娯楽から競技に変化
し、一般の人びとに広がっていった
こと、現代では、競技だけでなく、
広く身体表現や身体活動を含む概念
としてスポーツが用いられるように
なってきており、その理念が時代に
応じて多様に変容してきていること
について、理解している。
・近年では、我が国から世界に普及
し、発展しているスポーツがあり、
日本の文化の発信に貢献しているこ
とについて、理解している。

・スポーツの歴史的発展と多様な変
化や現代のスポーツの意義や価値に
ついて、事実や理念を整理したり、
自己のスポーツへの関わりを見いだ
したりして、自己や社会にスポーツ
がもたらす影響について課題を発見
している。
・スポーツの経済的効果と高潔さや
スポーツが環境や社会へもたらす影
響について、習得した知識を基に、
持続可能なスポーツの発展のための
課題の解決に向けて、自己の提案を
言葉や文章などを通して他者に伝え
ている。

スポーツの文化的特性や現代スポー
ツの発展についての学習に、主体的
に取り組もうとしている。



相生学院高等学校

教科 教科書番号 出版社 教科書名

保健体育 保体701 大修館 現代高等保健体育

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

（評価方法） （評価方法） （評価方法）

レポート
視聴報告書 単位認定試験行動観
察

レポート
単位認定試験行動観察

レポート行動観察
授業プリント

・スポーツの高潔さ
を脅かす要因につ
いて例をあげて説
明できる。
・ドーピングがなぜ
スポーツを破壊する
行為になるのかを
具体的に説明でき
る。

・スポーツにおける
環境問題について
例をあげて説明で
きる。
・スポーツは環境と
どのように調和して
いけばよいのか説
明できる。

・技能と体力の関
係について説明
できる。
・技能や体力を高
めるときに気をつ
けるべき点をあげ
ることができる。

・運動やスポーツの技能は、体力と
相互に関連しており、技能は、身長
や体重などの体格や巧みさなどの
体力との関連で発揮されることに
ついて、理解したことを言ったり書
いたりしている。
・運動やスポーツの技能を発揮す
る際には、個々の技能に関連した
体力を高めることが必要になること
や、期待される成果に応じた技能
や体力の高め方があることについ
て、理解したことを言ったり書いた
りしている。

・技能の型の違いや
それぞれの練習の
しかたを説明でき
る。
・用具の改良やメ
ディアの発達などに
よる技術や戦術、
ルールの変化を説
明できる。

・個々の運動やスポーツを特徴付けて
いる技術は、練習を通して身に付けら
れた合理的な動き方としての技能とい
う状態で発揮されること、技能には、ク
ローズドスキル型とオープンスキル型
の技能があること、オープンスキル型の
技能は、対人的な競技などで絶えず変
化する状況の下で多く発揮されること、
クローズドスキル型の技能は、個人的
な競技などで状況の変化が少ないとこ
ろで多く発揮されること、その型の違い
によって学習の仕方が異なることにつ
いて、理解したことを言ったり書いたり
している。
・スポーツの技術や戦術、ルールは、用
具や用品、施設などの改良によって変
わり続けていること、特に現代では、テ
レビやインターネットなどのメディアの
発達などによっても影響を受けている
ことについて、理解したことを言ったり
書いたりしている。

・ネット型では、役割
に応じたボール操作
や安定した用具の
操作と連携した動き
によって空いた場所
をめぐる攻防をする
ことができる。

勝敗を競う楽しさや喜びを味わい、技
術の名称や行い方、体力の高め方、運
動観察の方法を理解するとともに、作
戦に応じた技能で仲間と連携しゲーム
を展開することができる。

攻防などの自己やチームの課題を発見
し、合理的な解決に向けて運動の取り
組み方を工夫するとともに、自己や仲
間の考えたことを他者に伝えている。

球技に自主的に取り組むとともに、フェ
アなプレイを大切にしようとすること、
作戦などについての話し合いに貢献し
ようとすること、一人一人の違いに応じ
たプレイなどを大切にしようとすること、
互いに助け合い教え合おうとすること
などや、健康・安全を確保しようとして
いる。

評価規準

科目

体育b

学習内容 到達目標

評価規準

［評価基準］　　A：十分達成している　　　B：概ね達成している　　　C:努力を要する

１単元  スポーツの発祥と変遷
スポーツの高潔さとドーピング
スポーツの価値について考えてみよ
う
なぜドーピングは許されないのか

１単元  スポーツの発祥と変遷
スポーツと環境
スポーツとまちづくり

２単元  運動・スポーツの学び方
スポーツにおける技能と体力

２単元  運動・スポーツの学び方
スポーツにおける技術と戦術
スポーツルールはなぜ変わるのか
考えてみよう
スポーツとメディアの関係性

球技
卓球

・競技会での勝利が個人や国家等に多
大な利益をもたらすようになるとドーピ
ング（禁止薬物使用等）が社会問題とし
て取り上げられるようになったこと、
ドーピングは不当に勝利を得ようとす
るフェアプレイの精神に反する不正な
行為であり、能力の限界に挑戦するス
ポーツの文化的価値を失わせる行為で
あることについて、理解したことを 言っ
たり書いたりしている。
・スポーツの経済的波及効果が高まる
ことに伴って、スポーツの価値をおとし
める可能性が生じることから、スポーツ
に関わる全ての人々に、スポーツの価
値を一層高める関わり方が求められて
いることについて、理解したことを言っ
たり書いたりしている。

・スポーツの歴史的発展と多様な変化
や現代のスポーツの意義や価値につい
て、事実や理念を整理したり、自己のス
ポーツへの関わりを見いだしたりして、
自己や社会にスポーツがもたらす影響
について課題を発見している。
・スポーツの経済的効果と高潔さやス
ポーツが環境や社会へもたらす影響に
ついて、習得した知識を基に、持続可
能なスポーツの発展のための課題の解
決に向けて、自己の提案を言葉や文章
などを通して他者に伝えている。

・運動やスポーツの効果的な学習の仕
方について、概念と自己の状況を関連
付けたりして、自己や社会についての
課題を発見すること。
・運動やスポーツの活動時の健康・安
全の確保の仕方について、習得した知
識を基に、環境の異なる場所や変化を
想定して、危険を予見し回避するため
の自己の提案を言葉や文章などを通し
て他者に伝えること。

スポーツの文化的特性や現代スポーツ
の発展についての学習に、主体的に取
り組もうとしている。



相生学院高等学校

教科 教科書番号 出版社 教科書名

保健体育 保体701 大修館 現代高等保健体育

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

（評価方法） （評価方法） （評価方法）

レポート
視聴報告書
単位認定試験
行動観察

レポート
単位認定試験
行動観察

レポート
行動観察
授業プリント

・技能がどのような
ステップを経て上達
するか説明できる。
・練習によって技能
が上達すると，どの
ような特徴がみられ
るかをあげることが
できる。

・運動やスポーツの技能の上達過程を
試行錯誤の段階，意図的な調整の段階
及び自動化の段階の三つに分ける考え
方があること，また，これらの段階に応
じて，効果的に上達を図るためには，良
い動きを参考として自己の課題を設定
すること，課題解決のための自己に適
した練習方法を選択すること，自己観
察や他者観察を通して課題を発見し解
決すること，上達に応じて次の課題を
設定することといった取り組み方が運
動の継続に有効であることについて，
理解したことを言ったり書いたりしてい
る。
・技能の獲得には，一定の期間がかか
ることを踏まえ，解決すべき課題を意識
した上で，繰り返し取り組むことが安定
した技能の定着につながることについ
て，理解したことを言ったり書いたりし
ている。

・体の動きはどのよ
うなしくみで開始さ
れ，持続していくの
か説明できる。
・よい動きを支える
調整力について例
をあげて説明でき
る。

・目的に応じたさま
ざまなトレーニング
の方法を説明でき
る。
・筋力，持久力，調
整力，柔軟性を高め
る具体的な方法を
あげることができ
る。

・スポーツ外傷とス
ポーツ障害の違い
を説明できる。
・スポーツ活動中に
起きる重大な事故を
あげ，その発生原因
と予防方法を説明
できる

・運動やスポーツを行う際は，気象条件
の変化など様々な危険を予見し，回避
することが求められること及び，気象条
件や自然環境の変化など様々な危険を
予見し回避するためには，けがや事故
の防止のための対策，発生時の処置，
回復期の対処などの各場面での適切な
対応方法を想定しておくこと，けがや事
故につながりそうな体験から行動や活
動環境の修正を図ることが有効である
ことについて，理解したことを言ったり
書いたりしている。
・運動やスポーツを行う際，個人の体力
に不適切で過度な負荷や一定部位へ
の長期的な酷使は，けがや疾病の原因
となる可能性があること，また，これらを
予防することでスポーツが末永く継続
できることについて，理解したことを
言ったり書いたりしている。

・ネット型では、役割
に応じたボール操作
や安定した用具の
操作と連携した動き
によって空いた場所
をめぐる攻防をする
ことができる。

勝敗を競う楽しさや喜びを味わい、技
術の名称や行い方、体力の高め方、運
動観察の方法を理解するとともに、作
戦に応じた技能で仲間と連携しゲーム
を展開することができる。

攻防などの自己やチームの課題を発見
し、合理的な解決に向けて運動の取り
組み方を工夫するとともに、自己や仲
間の考えたことを他者に伝えている。

球技に自主的に取り組むとともに、フェ
アなプレイを大切にしようとすること、作
戦などについての話し合いに貢献しよ
うとすること、一人一人の違いに応じた
プレイなどを大切にしようとすること、互
いに助け合い教え合おうとすることなど
や、健康・安全を確保しようとしている。

［評価基準］　　A：十分達成している　　　B：概ね達成している　　　C:努力を要する

・運動やスポーツの技能は，体力と相互
に関連しており，技能は，身長や体重な
どの体格や巧みさなどの体力との関連
で発揮されることについて，理解したこ
とを言ったり書いたりしている。
・運動やスポーツの技能を発揮する際
には，個々の技能に関連した体力を高
めることが必要になることや，期待され
る成果に応じた技能や体力の高め方が
あることについて，理解したことを言っ
たり書いたりしている。
・運動やスポーツを行う際，個人の体力
に不適切で過度な負荷や一定部位へ
の長期的な酷使は，けがや疾病の原因
となる可能性があること，また，これらを
予防することでスポーツが末永く継続
できることについて，理解したことを
言ったり書いたりしている。

2単元　運動・スポーツの学び方
技能の上達過程と練習
球技における戦術の特徴を比較し
てみよう
ゲームにおける戦術的判断

2単元　運動・スポーツの学び方
効果的な動きのメカニズム
運動・スポーツと脳
動きと力

2単元　運動・スポーツの学び方
体力トレーニング

球技
ビーチボール

2単元　運動・スポーツの学び方
運動やスポーツでの安全の確保
スポーツによるさまざまなリスクを考
えてみよう
スポーツ外傷・障害とその原因
健康づくりのために運動を実践して
みよう

・運動やスポーツの効果的な学習の仕
方について，概念と自己の状況を関連
付けたりして，自己や社会についての
課題を発見すること。
・運動やスポーツの活動時の健康・安
全の確保の仕方について，習得した知
識を基に，環境の異なる場所や変化を
想定して，危険を予見し回避するため
の自己の提案を言葉や文章などを通し
て他者に伝えること。

運動やスポーツの効果的な学習の仕方
についての学習に，主体的に取り組も
うとしている。

評価規準

科目

体育c

学習内容 到達目標

評価規準



相生学院高等学校

教科 教科書番号 出版社 教科書名

保健体育 保体701 大修館 現代高等保健体育

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

（評価方法） （評価方法） （評価方法）

レポート
視聴報告書
単位認定試験
行動観察

レポート
単位認定試験
行動観察

レポート
行動観察
授業プリント

・社会の変化にとも
なってスポーツの役
割がどのように変化
したのかを説明でき
る。
.・ライフステージに
対応したスポーツの
楽しみ方を説明でき
る。

・スポーツには，乳・幼児期から高齢期
に至るライフステージごとに，体格や体
力の変化などに見られる身体的特徴，
精神的ストレスの変化などに見られる
心理的特徴，人間関係や所属集団の変
化などに見られる社会的特徴に応じた
多様な楽しみ方があることについて，理
解したことを言ったり書いたりしてい
る。
・各ライフステージにおけるスポーツの
楽しみ方は，個人のスポーツ経験や学
習によって育まれたスポーツに対する
欲求や考え方，健康や体力を求める必
要性や個人の健康目標などによっても
変化するものであることについて，理解
したことを言ったり書いたりしている。

・「する」スポーツラ
イフスタイルについ
て例をあげ説明で
きる。
・現在の自分のス
ポーツライフの諸条
件を整理し，今後の
豊かな設計のため
の諸条件や工夫の
しかたの例をあげら
れる。

・生涯にわたって「する，みる，支える，
知る」などのスポーツを多様に継続する
ためには，ライフステージに応じたス
ポーツの楽しみ方を見付けることに加
え，それぞれの生き方や暮らし方といっ
たライフスタイルに応じた無理のないス
ポーツへの関わり方が大切であること
について，理解したことを言ったり書い
たりしている。
・ライフステージやライフスタイルによっ
ては，仕事の種類や暮らし方によって
運動に関わる機会が減少することもあ
るため，仕事と生活の調和を図ること，
運動の機会を生み出す工夫をするこ
と，多様な関わり方を実現するための
具体的な設計の仕方があることについ
て，理解したことを言ったり書いたりし
ている。

・国内でスポーツを
推進してきた従来の
取り組みを説明でき
る。
・自分が住んでいた
身近な地域における
スポーツ推進の取り
組みについて例を
あげられる。

・国や地方自治体は，スポーツの推進
のために様々な施策を行っており，人
や財源，施設や用具，情報などを人々
に提供するなどの条件整備を行ってい
ること，また，スポーツの推進を支援す
るために，企業や競技者の社会貢献，
スポーツボランティアや非営利組織
（NPO 等）などが見られるようになって
いることについて，理解したことを言っ
たり書いたりしている。

・これまでとこれから
のスポーツライフの
違いを説明できる。
・豊かなスポーツラ
イフを創造していく
ための課題につい
て例をあげて説明
できる。

・スポーツを，人生に潤いをもたらす貴
重な文化的財産として未来に継承する
ためには，スポーツには健康で生き生
きとした生活をもたらしたり，様々な
人々とつながったりするなどの可能性
がある反面，過度な運動による健康へ
の悪影響や勝利を優先する余り人間関
係を悪化させるなどの問題点があるこ
とについて，理解したことを言ったり書
いたりしている。
・人生に潤いをもたらす適切な関わり
方を継続するためには，「する」だけで
なく，豊かなスポーツライフを実現する
ための「みる」，「支える」，「知る」などの
卒業後のスポーツへの多様な関わり方
を構想したり，設計したりすることが重
要であることについて，理解したことを
言ったり書いたりしている。

3単元　豊かなスポーツライフの設
計
生涯スポーツの見方・考え方
スポーツ科学のすすめ
スポーツにかかわる職業

3単元　豊かなスポーツライフの設
計
ライフスタイルに応じたスポーツ
身のまわりの人のスポーツライフを
調べてみよう
自分でスポーツライフを設計してみ
よう

3単元　豊かなスポーツライフの設
計
スポーツを推進する取り組み
諸外国のスポーツを推進する取り
組みを調べてみよう

3単元　豊かなスポーツライフの設
計
豊かなスポーツライフの創造

・ライフステージにおけるスポーツの楽
しみ方やライフスタイルに応じたスポー
ツとの関わり方について，自己や自己
を取り巻く環境の変化を予想し，自己
や社会についての課題を発見するこ

と。
・豊かなスポーツライフが広がる未来の
社会について，これまで学習したことを
基に，将来の自己のスポーツ設計や未
来の社会についての自己の提案を言
葉や文章などを通して他者に伝えるこ

と。

豊かなスポーツライフの設計の仕方に
ついての学習に，主体的に取り組もうと

している。

評価規準

科目

体育d

学習内容 到達目標

評価規準



・ターゲット型では、
フェアプレイ精神の
もと、環境に応じた
ボール操作や安定
した用具の操作と他
者と競い、自分の技
能を高めることがで
きる。
※ネット型では、役
割に応じたボール操
作や安定した用具
の操作と連携した動
きによって空いた場
所をめぐる攻防をす
ることができる。

勝敗を競う楽しさや喜びを味わい、技
術の名称や行い方、体力の高め方、運
動観察の方法を理解するとともに、環
境に応じた技能を駆使してゲームを展
開することができる。

※勝敗を競う楽しさや喜びを味わい、
技術の名称や行い方、体力の高め方、
運動観察の方法を理解するとともに、
作戦に応じた技能で仲間と連携しゲー
ムを展開することができる。

自己の課題を発見し、合理的な解決に
向けて運動の取り組み方を工夫すると
ともに、自己の考えたことを他者に伝え
ている。

※攻防などの自己やチームの課題を発
見し、合理的な解決に向けて運動の取
り組み方を工夫するとともに、自己や仲
間の考えたことを他者に伝えている。

球技に自主的に取り組むとともに、フェ
アなプレイを大切にしようとすること、互
いの技術の上達に向けて助け合い高
め合おうとすること，記録の役割を積極
的に引き受け自己の責任を果たそうと
することや、健康・安全を確保しようとし
ている。

※球技に自主的に取り組むとともに、
フェアなプレイを大切にしようとするこ
と、作戦などについての話し合いに貢献
しようとすること、一人一人の違いに応
じたプレイなどを大切にしようとするこ
と、互いに助け合い教え合おうとするこ
となどや、健康・安全を確保しようとして
いる。

［評価基準］　　A：十分達成している　　　B：概ね達成している　　　C:努力を要する

球技
グランドゴルフ
※雨天時；卓球



相生学院高等学校

教科 教科書番号 出版社 教科書名

保健体育 保体901 大修館 現代高等保健体育 改訂版

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

（評価方法） （評価方法） （評価方法）

レポート
視聴報告書
単位認定試験
行動観察

レポート
単位認定試験
行動観察

レポート
行動観察
授業プリント

・さまざまな健康の
考え方について例を
あげて説明できる。
・健康を成り立たせ
ている要因について
例をあげて説明で
きる。

・我が国の死亡率，受療率，平均寿命，
健康寿命など各種の指標や疾病構造
の変化を通して国民の健康課題につい
て，理解したことを言ったり書いたりし
ている。
・健康水準，及び疾病構造の変化には，
科学技術の発達，及び生活様式や労働
形態を含む社会の状況が関わっている
ことについて，理解したことを言ったり
書いたりしている。

・わが国の健康水準
の変化とその背景に
ついて説明できる。
・わが国の現在の健
康問題について例
をあげて説明でき
る。

・健康水準の向上，疾病構造の変化に
伴い，個人や集団の健康についての考
え方も変化してきていることについて，
理解したことを言ったり書いたりしてい
る。
・免疫，遺伝，生活行動などの主体要因
と，自然，経済，文化，保健・医療サービ
スなどの環境要因が互いに影響し合い
ながら健康の成立に関わっていること
について，理解したことを言ったり書い
たりしている。

・生活習慣病の種類
と要因について説明
できる。
・生活習慣病の一次
予防，二次予防につ
いて例をあげて説
明できる。

・がんの種類や原因
について説明でき
る。
・がんの一次予防と
二次予防について
例をあげて説明で
きる。

・がんのおもな治療
法や緩和ケアについ
て説明できる。
・がん検診の普及や
情報サービスの整
備などの社会的な
対策について説明
できる。

・健康と運動の関係
について説明でき
る。
・目的に応じた健康
的な運動のしかたに
ついて例をあげて
説明できる。

・食事と健康の関係
について説明でき
る。
・健康的な食事のと
り方について説明で
きる。

・健康と休養の関係
及び適切な休養の
とり方について説明
できる。
・健康と睡眠の関係
及び健康によい睡
眠のとり方について
説明できる。

1単元　現代社会と健康
健康の考え方と成り立ち
健康のとらえ方の歴史を振り返って
みよう
生きることと病気について考えてみ
よう

1単元　現代社会と健康
私たちの健康のすがた

1単元　現代社会と健康
生活習慣病の予防と回復

1単元　現代社会と健康
がんの原因と予防

1単元　現代社会と健康
がんの治療と回復
がんの克服をめざして～がん治療
最前線～
がんとともに生きる人々を支える取
り組み

・健康の考え方について，健康に関わる
原則や概念を基に整理したり，個人及
び社会生活と関連付けたりして，自他
や社会の課題を発見している。
・国民の健康課題について，我が国の
健康水準の向上や疾病構造の変化に
関するデータや資料に基づいて分析
し，生活の質の向上に向けた課題解決
の方法をヘルスプロモーションの考え
方を踏まえて整理している。
・健康の考え方について，自他や社会
の課題の解決方法と，それを選択した
理由などを話し合ったり，ノートなどに
記述したりして，筋道を立てて説明して
いる。

健康の考え方について，課題の解決に
向けた学習に主体的に取り組もうとし
ている。

1単元　現代社会と健康
運動と健康
自分の身体活動量を調べてみよう

1単元　現代社会と健康
食事と健康
BMIから自分の肥満度を調べてみ
よう

1単元　現代社会と健康
休養・睡眠と健康

評価規準

科目

保健a

学習内容 到達目標

評価規準

生活習慣病とその予防について，課題
の解決に向けた学習に主体的に取り組
もうとしている。

・がん，脳血管疾患，虚血性心疾患，高
血圧症，脂質異常症，糖尿病などを適
宜取り上げ，これらの生活習慣病など
のリスクを軽減し予防するには，適切な
運動，食事，休養及び睡眠など，調和の
とれた健康的な生活を続けることが必
要であること，定期的な健康診断やが
ん検診などを受診することが必要であ
ることについて，理解したことを言った
り書いたりしている。
・がんは，肺がん，大腸がん，胃がんな
ど様々な種類があり，生活習慣のみな
らず細菌やウイルスの感染などの原因
もあることについて，理解したことを
言ったり書いたりしている。
・生活習慣病などの予防と回復には，個
人の取組とともに，健康診断やがん検
診の普及，正しい情報の発信など社会
的な対策が必要であることについて，
理解したことを言ったり書いたりしてい
る。

・生活習慣病などの予防と回復につい
て，健康に関わる原則や概念を基に整
理したり，個人及び社会生活と関連付
けたりして，自他や社会の課題を発見
している。
・生活習慣病などの予防と回復につい
て，習得した知識を基に自他の生活習
慣や社会環境を分析し，リスクの軽減
と生活の質の向上に必要な個人の取組
や社会的な対策を整理している。
・生活習慣病などの予防と回復につい
て，自他や社会の課題の解決方法と，
それを選択した理由などを話し合った
り，ノートなどに記述したりして，筋道を
立てて説明している。



・喫煙者やその周囲
の人に起こる害につ
いて説明できる。
・喫煙対策につい
て，個人と社会に分
けて例をあげて説
明できる。

・飲酒による健康へ
の短期的影響と長
期的影響を説明で
きる。
・飲酒による健康問
題に対する個人や
社会環境への対策
について例をあげて
説明できる。

・薬物乱用が心身の
健康や社会に及ぼ
す影響について説
明できる。
・薬物乱用防止のた
めの個人や社会環
境への対策例をあ
げることができる。

・精神疾患の例をあ
げ，発病の要因とお
もな症状について説
明できる。
・現代社会における
精神保健の課題を
あげることができ
る。

・精神疾患を予防す
る方法について説
明できる。
・精神疾患の早期発
見のために必要なこ
とについて説明でき
る。

・精神疾患の治療に
ついて例をあげて
説明できる。
・精神疾患の適切な
治療や回復のため
には，どのような社
会環境が必要か説
明できる。

・感染症とは何かに
ついて潜伏期間や
感染力なども含めて
説明できる。
・新興感染症と再興
感染症が流行する
要因をそれぞれ説
明できる。

・感染症の予防対策
について３原則から
例をあげて説明で
きる。
・感染症への個人と
社会の対策につい
て例をあげて説明
できる。

・性感染症・エイズ
がほかの感染症と
異なる点について説
明できる。
・性感染症・エイズ
の予防とその対策に
ついて個人と社会に
分けて例をあげるこ
とができる。
・意思決定・行動選
択に影響を与える
要因について説明
できる。
・健康に関する適切
な意思決定・行動選
択の際の工夫につ
いて例をあげて説
明できる。

・社会環境の健康へ
の影響について例
をあげて説明でき
る。
・ヘルスプロモー
ションの考え方にも
とづく環境づくりの
特徴について説明
できる。

1単元　現代社会と健康
飲酒と健康
酒の広告について考えてみよう

1単元　現代社会と健康
喫煙と健康

1単元　現代社会と健康
健康に関する意思決定・行動選択
イッキ飲みを防ごう
望ましくない習慣をやめる作戦を考
えよう

1単元　現代社会と健康
薬物乱用と健康
薬物乱用への誘いに対処してみよう

1単元　現代社会と健康
精神疾患の特徴

1単元　現代社会と健康
感染症の予防

1単元　現代社会と健康
性感染症・エイズとその予防

・喫煙や飲酒は，生活習慣病などの要
因となり心身の健康を損ねること，喫煙
や飲酒による健康課題を防止するに
は，正しい知識の普及，健全な価値観
の育成などの個人への働きかけ，及び
法的な整備も含めた社会環境への適
切な対策が必要であることについて，
理解したことを言ったり書いたりしてい
る。
・コカイン，MDMA などの麻薬，覚醒
剤，大麻など，薬物の乱用は，心身の健
康，社会の安全などに対して深刻な影
響を及ぼすことから，決して行ってはな
らないことについて，理解したことを
言ったり書いたりしている。
・薬物乱用を防止するには，正しい知識
の普及，健全な価値観や規範意識の育
成などの個人への働きかけ，及び法的
な規制や行政的な対応など社会環境へ
の対策が必要であることについて，理
解したことを言ったり書いたりしてい
る。

1単元　現代社会と健康
精神疾患の予防
ストレスや不安に対処しよう

1単元　現代社会と健康
精神疾患からの回復
うつ病からの回復をたどってみよう

1単元　現代社会と健康
現代の感染症
新たなインフルエンザを警戒しよう
新たな脅威～薬剤耐性菌～

・精神疾患は，精神機能の基盤となる心理
的，生物的，または社会的な機能の障害な
どが原因となり，認知，情動，行動などの不
調により，精神活動が不全になった状態で
あることについて，理解したことを言ったり
書いたりしている。
・うつ病，統合失調症，不安症，摂食障害な
どは，誰もが罹患しうること，若年で発症す
る疾患が多いこと，適切な対処により回復
し生活の質の向上が可能であることについ
て，理解したことを言ったり書いたりしてい
る。
・精神疾患の予防と回復には，身体の健康
と同じく，適切な運動，食事，休養及び睡眠
など，調和のとれた生活を実践すること，早
期に心身の不調に気付くこと，心身に起
こった反応については体ほぐしの運動など
のリラクセーションの方法でストレスを緩和
することなどが重要であることについて，理
解したことを言ったり書いたりしている。
・心身の不調時には，不安，抑うつ，焦燥，
不眠などの精神活動の変化が，通常時より
強く，持続的に生じること，心身の不調の早
期発見と治療や支援の早期の開始によっ
て回復可能性が高まることについて，理解
したことを言ったり書いたりしている。
・人々が精神疾患について正しく理解する
とともに，専門家への相談や早期の治療な
どを受けやすい社会環境を整えることが重
要であること，偏見や差別の対象ではない
ことについて，理解したことを言ったり書い
たりしている。

・感染症は，時代や地域によって自然環
境や社会環境の影響を受け，発生や流
行に違いが見られること，その際，交通
網の発達により短時間で広がりやすく
なっていること，また，新たな病原体の
出現，感染症に対する社会の意識の変
化等によって，腸管出血性大腸菌（Ｏ
157 等）感染症，結核などの新興感染
症や再興感染症の発生や流行が見ら
れることについて，理解したことを言っ
たり書いたりしている。
・感染症のリスクを軽減し予防するに
は，衛生的な環境の整備や検疫，正し
い情報の発信，予防接種の普及など社
会的な対策とともに，それらを前提とし
た個人の取組が必要であること，エイ
ズ及び性感染症についても，その原
因，及び予防のための個人の行動選択
や社会の対策について，理解したことを
言ったり書いたりしている。

・現代の感染症とその予防について，健
康に関わる原則や概念を基に整理した
り，個人及び社会生活と関連付けたり
して，自他や社会の課題を発見してい
る。
・感染症の発生や流行には時代や地域
によって違いがみられることについて，
事例を通して整理し，感染のリスクを軽
減するための個人の取組及び社会的な
対策に応用している。
・現代の感染症とその予防について，自
他や社会の課題の解決方法と，それを
選択した理由などを話し合ったり，ノー
トなどに記述したりして，筋道を立てて
説明している。

・健康を保持増進するには，ヘルスプロ
モーションの考え方に基づき，適切な意
思決定や行動選択により，疾病等のリ
スクを軽減することを含め，自らの健康
を適切に管理することが必要であると
ともに，環境づくりが重要であることに
ついて，理解したことを言ったり書いた
りしている。
・適切な意思決定や行動選択には，個
人の知識，価値観，心理状態，及び人
間関係などを含む社会環境が関連して
いることについて，理解したことを言っ
たり書いたりしている。
・健康を保持増進するための環境に
は，自然環境，及び政策や制度，地域
活動などの様々な社会環境があること
について，理解したことを言ったり書い
たりしている。

・健康の考え方について，健康に関わる
原則や概念を基に整理したり，個人及
び社会生活と関連付けたりして，自他
や社会の課題を発見している。
・国民の健康課題について，我が国の
健康水準の向上や疾病構造の変化に
関するデータや資料に基づいて分析
し，生活の質の向上に向けた課題解決
の方法をヘルスプロモーションの考え
方を踏まえて整理している。
・健康の考え方について，自他や社会
の課題の解決方法と，それを選択した
理由などを話し合ったり，ノートなどに
記述したりして，筋道を立てて説明して
いる。

・喫煙，飲酒，薬物乱用の防止につい
て，健康に関わる原則や概念を基に整
理したり，個人及び社会生活と関連付
けたりして，自他や社会の課題を発見
している。
・喫煙，飲酒，薬物乱用の防止につい
て，我が国のこれまでの取組を個人へ
の働きかけと社会環境への対策の面か
ら分析したり，諸外国と比較したりし
て，防止策を評価している。
・喫煙，飲酒，薬物乱用の防止につい
て，自他や社会の課題の解決方法と，
それを選択した理由などを話し合った
り，ノートなどに記述したりして，筋道を
立てて説明している。

喫煙，飲酒，薬物乱用について，課題の
解決に向けた学習に主体的に取り組も
うとしている。

・精神疾患の予防と回復について，健
康に関わる原則や概念を基に整理した
り，個人及び社会生活と関連付けたり
して，自他や社会の課題を発見してい
る。
・精神疾患の予防と回復について，習
得した知識を基に，心身の健康を保ち，
不調に早く気付くために必要な個人の
取組や社会的な対策を整理している。
・精神疾患の予防と回復について，自
他や社会の課題の解決方法と，それを
選択した理由などを話し合ったり，ノー
トなどに記述したりして，筋道を立てて
説明している。

精神疾患の予防とその回復について，
課題の解決に向けた学習に主体的に取
り組もうとしている。

現代の感染症とその予防について，課
題の解決に向けた学習に主体的に取り
組もうとしている。

健康の考え方について，課題の解決に
向けた学習に主体的に取り組もうとし
ている。

1単元　現代社会と健康
健康に関する環境づくり
暮らしているだけで健康になる環境
を考えよう



・事故の実態と被害
の実態について説
明できる。
・事故の発生には人
的要因と環境要因
が関連していること
について例をあげて
説明できる。

・事故は，地域，職場，家庭，学校など
様々な場面において発生していること，
事故の発生には，周りの状況の把握及
び判断，行動や心理などの人的要因，
気象条件，施設・設備，車両，法令，制
度，情報体制などの環境要因などが関
連していることについて，理解したこと
を言ったり書いたりしている。

・安全のために必要
な個人の行動につ
いて例をあげて説
明できる。
・すべての人たちの
安全を確保するた
めに必要な環境整
備について例をあ
げて説明できる。

・事故を防止したり事故の発生に伴う
傷害等を軽減したりすることを目指す
安全な社会の形成には，交通安全，防
災，防犯などを取り上げて，法的な整備
などの環境の整備，環境や状況に応じ
た適切な行動などの個人の取組，及び
地域の連携などが必要であることにつ
いて，理解したことを言ったり書いたり
している。

・交通事故防止にお
ける個人の取り組み
と交通環境の整備
について例をあげて
説明できる。
・交通事故における
責任を３つに分けて
説明できる。

・交通事故を防止するには，自他の生
命を尊重するとともに，自分自身の心
身の状態や周りの環境，車両の特性な
どを把握すること，及び個人の適切な
行動，交通環境の整備が必要であるこ
とについて，理解したことを言ったり書
いたりしている。

・応急手当の意義に
ついて説明できる。
・傷病者を発見した
ときに，確認・観察
するポイントをあげ
ることができる。

・適切な応急手当は，傷害や疾病の悪
化を防いだり，傷病者の苦痛を緩和し
たりすることについて，理解したことを
言ったり書いたりしている。
・自他の生命や身体を守り，不慮の事
故災害に対応できる社会をつくるには，
一人一人が適切な連絡・通報や運搬も
含む応急手当の手順や方法を身に付
けるとともに，自ら進んで行う態度が必
要であること，さらに，社会の救急体制
の整備を進めること，救急体制を適切
に利用することが必要であることにつ
いて，理解したことを言ったり書いたり
している。

・日常的なけがや熱
中症の応急手当の
手順や方法につい
て説明できる。
・実際に，日常的な
けがや熱中症の応
急手当ができる。

・日常生活で起こる傷害や，熱中症など
の疾病の際には，それに応じた体位の
確保・止血・固定などの基本的な応急
手当の方法や手順があることを，実習
を通して理解し，応急手当ができるよう
にする。

・心肺蘇生法の方法
と手順について説明
できる。
・実際に，心肺蘇生
法をおこなうことが
できる。

・心肺停止状態においては，急速に回
復の可能性が失われつつあり，速やか
な気道確保，人工呼吸，胸骨圧迫，
AED（自動体外式除細動器）の使用な
どが必要であること，及び方法や手順
について，実習を通して理解したことを
言ったり書いたりし，AED などを用い
て心肺蘇生法ができる。

［評価基準］　　A：十分達成している　　　B：概ね達成している　　　C:努力を要する

2単元　安全な社会生活
心肺蘇生法
心肺蘇生法を実習しよう

2単元　安全な社会生活
日常的な応急手当

・安全な社会づくりについて，安全に関
わる原則や概念を基に整理したり，個
人及び社会生活と関連付けたりして，
自他や社会の課題を発見している。
・安全な社会づくりについて，様々な事
故や災害の事例から，安全に関する情
報を整理し，環境の整備に応用してい
る。
・交通安全について，習得した知識を基
に，事故につながる危険を予測し回避
するための自他や社会の取組を評価し
ている。
・安全な社会づくりについて，自他や社
会の課題の解決方法と，それを選択し
た理由などを話し合ったり，ノートなど
に記述したりして，筋道を立てて説明し
ている。

安全な社会づくりについて，課題の解
決に向けた学習に主体的に取り組もう
としている

2単元　安全な社会生活
応急手当の意義とその基本

・応急手当について，安全に関わる原
則や概念を基に整理したり，個人及び
社会生活と関連付けたりして，自他や
社会の課題を発見している。
・応急手当について，習得した知識や技
能を事故や災害で生じる傷害や疾病に
関連付けて，悪化防止のための適切な
方法に応用している。
・応急手当について，自他や社会の課
題の解決方法と，それを選択した理由
などを話し合ったり，ノートなどに記述し
たりして，筋道を立てて説明している。

応急手当について，課題の解決に向け
た学習に主体的に取り組もうとしてい
る。

2単元　安全な社会生活
事故の現状と発生要因

2単元　安全な社会生活
安全な社会の形成
時間の流れにそった防災・避難訓練
をつくろう
犯罪から身を守ろう

2単元　安全な社会生活
交通における安全



相生学院高等学校

教科 教科書番号 出版社 教科書名

保健体育 保体701 大修館 現代高等保健体育

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

（評価方法） （評価方法） （評価方法）

レポート
視聴報告書
単位認定試験
行動観察

レポート
単位認定試験
行動観察

レポート
行動観察
授業プリント

・ライフステージと健
康の関連について
説明できる。
・各ライフステージ
で活用できる社会
からの支援について
例をあげることがで
きる。

・思春期における体
の変化を，女性と男
性に分けて説明で
きる。
・思春期の心の発達
にかかわって起こる
問題について例を
あげることができ
る。

・性意識の男女差に
ついて例をあげて
説明できる。
・性情報が性行動の
選択に影響を及ぼ
す例をあげることが
できる。

・妊娠・出産の過程
における健康課題に
ついて説明できる。
・妊娠・出産期に活
用できる母子保健
サービスの例をあげ
ることができる。

・家族計画の意義と
適切な避妊法につ
いて説明できる。
・人工妊娠中絶が心
身に及ぼす影響に
ついて説明できる。

・心身の発達と結婚
生活の関係につい
て説明できる。
・結婚生活を健康的
に送るために必要な
考え方や行動をあ
げることができる。

・加齢にともなう心
身の変化について
例をあげて説明で
きる。
・高齢社会に必要な
社会的な取り組みに
ついて例をあげて
説明できる。

・中高年期を健やかに過ごすためには，
若いときから，健康診断の定期的な受
診などの自己管理を行うこと，生きがい
をもつこと，運動やスポーツに取り組む
こと，家族や友人などとの良好な関係を
保つこと，地域における交流をもつこと
などが関係することについて，理解した
ことを言ったり書いたりしている。
・高齢期には，加齢に伴い，心身の機能
や形態が変化すること，その変化には
個人差があること，疾病や事故のリスク
が高まること，健康の回復が長期化す
る傾向にあることについて，理解したこ
とを言ったり書いたりしている。
・高齢社会では，認知症を含む疾病等
への対処，事故の防止，生活の質の保
持，介護などの必要性が高まることなど
から，保健・医療・福祉の連携と総合的
な対策が必要であることについて，理
解したことを言ったり書いたりしてい
る。

生涯の各段階における健康について，
課題の解決に向けた学習に主体的に取
り組もうとしている。

・思春期における心身の発達や性的成
熟に伴う身体面，心理面，行動面など
の変化に関わり，健康課題が生じること
があることについて，理解したことを
言ったり書いたりしている。
・思春期の心身の変化に対応して，自
分の行動への責任感や異性を理解した
り尊重したりする態度が必要であるこ
と，及び性に関する情報等への適切な
対処が必要であることについて，理解し
たことを言ったり書いたりしている。

・結婚生活について，心身の発達や健
康の保持増進の観点から理解したこと
を言ったり書いたりしている。
・受精，妊娠，出産とそれに伴う健康課
題について，理解したことを言ったり書
いたりしている。
・家族計画の意義や人工妊娠中絶の心
身への影響などについて，理解したこと
を言ったり書いたりしている。
・結婚生活を健康に過ごすには，自他
の健康に対する責任感，良好な人間関
係や家族や周りの人からの支援，及び
母子の健康診査の利用や保健相談な
どの様々な保健・医療サービスの活用
が必要であることについて，理解したこ
とを言ったり書いたりしている。

・生涯の各段階における健康について，
健康に関わる原則や概念を基に整理し
たり，個人及び社会生活と関連付けた
りして，自他や社会の課題を発見して
いる。
・思春期と健康について，習得した知識
を基に，心身の発達や性的成熟に伴う
健康課題を解決するために，性に関わ
る情報を適切に整理している。
・結婚生活と健康について，習得した知
識を基に，結婚生活に伴う健康課題の
解決や生活の質の向上に向けて，保
健・医療サービスの活用方法を整理し
ている。
・加齢と健康について，習得した知識を
基に，中高年期の疾病や事故のリスク
軽減のための個人の取組と社会的対
策を評価している。
・生涯の各段階における健康について，
自他や社会の課題の解決方法と，それ
を選択した理由などを話し合ったり，
ノートなどに記述したりして，筋道を立
てて説明している。

評価規準

科目

保健b

学習内容 到達目標

評価規準

３単元　生涯を通じる健康
ライフステージと健康

３単元　生涯を通じる健康
思春期と健康

３単元　生涯を通じる健康
性意識と性行動の選択
性教育について考えてみよう

３単元　生涯を通じる健康
妊娠・出産と健康

３単元　生涯を通じる健康
避妊法と人工妊娠中絶
それは本当に正しい避妊法ですか

３単元　生涯を通じる健康
結婚生活と健康

３単元　生涯を通じる健康
中高年期と健康



・働くことの意義と
健康とのかかわりに
ついて説明できる。
・働き方や働く人の
健康問題の変化に
ついて説明できる。

・労働災害の種類と
その原因について
例をあげて説明で
きる。
・労働災害を防止す
るために必要なこと
をあげることができ
る。

・職場がおこなう健
康に関する取り組み
について例をあげて
説明できる。
・余暇を積極的にと
ることの意義につい
て説明できる。

・働く人の健康の保持増進は，職場の
健康管理や安全管理とともに，心身両
面にわたる総合的，積極的な対策の推
進が図られることで成り立つことについ
て，理解したことを言ったり書いたりし
ている。
・働く人の日常生活においては，積極的
に余暇を活用するなどして生活の質の
向上を図ることなどで健康の保持増進
を図っていくことが重要であることにつ
いて，を理解したことを言ったり書いた
りしている。

・大気汚染の原因と
健康への影響につ
いて例をあげて説
明できる。
・大気にかかわる地
球規模の健康問題
について例をあげて
説明できる。

・水質汚濁，土壌汚
染の原因とその健
康影響を説明でき
る。
・大気，水，土壌にま
たがる複合的な環
境汚染の発生のしく
みについて説明でき
る。

・環境汚染による健
康被害を防ぐ方法
について説明でき
る。
・産業廃棄物の処理
について説明でき
る。

・健康への影響や被害を防止するために
は，汚染物質の排出をできるだけ抑制した
り，排出された汚染物質を適切に処理した
りすることなどが必要であることについて，
理解したことを言ったり書いたりしている。
・健康への影響や被害を防止するために環
境基本法などの法律等が制定されており，
環境基準の設定，排出物の規制，監視体制
の整備などの総合的・計画的対策が講じら
れていることについて，理解したことを言っ
たり書いたりしている。

・ごみの処理の現状
やその課題につい
て説明できる。
・上下水道のしくみ
と健康にかかわる課
題を説明できる。

・ごみの処理の現状やその課題について説
明できる。
・上下水道のしくみと健康にかかわる課題
を説明できる。

・食品の安全性と健
康とのかかわりにつ
いて説明できる。
・食品の安全性に関
する今日的課題に
ついて説明できる。

・人々の健康を支えるためには，食品の
安全性を確保することが重要であり，
食品の安全性が損なわれると，健康に
深刻な被害をもたらすことがあり，食品
の安全性を確保することは健康の保持
増進にとって重要であることについて，
理解したことを言ったり書いたりしてい
る。

・食品の安全性を確
保するための行政
や製造者の役割に
ついて説明できる。
・食品の安全性を確
保するための個人
の役割について説
明できる。

・食品の安全性を確保するために，食
品衛生法などの法律等が制定されてお
り，様々な基準に基づいて食品衛生活
動が行われていることや，食品の製造・
加工・保存・流通など，各段階での適切
な管理が重要であることについて，理
解したことを言ったり書いたりしてい
る。
・食品衛生に関わる健康被害の防止と
健康の保持増進には，適切に情報を公
開，活用するなど行政・生産者・製造
者・消費者などが互いに関係を保ちな
がら，それぞれの役割を果たすことが
重要であることについて，理解したこと
を言ったり書いたりしている。

・労働による傷害や職業病などの労働
災害は，作業形態や作業環境の変化に
伴い質や量が変化してきたことについ
て，理解したことを言ったり書いたりし
ている。
・労働災害を防止するには，作業形態
や作業環境の改善，長時間労働をはじ
めとする過重労働の防止を含む健康管
理と安全管理が必要であることについ
て，理解したことを言ったり書いたりし
ている。

・労働と健康について，健康に関わる原
則や概念を基に整理したり，個人及び
社会生活と関連付けたりして，自他や
社会の課題を発見している。
・働く人の健康の保持増進について，習
得した知識を基に，生活の質の向上を
図ることと関連付けて，課題解決の方
法に応用している。
・労働災害と健康について，習得した知
識を基に，労働災害の防止に向けて，
個人の取組と社会的対策を整理してい
る。
・労働と健康について，自他や社会の課
題の解決方法と，それを選択した理由
などを話し合ったり，ノートなどに記述し
たりして，筋道を立てて説明している。

労働と健康について，課題の解決に向
けた学習に主体的に取り組もうとして
いる。

・人間の生活や産業活動は，大気汚
染，水質汚濁，土壌汚染などの自然環
境汚染を引き起こし，健康に影響を及
ぼしたり被害をもたらしたりすることが
あるということについて，理解したこと
を言ったり書いたりしている。

・環境と健康について，健康に関わる原
則や概念を基に整理したり，個人及び
社会生活と関連付けたりして，自他や
社会の課題を発見している。
・人間の生活や産業活動などによって
引き起こされる自然環境汚染につい
て，事例を通して整理し，疾病等のリス
クを軽減するために，環境汚染の防止
や改善の方策に応用している。
・環境と健康について，自他や社会の課
題の解決方法と，それを選択した理由
などを話し合ったり，ノートなどに記述し
たりして，筋道を立てて説明している。

環境と健康について，課題の解決に向
けた学習に主体的に取り組もうとして
いる。

・食品と健康について，健康に関わる原
則や概念を基に整理したり，個人及び
社会生活と関連付けたりして，自他や
社会の課題を発見している。
・食品の安全性と食品衛生に関わる活
動について，習得した知識を自他の日
常生活に適用して，健康被害の防止と
健康を保持増進するための計画を立て
ている。
・食品と健康について，自他や社会の課
題の解決方法と，それを選択した理由
などを話し合ったり，ノートなどに記述し
たりして，筋道を立てて説明している。

４単元　健康を支える環境づくり
水質汚濁，土壌汚染と健康
過去の公害を振り返ってみよう

４単元　健康を支える環境づくり
食品衛生にかかわる活動
健康食品などの広告を分析してみ
よう
栄養素や食品のブームについて考
えてみよう

４単元　健康を支える環境づくり
環境と健康にかかわる対策

４単元　健康を支える環境づくり
ごみの処理と上下水道の整備
海洋プラスチックごみについて考え
てみよう

４単元　健康を支える環境づくり
食品の安全性

３単元　生涯を通じる健康
健康的な職業生活
仕事を健康の観点から考えてみよう

３単元　生涯を通じる健康
労働災害と健康

３単元　生涯を通じる健康
働くことと健康

４単元　健康を支える環境づくり
大気汚染と健康

食品と健康について，課題の解決に向
けた学習に主体的に取り組もうとして
いる。



・保健行政の役割に
ついて例をあげて
説明できる。
・保健サービスの活
用の例をあげること
ができる。

・我が国には，人々の健康を支えるため
の保健・医療制度が存在し，行政及び
その他の機関などから健康に関する情
報，医療の供給，医療費の保障も含め
た保健・医療サービスなどが提供され
ていることについて，理解したことを
言ったり書いたりしている。

・わが国における医
療保険のしくみにつ
いて説明できる。
・さまざまな医療機
関の役割について
説明できる。

・健康を保持増進するためには，検診な
どを通して自己の健康上の課題を的確
に把握し，地域の保健所や保健セン
ターなどの保健機関，病院や診療所な
どの医療機関，及び保健・医療サービ
スなどを適切に活用していくことなどが
必要であることについて，理解したこと
を言ったり書いたりしている。

・医薬品の正しい使
用法について説明
できる。
・医薬品の安全性を
守る取り組みについ
て例をあげて説明
できる。

・医薬品は，医療用医薬品，要指導医
薬品，一般用医薬品の三つに大別さ
れ，承認制度によってその有効性や安
全性が審査されており，販売に規制が
設けられていることについて，理解した
ことを言ったり書いたりしている。
・疾病からの回復や悪化の防止には，
個々の医薬品の特性を理解した上で，
使用法に関する注意を守り，正しく使う
ことが必要であることについて，理解し
たことを言ったり書いたりしている。

・国際機関・民間機
関などの保健活動
について例をあげて
説明できる。
・行政機関による社
会的対策について
例をあげて説明で
きる。

・我が国や世界では，健康を支えるため
に，健康課題に対応して各種の保健活
動や社会的対策が行われていることに
ついて，理解したことを言ったり書いた
りしている。

・様々な保健活動や社会的対策につい
て，健康に関わる原則や概念を基に整
理したり，個人及び社会生活と関連付
けたりして，自他や社会の課題を発見
している。
・地域の保健・医療機関やスポーツ施
設の活用の仕方について，関連した情
報を整理し，生活の質の向上に向けた
課題解決に応用している。
・様々な保健活動や社会的対策につい
て，自他や社会の課題の解決方法と，
それを選択した理由などを話し合った
り，ノートなどに記述したりして，筋道を
立てて説明している。

様々な保健活動や社会的対策につい
て，課題の解決に向けた学習に主体的
に取り組もうとしている。

・健康の保持増進の
ための環境づくりに
ついて説明できる。
・環境づくりへの主
体的な参加が自他
の健康づくりにつな
がることを説明でき
る。

・自他の健康を保持増進するには，ヘ
ルスプロモーションの考え方に基づい
た，健康に関する環境づくりが重要で
あることについて，理解したことを言っ
たり書いたりしている。
・一人一人が健康に関心をもち，健康
を支える適切な環境づくりに積極的に
参加していくことが必要であり，そのこ
とが自分を含めた世界の人々の健康の
保持増進につながることについて，理解
したことを言ったり書いたりしている。

・健康に関する環境づくりと社会参加に
ついて，健康に関わる原則や概念を基
に整理したり，個人及び社会生活と関
連付けたりして，自他や社会の課題を
発見している。
・ヘルスプロモーションの考え方に基づ
いた，健康に関する環境づくりへ積極
的に参加していくために，適切な情報を
選択・収集して，分析・評価し計画を立
てている。
・健康に関する環境づくりと社会参加に
ついて，自他や社会の課題の解決方法
と，それを選択した理由などを話し合っ
たり，ノートなどに記述したりして，筋道
を立てて説明している。

健康に関する環境づくりと社会参加に
ついて，課題の解決に向けた学習に主
体的に取り組もうとしている。

・保健・医療制度及び地域の保健・医療
機関について，健康に関わる原則や概
念を基に整理したり，個人及び社会生
活と関連付けたりして，自他や社会の
課題を発見している。
・医薬品の制度とその活用について，医
薬品には承認制度があり，販売に規制
が設けられていることと関連付けなが
ら，生活の質の向上のために利用の仕
方を整理している。
・保健・医療制度及び地域の保健・医療
機関について，自他や社会の課題の解
決方法と，それを選択した理由などを
話し合ったり，ノートなどに記述したりし
て，筋道を立てて説明している。

保健・医療制度及び地域の保健・医療
機関について，課題の解決に向けた学
習に主体的に取り組もうとしている。

４単元　健康を支える環境づくり
保健サービスとその活用

４単元　健康を支える環境づくり
医薬品の制度とその活用
サリドマイド薬害に学ぶ

［評価基準］　　A：十分達成している　　　B：概ね達成している　　　C:努力を要する

４単元　健康を支える環境づくり
医療サービスとその活用
医療機関のかかり方について考え
てみよう

４単元　健康を支える環境づくり
さまざまな保健活動や社会的対策

４単元　健康を支える環境づくり
健康に関する環境づくりと社会参加
あなたは健康情報を正しく判断して
いますか
健康政策を考えてみよう



相生学院高等学校

教科 教科書番号 出版社 教科書名

芸術 音Ⅰ 902 教育芸術社 高校生の音楽Ⅰ

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

（評価方法） （評価方法） （評価方法）

歌詞を読んで歌わ
れている内容をイ
メージし、日本語の
美しさを感じながら
歌唱表現する。

作曲者や作詞家について知り、作品の
背景を理解して、作品の表現に繋げて
いる。

普段、話す時と歌う時の呼吸法や響か
せ方の違いを理解して、発声を工夫し
ている。
また、言葉を大切に歌い、歌詞から感じ
られる曲全体の雰囲気を表現しようと
している。

日本語の歌詞が自然に発音できかつ明
確に伝わるように工夫している。また、
合唱では、パートごとのメロディと美し
い響きを聞きながら調和するように歌
えている。

古代～近現代まで
の西洋音楽をおよ
その年代と時代ごと
の特徴や主な作曲
家、作品を理解す
る。

古代ギリシャ、中世、ルネサンス、バロッ
ク、古典派、ロマン派、近現代と時代に
沿って、それぞれの特徴、作曲家と主な
作品、使われていた楽器等を理解して
いる。

それぞれの時代における歴史的背景と
その中で生まれる音楽との関連を考え
ながら、使用される楽器、音楽の規模な
どについても違いを理解できている。

各時代ごとで興味を持てた作曲家や作
品について、さらに深く知り、他にどの
ような作品があるか調べ、好きな作品
を視聴したり学習する意欲がある。

母音や子音を正しく
明確に発音し、歌詞
の意味を理解して
音楽表現ができて
いる。
また、作品の持つ特
徴を理解し、表情豊
かに歌える。

作曲者や作詞家について知り、作品の
背景を理解して、作品の表現に繋げて
いる。

ドイツ語の歌詞のリズム感を感じなが
ら、正確に発音し音読できる。
また、リズム感を生かして歌唱表現に繋
げている。

母音や子音を正しく明確に発音し、歌
詞の意味を理解して音楽表現ができて
いる。
また、作品の持つ特徴を理解し、表情
豊かに歌える。

交響曲を鑑賞し、音
楽の形式やオーケ
ストラの楽器につい
て理解を深める。

ベートーヴェンの第九交響曲を鑑賞し、
構成やそれぞれの楽器の特徴が理解
できている。

独唱や合唱が加わる箇所でドイツ語の
歌詞の内容や、どのように音楽が発展
していくのかを理解できている。

他の作曲家の交響曲についても興味を
持ち、違い等理解を深めようとしてい
る。

日本の伝統音楽 を
視聴し、その歴史や
使用される楽器、音
階などの特徴を知
る。

雅楽、能、歌舞伎など日本の伝統音楽
について説明できる。また使用される楽
器の種類が理解できている。

雅楽を鑑賞し、楽器の音色の違いを聞
き分け、視覚、聴覚から感じたことを表
現できる。

雅楽、能、歌舞伎の主な演目について
知り、興味のあるものについて視聴し追
究する意欲がある。

西洋音楽の楽典の
基礎を学び、理解す
る。

音名や音符、音階、拍子、さらに音程、
和声等の基本が理解できている。

音楽表現に必要な楽語の意味を知り、
曲想を創る上でどのような効果がある
か考察できている。

写譜をしたり、実際に楽譜を見てどの箇
所にどのような楽語が記されているか、
表現する上での効果的な使われ方など
を考察できる。

［評価基準］　　A：十分達成している　　　B：概ね達成している　　　C:努力を要する

歌唱（日本歌曲）

西洋音楽史

鑑賞

楽典

歌唱（ドイツリート）

鑑賞

評価規準

科目

音楽Ⅰ

学習内容 到達目標

評価規準



相生学院高等学校

教科 教科書番号 出版社 教科書名

芸術 美Ⅰ702 日本文教出版 高校生の美術１

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

（評価方法） （評価方法） （評価方法）

レポート
視聴報告書
単位認定試験（実技）

レポート
単位認定試験(実技)

レポート
行動観察
課題プリント
単位認定試験（実技）

・作品の特徴や、そ
れがもたらす効果に
ついて説明できる。
・風景の中の空間や
色彩効果を捉え、感
じたことを表現でき
る。

・絵画表現において、空間や形、色彩な
どが感情にもたらす効果を理解してい
る。
・風景や人物の造形的な特徴などを基
に、全体のイメージや作風を捉える方
法を理解している。
・光や陰影の効果、造形的な特徴など
を基に、よさや美しさ、作風や様式など
を捉える方法を理解している。
・目的や意図に応じて絵の具などの特
性や効果を生かすとともに、表現方法
を創意工夫し、主題を追求して創造的
に表している。

・空間と人物の関係性や、色、形などを
深く観察し、感じ取ったことや考えたこ
となどから主題を生成することができ
る。
・形や色彩、構図などの効果を考え、創
造的な構想を練っている。

・造形的な特徴や光の効果などのよさ
や美しさを感じ取り、作者の心情や意
図と表現の工夫などについて考え、見
方や感じ方を深めている。

・主題にそってモチーフや自己の内面を
注意深く観察し、感じ取ったよさや美し
さ、不思議さや面白さなど、感じ取った
ことや考えたことなどを基にした表現の
創造活動に、主体的に取り組もうとして
いる。

・空間の造形や光と陰影を生かした絵
画鑑賞の創造活動に、主体的に取り組
もうとしている。

・身近なものの美し
さや全体のイメージ
を捉え、表現する事
ができる。
・作者や作品の意図
や表現の工夫につ
いて、知識を理解を
深め、感じ取ること
ができる。

・絵画表現において、形や色彩、明暗、
質感が感情にもたらす効果を理解して
いる。
・身近なものの造形的な特徴や美しさ
などを捉える方法を理解している。
・視点の変化による表現効果や造形的
な特徴などを踏まえ、よさや美しさ、作
風や様式などを捉える方法を理解して
いる。
・画材の特性や線の強弱などを、意図
に応じて変化させ表現する方法を理解
している。

・身近なものの特徴や美しさなどを観察
し、感じ取ったことや考えたことなどか
ら主題を生成することができる。
・表現形式の特性を生かし、形や色彩、
質感などを考え、創造的な構想を練る
ことができる。

・様々な視点で表現された作品のよさ
や美しさを感じ取り、作者の心情や意
図、表現の工夫などについて考え、見
方や感じ方を深めることができる。

・身近なものの特徴や美しさなどを観察
し、描写の基礎を踏まえ、感じ取ったこ
とや考えたことを基にした表現の創造
活動に、主体的に取り組もうとしてい
る。

・造形的なよさや美しさを感じ取り、作
者の表現の特徴や美しさなどについて
考え、見方や感じ方を深める鑑賞の創
造活動に、主体的に取り組もうとしてい
る。

・日本特有の美意識
や美術表現の特徴
を捉える。
・日本美術史につい
ての理解を深め、作
品を比較、説明でき
る。
・墨や漫画の表現の
特徴について理解
を深め、表現する力
を高める。

・日本美術の特徴や、空間の効果、構
図、色彩などを基に、全体のイメージな
どを捉える方法を理解している。
・浮世絵や文様表現のモチーフについ
て、作られる目的や条件、機能や用途
などを理解している。
・墨表現や漫画表現の特徴を捉え、古
典美術と現代の美術の関連性について
理解している。

・日本美術の特徴的な表現や美術文化
の継承と創造についてとらえ、作品の
特徴や様式について判断し説明でき
る。
・墨表現や版画表現の特性やイメージ
を基に、形や色彩、構成の特徴などから
美しさを感じ取り、表現の意図と工夫に
ついて考え、見方や感じ方を深めること
ができる。

・日本美術の特徴や美しさについて、比
較したり説明したりする鑑賞の創造活
動に、主体的に取り組もうとしている。

・立体表現の特徴や
触覚的なイメージを
捉える。
・西洋美術や立体表
現の変遷について、
知識と理解を深め、
作品を比較、説明で
きる。

・立体表現において、形や質感、量感、
重心やバランス、動勢がもたらす効果
について理解している。
・素材に応じた制作方法の違いや作
風、様式の違いについて理解している。
・西洋美術の特徴や様式の変遷につい
て理解している。

・素材に応じた制作方法の特徴を捉
え、作品のよさや美しさを感じ取り、作
者の心情や意図と表現の工夫などにつ
いて判断し説明できる。
・西洋美術の特徴や様式の変遷につい
て捉え、比較して説明できる。

・西洋美術の変遷や立体作品の特徴を
捉え、よさや美しさについて、比較した
り説明したりする鑑賞の創造活動に、
主体的に取り組もうとしている。

・デザインの役割や
意義について知識
と理解を深める。
・身の回りのデザイ
ンについて関心を持
ち、デザインの意図
を捉えることができ
る。
・文字やイラスト、色
彩についての効果
や特性についての
理解を深める。

・デザインにおける形式や色彩、構成が
もたらす効果に付いて理解している。
・デザインの目的、機能や用途につい
て、造形的な特徴を基にして理解して
いる。
・デザイン史および、美術運動の変遷に
ついて理解している。

・形式や色彩の効果について捉え、場
面や用途によって有効な表現方法を判
断できる。
・デザインの目的や機能、用途について
捉え、デザインされたものの特徴と意義
について説明できる。

・デザインの目的や機能、用途について
理解し、それを基にした表現の創造活
動に、主体的に取り組もうとしている。
・多様なデザインの機能や用途、洗練さ
れた美しさなどを感じ取り、作者の目的
や表現の意図について考え、見方や感
じ方を深める鑑賞の創造活動に、主体
的に取り組もうとしている。

・映像表現の特徴
や、表現効果につい
ての理解を深める。
･アニメーションの
仕組みについて理
解し、構成や効果を
考えて表現できる。

・写真表現における、写す角度や配置、
拡大と縮小、光と影、時間の静止などの
効果について理解している。
・画面構成や時間がもつ効果などを基
に、全体のイメージや作風、様式を捉え
る方法を理解している。

・感じ取ったことや考えたことなどを基
に、アニメーションによる表現の特性を
生かして主題を生成することができる。
・画面の構成と時間の流れや物語性、
動きなどの要素を踏まえ、創造的な表
現の構想を練ることができる。

・写真と絵画表現の関係性について、
共通点を捉えて説明できる。
・写真表現の特徴や表現効果、構成な
どを踏まえ、表現をする際に有効な方
法を判断できる。

・ アニメーションや動画による映像の鑑
賞の創造活動に主体的に取り組もうと
している。
・映像表現の特質や投影による表現効
果などを感じ取り、作者の心情や表現
の意図と工夫などについて考えるなど
の見方や感じ方を深める鑑賞の創造活
動に、主体的に取り組もうとしている。

評価規準

科目

美術Ⅰ

学習内容 到達目標

評価規準

［評価基準］　　A：十分達成している　　　B：概ね達成している　　　C:努力を要する

【絵画】
・身近なものを描く
・植物を描く
・私の見付けた風景
・光を捉える

【絵画】
・視点と表し方
・人物を描く
・想像を形に
・視覚のトリックを生かして
・大きさを意識して
・美術史
・さまざまな描画材料
・いろいろな絵の具
・美の秩序
・色彩

【絵画】
・日本美術
・浮世絵版画の魅力
・版で表す
・墨表現の可能性
・漫画の表現

【デザイン】
・生活を彩る模様

【彫刻】
・立体表現の魅力
・塑像で表す
・彫って表す
・抽象表現で表す
・身近な素材と立体表現
・祈りの形
・西洋の美術

【デザイン】
・デザインの世界
・私の考えるデザイン
・イラストレーションの魅力
・キャラクターのデザイン
・パッケージのデザイン
・暮らしの中の使うデザイン
・サインのデザイン
・ポスターで伝える
・デザインとテクノロジー

【映像メディア表現】
・写真で表す
・アニメーションの手法
・映像で伝えるメッセージ
・映像に包まれて



相生学院高等学校

教科 教科書番号 出版社 教科書名

芸術 書Ⅰ００２－９０１ 東京書籍 書道Ⅰ

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

（評価方法） （評価方法） （評価方法）

レポート
学習プリント
視聴報告書

レポート
視聴報告書
単位認定実技試験

レポート
スクーリングプリント
学習プリント　単位認定実技試験

書の表現の方法や
形式、多様性などに
ついて幅広く理解す
る。
それぞれの書体の
特徴や、特長をつか
む。

・各書体の成立の歴史的背景や、効用
を理解している。

・それぞれの書体の特長冶表現効果を
理解している。

・中国で生まれた漢字五體の書体や日
本で生まれた平仮名、カタカナの書体
の価値や根拠について考え、書の良さ
や美しさを味わって捉えている。

・自身の表現に合う書体を選び、幅広
い表現の学習活動に取り組もうとして
いる。

書写能力の向上
を図り、書の伝統
に基づき、効果的
に表現するための
基礎的な技能を
身につける。

・楷書の書体や書風と用筆、運筆と
の関りについて理解している。

・行書の古典の書体や書風と用筆、
運筆との関わりについて理解してい
る。

・楷書の古典の価値と、その根拠に
ついて考え、書の良さや美しさを味
わって捉えている。

・行書の古典の書体や書風に即した
用筆・運筆・字形、全体の構成につ
いて構想し、工夫している。

・楷書の表現の特質に基づく表現を
する幅広い表現の学習活動に主体

的に取り組もうとしている。

・行書の表現の特質に基づく表現を
する幅広い表現の学習活動に主体

的に取り組もうとしている。

書の良さや、美し
さを感受し、意図
に基づいて構想し
表現を工夫した
り、作品や書の伝
統と文化の意味や
価値を考え、書の
美を味わい捉えた
りすることができ
るようにする。

・用具・用材の特徴と表現効果との
関わり、楷書の運筆方法を理解して
いる。

・楷書の特徴をふまえ、字形、文
字の大きさ、全体の構成、目的
や用途に即した表現形式、意図
に基づいた表現について構想
し、工夫している。

・自分の表現の意図や特質に基づく
表現をする

主体的に書の幅
広い活動に取り組
み、生涯にわたり
書を愛好する心情
を育むとともに、
感性を高め、書の
伝統と文化に親し
む。

・行書の特徴をふまえ、線質、字形
構成等の要素と表現効果や風趣と
のかかわりについて理解している。

・行書の特徴をふまえ、字形、文
字の大きさ、全体の構成、目的
や用途に即した表現形式、意図
に基づいた表現について構想
し、工夫している。

・自身の表現の意図や特質に基づく
幅広い表現の学習活動に主体的に
取り組もうとしている。

評価規準

科目

書道Ⅰ

学習内容 到達目標

評価規準

［評価基準］　　A：十分達成している　　　B：概ね達成している　　　C:努力を要する

書写で学んできたこと

書道で学ぶこと

漢字の書の成立と編成

漢字の書

・楷書の特徴
　楷書の基本点画
　「九成宮醴泉銘」硬筆臨書

・行書の特徴
　楷書と行書の比較
　「蘭亭序」硬筆臨書

創　　作　　Ⅰ

・　毛筆実技試験課題　　楷書

　　楷書の基本点画・特徴の把握

　　「相生」楷書二文字　作品提出

創　　作　　Ⅰ

・　毛筆実技試験課題　　行書

　　行書の特徴・運筆の把握

　　「相生」行書二文字　作品提出



相生学院高等学校

教科 教科書番号 出版社 教科書名

外国語 CI 901 東京書籍 All　Aboard！English　Communication Ⅰ

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

（評価方法） （評価方法） （評価方法）

レポート
視聴報告書
単位認定試験

レポート
単位認定試験

レポート
行動観察
課題プリント

・教室で使う表現を
それぞれの場面にお
いて使い慣れる。ま
た、疑問詞のある疑
問文と答え方を学習
する。
・be動詞と一般動詞
を使って自己紹介を
する。

・アルファベットや教室で使う表現や疑
問詞について、使い方や使う場面を理
解している。
・be動詞や一般動詞を用いた文の形・
意味・用法を理解し、それを使って自己
紹介の仕方を理解して、それを相手と
コミュニケーションできる技能を身に付
けている。

教室で使う表現について使い方や使う
場面などを正しく認識し、適切に使うこ
とができる。
自己紹介において、自分の名前・性格・
将来の夢など、自分の情報を整理して、
相手が理解しやすいように伝えること
ができる。

教室で使う表現について使い方や使う
場面などを正しく認識し、適切に使おう
としている。
自己紹介において、自分の名前・性格・
将来の夢など、自分の情報を整理して、
相手が理解しやすいように伝えようとし
ている。

・世界の朝食を紹介
するスピーチを通し
て、その特徴や相違
を学習する。
・動詞の過去形
・好きな食べ物につ
いて述べることがで
きる。

・動詞の過去形を用いた文の形・意味・
用法を理解している。また、世界の朝食
について学んだ事柄や好きな食べ物に
ついて自分の考えや好み、その理由な
どを整理・理解して、さらに話して伝え
る技能を身につけている。また、過去に
したことについて、動詞の過去形を用い
て伝え合う技能を身につけている。

世界の朝食に関して書かれた文章につ
いて、聞いたり読んだりしたことを活用
しながら、好きな食べ物について、相手
の意見を知り情報を整理し、自分の考
えをまとめ、考えや好みを、またその理
由を話したり書いたりして伝えあうこと
ができる。

世界の朝食に関して書かれた文章につ
いて、聞いたり読んだりしたことを活用
しながら、好きな食べ物について、相手
の意見を知り情報を整理し、自分の考
えをまとめ、考えや好みを、またその理
由を話したり書いたりして伝え合おうと
している。

・オーストラリアの珍
しい野生動物クオッ
カと観光のルールに
ついて学習する。
・進行形：〈be動詞
＋動詞の‐ng形〉
・好きな動物につい
て、英語でのべるこ
とができる。

・進行形：〈be動詞＋動詞の‐ng形〉を用い
た文の形・意味・用法を理解している。また
オーストラリアに生息する珍しい野生動物に
ついて学んだ事柄や好きな動物について、
自分の考えや好み、その理由などを整理・理
解している。
・進行形：〈be動詞＋動詞の‐ng形〉の理解
のもとに、オーストラリアに生息する珍しい
野生動物について学んだ事柄を用いて、好
きな動物について、考えや好み、その理由な
どを話して伝える技能を身に付けている。

オーストラリアに生息する珍しい野生動
物に関して書かれた文章について、聞
いたり読んだりしたことを活用しなが
ら、好きな動物について、相手の意見を
知り自分の考えをまとめるために、考え
や好み、その理由などを話したり書いた
りして伝えあうことができる。

オーストラリアに生息する珍しい野生動
物に関して書かれた文章について、聞
いたり読んだりしたことを活用しなが
ら、好きな動物について、相手の意見を
知り自分の考えをまとめるために、考え
や好み、その理由などを話したり書いた
りして伝え合おうとしている。

・青森県で愛馬ととも
に流鏑馬に挑戦する布
施蒼依さんの高校生
活ついて学ぶ。
・助動詞：can, will
・ある場所への行き方
とそこでできることにつ
いて、英語でのべるこ
とができる。

・助動詞can, willを用いた文の形・意
味・用法を理解している。
・愛馬との生活について話す布施蒼依
さんのインタビュー記事の内容を読み
取る技能を身に付けている。
・ある場所への行き方を表現することを
身に付けている。
・助動詞can, willを用いて、情報や考
えを話して伝え合い、かつ書く技能を
身に付けている。

流鏑馬の競技をする布施蒼依さんと愛
馬の生活やきずなについて書かれた記
事の概要を捉え、聞いたり読んだりした
ことを活用しながら、ある場所への行き
方とそこで、自分ができること・できな
いことについて、相手の意見を知り情
報を集めたりして自分の考えを話した
り書いたりして伝えることができる。

流鏑馬の競技をする布施蒼依さんと愛
馬の生活やきずなについて書かれた記
事の概要を捉え、聞いたり読んだりした
ことを活用しながら、ある場所への行き
方とそこで、自分ができること・できな
いことについて、相手の意見を知り情
報を集めたりして自分の考えを話した
り書いたりして伝えようとしている。

・海外の観光地につ
いて書かれたメール
を通して、その魅力
について学習する。
・to不定詞：〈to＋動
詞の原形〉
・行ってみたい場所
について、英語での
べることができる。
・接続詞

・〈to不定詞：〈to＋動詞の原形〉を用い
た文の形・意味・用法を理解している。
・ウユニ塩原でやりたいこと、行ってみ
たい場所ややりたいことについて、to不
定詞：〈to＋動詞の原形〉を用いて、情
報や考え、気持ちを話して伝え合う技
能を身につけている。
・接続詞を用いた文の形・意味・用法を
理解している。

ある場所に関して書かれた文章につい
て、聞いたり読んだりしたことを活用し
ながら、行ってみたい場所ややりたいこ
とについて、相手の意見を知り、自分の
考えをまとめるために、情報や考え、気
持ちを話したり書いたりして伝え合うこ
とができる。
・接続詞を用いて的確に説明ができる。

ある場所に関して書かれた文章につい
て、聞いたり読んだりしたことを活用し
ながら、行ってみたい場所ややりたいこ
とについて、相手の意見を知り、自分の
考えをまとめるために、情報や考え、気
持ちを話したり書いたりして伝え合おう
としている。
・接続詞を用いた文の形・意味・用法を
理解しようとしている。

・「空気エンジン」を
作る夢に向かって、
失敗に諦めず挑戦
する自動車工学科
の高校生について
学ぶ。
・動名詞：〈動詞の-
ing形〉を用いた文
の形・意味を理解し
ている。
・落語を英語で楽し
む。

・動名詞：〈動詞の-ing形〉を用いた文
の形・意味・用法を理解している。
・環境問題を考え博多工業高校の生徒
たちのユニークな取り組みについて書
かれた内容を聞き取り、読み話す、書く
技能を身に付ける。
・ショートストーリーで英語になじみ、会
話する。

・環境問題を考え将来の夢に向かって、
失敗にも関わらず諦めることなく活動
する博多工業高校の生徒たちのユニー
クな取り組みについて書かれた内容を
聞き取り、読み話す、書く技能を身に付
ける。
・ショートストーリーで英語になじみ、会
話することができる。

・環境問題を考え将来の夢に向かって、
失敗にも関わらず諦めることなく活動
する博多工業高校の生徒たちのユニー
クな取り組みについて書かれた内容を
聞き取り、読み話す、書く技能を身に付
けようとする。
・ショートストーリーで英語になじみ、会
話をしようとする。

［評価基準］について　　A:十分達成している　B:概ね達成している　C:努力を要する

評価規準

科目

英語コミュニケーションⅠa

学習内容 到達目標

評価規準

Warm-Up1　アルファベット
Warm-Up2　教室で使う表現
Warm-Up3 疑問詞
Pre-Lesson1
My Name Is Ito Neko.
オレの名前は伊藤ネコだ
Pre-Lesson2
I Like Junk Food!
オレはジャンクフードが好きだ！
Communication1自己紹介

Lesson 1
Breakfast　around the World
私の朝ごはん

Lesson2
Australia’s　Cute　Quokkas
人なつこい野生動物

Lesson ３
Life with Spade
愛馬とともに

Lesson４
A Miracle Mirror
夢のような絶景

Extra Target 1
接続詞

Lesson5
A Dream Engine
博多工業高校　自動車工学科

Reading 1
Short Stories in English



相生学院高等学校

教科 教科書番号 出版社 教科書名

外国語 CI 901 東京書籍 All　Aboard！English　Communication Ⅰ

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

（評価方法） （評価方法） （評価方法）

レポート
視聴報告書
単位認定試験

レポート
単位認定試験

レポート
行動観察
課題プリント

・江戸時代の浮世絵
師、歌川国芳につい
てのスピーチを通し
て浮世絵と現代マン
ガのとの関連につい
て考える。
・受け身：〈be動詞
＋過去分詞〉
・好きな絵について、
英語で述べることが
できる。

・受け身：〈be動詞＋過去分詞〉を用い
た文の形・意味・用法を理解している。
・好きな絵の紹介とその理由について、
受け身：〈be動詞＋過去分詞〉を用い
て、情報や考えや気持ちを話して伝え
合う・読み取る・考える・書く技能を身に
つけている。

歌川国芳の浮世絵に関して書かれた文
章について、聞いたり読んだりしたこと
を活用しながら、好きな絵とその理由に
ついて、相手の意見を知り、自分の考え
をまとめるために、情報を集め考えや気
持ちを、話したり書いたりして伝え合う
ことができる。

歌川国芳の浮世絵に関して書かれた文
章について、聞いたり読んだりしたこと
を活用しながら、好きな絵とその理由に
ついて、相手の意見を知り、自分の考え
をまとめるために、情報や考え、気持ち
を話したり書いたりして伝え合おうとし
ている。

・第二次世界大戦の
ホロコーストの時代
を背景にアンネ・フラ
ンクの生活と日記に
ついて紹介する。授
業を通して、生きる
ことの意味について
考える。
・比較表現：〈-er〉
〈the-est〉〈as+原
級＋as〉
・関心のある人物に
ついて、英語で説明
ができる。

・比較表現：〈-er〉〈the-est〉〈as+原
級＋as〉を用いた文の形・意味・用法を
理解している。また、アンネ・フランクに
ついて学んだり、関心のある人物につ
いて調べた事柄を整理理解している。
・比較表現：〈-er〉〈the-est〉〈as+原
級＋as〉の理解のもとに、アンネ・フラン
クについて、学んだり、関心のある人物
について自分で調べた事柄を用いて、
考えなどを伝え合う技能を身につけて
いる。

アンネ・フランクの生活と彼女の日記に
ついて書かれた文章について、聞いた
り読んだりしたことを活用しながら、自
分に影響を与えた人物について相手の
意見を知り、自分の考えをまとめるため
に、情報を集め自分の考え、気持ちを
話したり書いたりして伝え合うことがで
きる。

アンネ・フランクの生活と彼女の日記に
ついて書かれた文章について、聞いた
り読んだりしたことを活用しながら、自
分に影響を与えた人物について相手の
意見を知り、自分の考えをまとめるため
に、情報を集め自分の考え、気持ちを
話したり書いたりして伝え合おうとして
いる。

・ロボットカフェを紹介
する実況中継を通して
ロボットの可能性につ
いて考える。
・現在完了形：
〈have[has]＋過去分
詞  〉
・人の生活を豊かにす
るロボットや、ロボットが
学校で授業をすること
について考える。

・現在完了形：〈have[has]＋過去分詞  〉
を用いた文の形・意味を理解している。ロ
ボットカフェについて学んだり、ロボットが学
校で授業を行うことについて利点や欠点に
ついて書かれた記事の概要を理解し、自分
の考えを話したり、伝え合ったり、書く技能
を身に付けている。

ロボットカフェに関して書かれた文章に
ついて、聞いたり読んだりしたことを活
用しながら、ロボットが学校で授業を行
うことについてその利点と欠点を調べ、
それに賛成か反対かなど、自分の立場
を伝え合ったり、自分の考えを書くこと
ができる。

ロボットカフェに関して書かれた文章に
ついて聞いたり読んだりしたことを活用
しながら、ロボット学校で授業を行うこ
とについて、その利点や欠点を考え、自
分としては賛成なのか反対なのか、伝
え合ったり書こうとしている。

・プラスチックの便利さ
は言うまでもないが、
海に流れ込むゴースト
ギアが海洋生物に与え
る影響と、地域の環境
問題の取り組みなどを
学ぶ。
・名詞を後ろから説明
する分詞

・「名詞を後ろから説明する分詞」が用いら
れた文の形・意味・用法を理解している。ま
た、プラスチックごみによる海洋汚染と生物
への影響や地域の環境問題を取り上げその
対策を整理・理解している。
・環境問題について学んだり、自分で調べた
事柄を用いて、自分たちでできることを伝え
合う技能を身につけている。

プラスチック製品について対話をした
り、環境汚染の問題とその取り組みに
ついて情報や考え気持ちを伝え会うこ
とができる。ゴーストギアが海の生物に
与える影響とその解決策に関して書か
れた記事の概要について理解し情報や
考え、気持ちを話したり書いたりして伝
え合うことができる。

プラスチック製品について対話をした
り、環境汚染の問題とその取り組みに
ついて情報や考え気持ちを伝え会うこ
とができる。ゴーストギアが海の生物に
与える影響とその解決策に関して書か
れた記事の概要について理解し情報や
考え、気持ちを話したり書いたりして伝
え合おうとしている。

・第ニ次世界大戦に
よって疲弊した沖縄
とハワイ在住の沖縄
出身日系アメリカ人
からの援助や、両地
域の現在の交流に
ついて学習する。
・関係代名詞：
who,which
・海外の文化や社会
に対する理解を深
める活動について、
英語で述べることが
できる。

・関係代名詞：who,whichを用いた文
の形・意味・用法を理解している。また、
第二次世界大戦によって疲弊した沖縄
をハワイからの援助や、両地域の現在
の交流について学んだり、海外の文化
や社会を理解する手段について、自分
で調べた事柄を整理・理解している。
・関係代名詞：who,whichの理解をも
とに、第二次世界大戦によって疲弊した
沖縄とハワイからの援助や、両地域の
現在の交流について学んだり、海外の
文化や社会を理解する手段について自
分で調べた事柄を用いて、考えや情報
などを話して伝え合う技能を身につけ
ている。

第二次世界大戦によって疲弊した沖縄
とハワイからの援助などに関して書かれ
た文章について、聞いたり読んだりした
ことを活用しながら、海外の文化や社
会を理解できることについて、相手の意
見を知り、自分の考えをまとめるため
に、情報や考えなどを話したり書いたり
して伝えることができる。

第二次世界大戦によって疲弊した沖縄
とハワイからの援助などに関して書かれ
た文章について、聞いたり読んだりした
ことを活用しながら、海外の文化や社
会を理解できることについて、相手の意
見を知り、自分の考えをまとめるため
に、情報や考えなどを話したり書いたり
して伝え合おうとしている。

・小泉八雲の怪談を読み
解き、場面や登場人物の
心情を読み取る。
・英文の５文型を主語、動
詞、補語、目的語を区別
して理解する。
・仮定法過去：〈If+過去
の文、I would…〉
・「もし私が○○なら」と想
うことできることを対話す
る。

・英語で書かれたMjinaの内容を把握し、
その場面や登場人物の心情を読み取る技
能を身につけている。
・英文を５文型に分類して、英文の構成を理
解する。
・仮定法過去：〈If+過去の文、I would…〉
を用いた文の形・意味・用法を理解してい
る。
・「もし私が○○なら..」と想像して、しようと
思うこと・できることについて「仮定法過去」
を用いて、相手と対話をすることができる技
能を身につけている。

英語で書かれたMujinaを、商人、娘、そば
屋の気持ちを考えながら音読している。ま
た、聞いている相手に意味が伝わりやすい
読み方の要点を捉えることができる。
・英文を５文型に分類して、英文の構成を理
解する。
・仮定法過去：〈If+過去の文、I would…〉
を用いた文の形・意味・用法を理解している

「もし私が○○なら..」と想像して、しようと
思うこと・できることについて「仮定法過去」
を用いて、相手と対話することができる。

英語で書かれたMujinaを、商人、娘、そば
屋の気持ちを考えながら音読している。ま
た、聞いている相手に意味が伝わりやすい
読み方の要点を捉えようとしている。
・英文を５文型に分類して、英文の構成を理
解しようとしている。
・仮定法過去：〈If+過去の文、I would…〉
を用いた文の形・意味・用法を理解しようと
している。

「もし私が○○なら..」と想像して、しようと
思うこと・できることについて「仮定法過去」
を用いて、相手と対話しようとしている。

評価規準

科目

英語コミュニケーションⅠｂ

学習内容 到達目標

評価規準

［評価基準］　　A：十分達成している　　　B：概ね達成している　　　C:努力を要する

Lesson6
A Funny Picture from the
Edo
Period
奇想天外な浮世絵師

Lesson7
A　Diary of Hope
アンネ・フランク

文法のまとめ３
比較表現

Lesson８
A Door to a New Life
ロボットカフェ

Losson９
Ghosts in the Oceans
海にひそむゴースト。

Lesson10
Pigs from across the Sea
海の向こうからの贈り物

Reading２
    Mujina

英文のしくみ１
英文のしくみ２
英文のしくみ３

Extra　Target　３
もし私が○○なら…。



相生学院高等学校

教科 教科書番号 出版社 教科書名

外国語科 CⅡ７０１ 東京書籍 All Aboard! English Communication Ⅱ

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

（評価方法） （評価方法） （評価方法）

レポート
視聴報告書
単位認定試験

レポート
単位認定試験

レポート
行動観察
課題プリント

・海外で行ってみた
い場所について，英
語で述べることがで
きる。
・関係代名詞：what

・海外の観光地について学んだり，海外
で行ってみたい場所やそこでやりたい
ことを整理・理解している。
・関係代名詞whatを用いた文の形・意
味を理解している。
・SNSにアップされた海外旅行の報告
の内容を読み取る技能を身につけてい
る。

・SNSにアップされた海外旅行の報告
や，海外で行ってみたい場所について
のスピーチや対話の概要を捉えてい
る。

・海外の観光地について学んだり，海外
で行ってみたい場所やそこでやりたい
ことを書こうとしている。

・世代を超えて人気
のある人物について
英語で述べることが
できる。
・感覚や感情を表す
語句を使って英文を
作成することができ
る。
・比較表現：more,
the most

・世代を超えて人気のある音楽バンドに
ついて学んだり，好きな人物について
自分で調べた事柄を整理・理解してい
る。
・比較表現〈more〉〈the most〉を用い
た文の形・意味を理解している。
・海外で行ってみたい場所やそこでやり
たいことを書く技能を身につけている。

・世代を超えて人気のある音楽バンドに
ついて学んだり，好きな人物について
自分で調べた事柄を用いて，理由など
を書いている。

・世代を超えて人気のある音楽バンドに
ついて学んだり，好きな人物について
自分で調べた事柄を用いて，理由など
を書こうとしている。

・「ワイルドマン」につ
いてのスピーチを通
して，人間社会と自
然について考える。
・身近な行事につい
て英語で紹介するこ
とができる。
・形式主語 itの用法

・itを用いた文〈It is … (for ―) to
～〉〈It is … that ～〉の形・意味を理
解している。
・ヨーロッパの国々の祭りに登場する
「ワイルドマン」についてのスピーチの内
容を読み取る技能を身につけている。
・身近な行事について自分で調べた事
柄を用いて，身近な行事や祭りについ
て紹介する文を書く技能を身につけて
いる。

・ヨーロッパの国々の祭りに登場する
「ワイルドマン」についてのスピーチや，
身近な行事や祭りについて話されるス
ピーチや対話の概要を捉えている。

・ヨーロッパの国々の祭りに登場する
「ワイルドマン」について学んだり，身近
な行事について自分で調べた事柄を用
いて，身近な行事や祭りについて紹介
する文を書こうとしている。

・ハチドリの物語を
通して，不断の努力
と不屈の心について
考える。
・間接疑問文

・間接疑問文の形・意味を理解してい
る。　　　・ハチドリを紹介する記事とハ
チドリを主人公にした物語の内容を読
み取る技能を身につけている。
・好きな物語について自分で調べた事
柄を用いて，好きな物語を紹介する文
を書く技能を身につけている。

・ハチドリを紹介する記事とハチドリを
主人公にした物語や，好きな物語につ
いて話されるスピーチや対話の概要を
捉えている。

・ハチドリやハチドリを主人公にした物
語について学んだり，好きな物語につ
いて自分で調べた事柄を用いて，好き
な物語を紹介する文を書こうとしてい
る。

・日本の伝統文化で
ある歌舞伎と隈取に
ついて学習する。
・日本の伝統文化に
ついて，英語で説明
することができる。
・to不定詞を含む表
現

・to不定詞を含む表現を用いた文の
形・意味を理解している。
・歌舞伎と隈取について解説する歌舞
伎教室の音声ガイドの文章の内容を読
み取る技能を身につけている。
・日本の伝統文化について自分で調べ
た事柄を用いて，日本の伝統文化を紹
介する文を書く技能を身につけている。

・歌舞伎と隈取について解説する歌舞
伎教室の音声ガイドや，日本の伝統文
化について話されるスピーチや対話の
概要を捉えている。

・歌舞伎と隈取について学んだり，日本
の伝統文化について自分で調べた事柄
を用いて，日本の伝統文化を紹介する
文を書こうとしている。

・身体の各部分や衣
服などを表す語句を
用いて英語で対話
する。
・江戸時代を舞台に
した怪談を読み，情
景や登場人物の心
情を読み取る。

　
・怪談「むじな」の物語を読解する技能
を身につけている。
・「むじな」の作者である小泉八雲（ラフ
カディオ・ハーン）について調べ、理解し
ている。

・小泉八雲（ラフカディオ・ハーン）著作
の怪談「むじな」の概要を捉えている。
・街灯のなかった時代において、「むじ
な」の登場人物である商人が体験した
ことを想像して、表現読みができる。

・小泉八雲（ラフカディオ・ハーン）が活
躍した時代背景、著作、日本の文化を
海外に紹介した経緯を調べ、「むじな」
の理解を深めようとする。

評価規準

科目

英語コミュニケーションⅡa

学習内容 到達目標

評価規準

［評価基準］　　A：十分達成している　　　B：概ね達成している　　　C:努力を要する

Pre-Lesson  My Plans for This
Year
Lesson １　A Colorful Island

Let’s Listen 1 ホテルにチェックイン
Communication 1　病院で診察
Lesson 2　With the Beatles
Word Box 1 Feelings and
Emotions

Lesson 3 Wild Men
文法のまとめ 1　（関係代名詞／比較表
現／itの用法）

Lesson 4 Little Hero
Let’s Listen 2 世界自然遺産
Extra Target 1 ずっと…し続けてい
ます

Word Box 2 A Day in English :
Part 1
Lesson ５ Special Makeup in
Kabuki

Word Box 3 The Body and
Clothes
Reading 1 Mujina
文法のまとめ ２　（間接疑問文／to不定
詞を含む表現／動詞の形と「時」の関
係）



相生学院高等学校

教科 教科書番号 出版社 教科書名

外国語科 CⅡ７０１ 東京書籍 All Aboard! English Communication Ⅱ

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

（評価方法） （評価方法） （評価方法）

レポート
視聴報告書
単位認定試験

レポート
単位認定試験

レポート
行動観察
課題プリント

・伝統野菜について
の発表を通して，伝
統の継続について
考える。
・地元で有名な場所
やものについて，英
語で説明することが
できる。
・動詞の目的語にな
るif節

・動詞の目的語になるif節を用いた文
の形・意味を理解している。
・高校の部活動による京野菜について
のグループ発表や，京野菜について書
かれたポスターの記事の内容を読み取
る技能を身につけている。

・高校の部活動による京野菜について
のグループ発表や，京野菜や地元で有
名な場所やものについて話される対話
や発表の概要を捉えている。

・京野菜について学んだり，地元の有名
な場所やものについて自分で調べた事
柄を用いて，地元の有名な場所やもの
を紹介するポスターの記事を書こうとし
ている。

・世界の人々と交流
する方法について，
英語で述べることが
できる。
・関係副詞：where,
when
・入国審査で使われ
る表現を学ぶ。

・関係副詞where，whenを用いた文
の形・意味を理解している。
・世界中で壁画を描く活動について書
かれた話の内容を読み取る技能を身に
つけている。

・世界中で壁画を描く活動についての
話や，外国の人々と交流する方法につ
いて話されるスピーチや対話の概要を
捉えている。

・世界中で壁画を描く活動について学
んだり，外国の人々と交流する方法に
ついて自分で調べた事柄を用いて，外
国の人々と交流する方法について書こ
うとしている。

・生物模倣について
の授業を通して自然
界のデザインをヒン
トに開発された製品
について学習する。
・自然界のデザイン
をヒントにした製品
について，英語で発
表できる。
・知覚動詞

・知覚動詞を用いた文の形・意味を理
解している。
・生物模倣についてのオンライン講演の
授業や，痛くない注射針について書か
れた記事の内容を読み取る技能を身に
つけている。

・生物模倣についてのオンライン講演の
授業や，痛くない注射針について書か
れた記事の概要を捉えている。

・生物模倣について学んだり，自然界の
デザインをヒントに開発された製品につ
いて自分で調べた事柄を用いて，その
紹介記事を書こうとしている。

・カカオ農園の実態
と児童労働問題に
ついて学習する。
・社会的な問題につ
いて，英語で意見を
述べることができ
る。
・使役動詞

・使役動詞を用いた文の形・意味を理
解している。
・チョコレートをめぐる社会問題とその
解決策についての雑誌の記事や，カカ
オ農園での児童労働の問題についての
討論の内容を読み取る技能を身につけ
ている。

・チョコレートをめぐる社会問題とその
解決策についての雑誌の記事や，チョ
コレートをめぐる社会問題について話さ
れるスピーチや対話の概要を捉えてい
る。

・チョコレートをめぐる社会問題とその
解決策について学んだり，その問題に
ついて自分で調べた事柄を用いて，情
報や考えなどを書こうとしている。

・ナイチンゲールの
生涯について学習
する。
・人を助ける職業に
ついて，英語で説明
することができる。
・分詞構文

・分詞構文を用いた文の形・意味を理
解している。
・分詞構文の理解をもとに，医療と看護
の発展に一生を捧げたナイチンゲール
の生涯を紹介する記事の内容を読み取
る技能を身につけている。

・医療と看護の発展に一生を捧げたナ
イチンゲールの生涯を紹介する記事
や，人を助ける職業について話されるス
ピーチや対話の概要を捉えている。

・ナイチンゲールの生涯について学んだ
り，人を助ける職業について自分で調
べた事柄を用いて，人を助ける職業に
ついて書こうとしている。

・登場人物の気持ち
を考えながら朗読劇
を演じて発表する。
・平日の生活でよく
使われる語句や表
現を学習する。

・アメリカの小さなレストランを経営する
夫婦と息子についての物語"Bear's
Pie"を読解する技能を身につけてい
る。　　　　　　　　　　　　・アメリカの家庭
におけるパイの意義を理解している。

・物語"Bear's Pie"の導入場面を整
理し、２種の結末の概要を捉えている。

・家庭料理であるパイにまつわるアメリ
カの文化を調べ、"Bear's Pie"の理解
を深めている。

［評価基準］　　A：十分達成している　　　B：概ね達成している　　　C:努力を要する

Lesson 6　Seeds for Future
Generations
Word Box 4 Various Jobs

Lesson7　Over the Wall
Communication 2　入国審査
Getting the Necessary
Information

Lesson 8　Inspiration from
Nature
文法のまとめ 3　（動詞の目的語に
なるif節／関係副詞／知覚動詞）

Lesson 9　The Bitter Truth
behind Chocolate
エッセイライティング
Extra Target 2　〇〇ならいいの
に…

Lesson 10　Fighting Angel
文法のまとめ 4　（使役動詞／分詞
構文）

Reading 2  Bear’s Pie
Word Box 5　A Day in
English :Part 2

評価規準

科目

英語コミュニケーションⅡb

学習内容 到達目標

評価規準



相生学院高等学校

教科 教科書番号 出版社 教科書名

外国語 CⅢ701 東京書籍 All　Aboard！English　Communication Ⅲ

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

（評価方法） （評価方法） （評価方法）

レポート
視聴報告書
単位認定試験

レポート
単位認定試験

レポート
行動観察
課題プリント

建築物について、英
語で紹介をすること
ができる。

[知識]to不定詞/動名詞を用いた文の
形.意味を理解している。また海外の有
名な建築物について学んだり建築物に
ついて自分で調べたことを理解してい
る。
[技能]to不定詞/動名詞の理解のもと
に、アントニオ・ガウディが設計した建築
物の概念や特徴についての紹介や記
事を聞いたり読んだり、また情報や考
えを伝え合ったり、話したり、原稿を書
く技能を身につけている。

アントニオ・ガウディが設計した建築物
の概念や特徴についての紹介や、建築
物の名前や特徴などを紹介するレポー
ト番組や記事を捉え、情報、考えを整
理して概要を伝え会ったり、話したり原
稿が書くことができる。

アントニオ・ガウディが設計した建築物
の概念や特徴についての紹介しようと
したり、建築物の名前や特徴などを紹
介するレポート番組や記事を捉え、情
報、考えを整理して概要を伝え会った
り、話し会ったり原稿を書こうとしてい
る。

生き物の特徴につい
て、英語で説明をす
ることができる。

[知識]現在完了形を用いた文の形・意
味を理解している。北海道のエゾモモ
ンガやアイヌの人々について学んだり、
生き物について自分で調べた事柄を整
理・理解している。
[技能]現在完了形の理解のもと北海
道の野生動物観察ツアーガイドによる
エゾモモンガやアイヌの人々について
学んだりしたことを聞いたり、読んだ
り、伝え合ったり、話したり、原稿を書く
技能を身につけている。

北海道の野生動物観察ツアーのガイド
による、エゾモモンガやアイヌの人々に
つぃての説明や、対話や発表の概要を
捉えている。また調べた事柄を用いて、
情報や感想などを伝えたり、話したり、
原稿を書くことができる。

北海道の野生動物観察ツアーのガイド
による、エゾモモンガやアイヌの人々に
つぃての説明や、対話や発表の概要を
捉えようと、また調べた事柄を用いて、
情報や感想などを伝え会おうとしたり、
話そうとしたり、原稿を書こうとしてい
る。

ファッションについ
て、英語でインタ
ビューをすることがで
きる。

[知識]使役動詞を用いた文の形・意味を
理解している。また衣服の働きと自己表
現としてファッションについて学んだり、
ファッションやスタイルについて、自分で
調べたり考えたりした事柄を整理・理解し
ている。
[技能]使役動詞の理解のもとに、衣服の
働きと自己表現としてのファッションやス
タイルついて記事の内容を聞いたり、読
んだりインタビューしたり、インタビューに
答えたり、インタビューに選んだ人物につ
いて発表や原稿を書いたりする技能を身
につけている。

衣服の働きと自己表現としてのファッ
ションについて考える記事や、ファッ
ションやスタイルに関するインタビュー
や、書かれた記事の概要を捉えてい
る。また自分で調べたり考えたりした事
柄を用いて、インタビューしたり、インタ
ビューに答えたり、インタビュー形式で
選んだ人物のファッションやスタイルに
ついて、整理して話したり原稿を書くこ
とができる。

衣服の働きと自己表現としてのファッ
ションについて考える記事や、ファッ
ションやスタイルに関するインタビュー
や、書かれた記事の概要を捉えようと
している。また自分で調べたり考えたり
した事柄を用いて、インタビューしよう
としたり、インタビューに答えようとした
り、インタビュー形式で選んだ人物の
ファッションやスタイルについて、整理し
て話そうとしたり、原稿を書こうとして
いる。

食糧問題について、
英語でミニディベート
をすることができる。

[知識]受け身形を用いた文の形・意味
を理解している。昆虫食について学ん
だり、食糧問題について自分で調べた
事柄を整理・理解している。
[技能]受け身形の理解のもとに、コオ
ロギを使用する昆虫食について対話を
聞き取ったり、読み取る。調べた事柄に
意見や反論を伝え合う技能を身につけ
ている。広告を作成したり、ミニディベ
－トをするとき、論題に添って意見や情
報を話したり、書いたりする技能を身に
つけている。

コオロギを使用する昆虫食についての
対話や、食糧問題を論題にしたミニ
ディべートの概要を捉えている。
昆虫食について学んだり、食糧問題に
ついて、自分で調べた事柄を用いて意
見・反論を伝え会ったり、話したり、論
題について意見を整理して書くことが
できる。

コオロギを使用する昆虫食についての
対話や、食糧問題を論題にしたミニ
ディべートの概要を捉えようとしてい
る。
昆虫食について学んだり、食糧問題に
ついて、自分で調べた事柄を用いて意
見・反論を伝え会おうとしたり、話そう
としたり、論題について意見を整理して
書こうとしている。

地域の自然につい
て、英語でプレゼン
テーションをすること
ができる。

[知識]関係代名詞who,which,that
を用いた文の形・意味を理解している。
マダガスカルについて学んだり、地域
の自然の特徴について自分で調べた
事柄を整理・理解している。
[技能]関係代名詞who,which,that
を用いた文の形・意味を理解をもとに、
マダガスカルの自然と人々の生活につ
いて、聞き取りや内容を読み取る技能
を身につけている。また自分で調べた
事柄を用いて、情報や考えなどを話し
て伝え合う、プレゼンテーションをする、
またその原稿を書く技能を身につけて
いる。

マダガスカルの自然と人々の生活につ
いての紹介や、地域の自然の特徴につ
いて話される対話やプレゼンテーション
や書かれている記事の概要を捉えてい
る。
マダガスカルについて学んで地球環境
や生態系について考えたり、地域の特
徴について自分で調べた事柄を用い
て、情報や考えなどを伝え合ったり、話
したりプレゼンテーションの原稿を書く
ことができる。

マダガスカルの自然と人々の生活につ
いての紹介や、地域の自然の特徴につ
いて話される対話やプレゼンテーション
や書かれている記事の概要を捉えよう
としている。
マダガスカルについて学んで地球環境
や生態系について考えたり地域の特徴
について自分で調べた事柄を用いて、
情報や考えなどを伝え合おうとしたり、
話そうとしたり、プレゼンテーションの
原稿を書こうとしている。

今からおよそ１３０年
後の学校の形態と教
育のあり方を想像し、
子どもたちの思いと
幸せを考える。

[知識]未来の機械化された学校と生
徒の日常生活についての物語を読み、
各場面の状況を登場人物の心情を読
み取ることができる。
[技能]各場面の状況や登場人物の心
情を考えたり想像したりしながら、やや
複雑な構造の物語を音読できる。

未来の機械化された学校と生徒の日常
生活についての物語の内容を理解し、
各場面の状況を登場人物の心情を読
み取ったり、内容を伝えたり、理想の学
校のあり方をディベートしたり、自分の
意見をまとめて書いたりすることができ
る。

未来の機械化された学校と生徒の日常
生活についての物語の内容を理解しよ
うとしたり、各場面の状況を登場人物
の心情を読み取ろうとしたり、内容を話
そうとしたり、理想の学校のあり方を
ディベートしようとしたり、自分の意見
をまとめて書こうとしている。

［評価基準］　　A：十分達成している　　　B：概ね達成している　　　C:努力を要する

Lesson 1

Gifts to Barcelona

Lesson 2
Akkamui

Lesson3

Your True Colors

Lesson 4

Our Future Food?

Lesson5
Madagascar

Reading 1

The Fun They Had

評価規準

科目

英語コミュニケーションⅢa

学習内容 到達目標

評価規準



相生学院高等学校

教科 教科書番号 出版社 教科書名

外国語 CⅢ701 東京書籍 All　Aboard！English　Communication Ⅲ

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

（評価方法） （評価方法） （評価方法）

レポート
視聴報告書
単位認定試験

レポート
単位認定試験

レポート
行動観察
課題プリント

訪ねてみたい史跡に
ついて、英語でまとま
りのある文章を書くこ
とができる。

[知識]関係代名詞（who,which）の非
制限用法を用いた文の形・意味を理解し
ている。古代中国を統一した秦の始皇帝
の業績と彼が残した兵馬俑について学ん
だり、訪れてみたい史跡について自分で
調べた事柄を整理・理解している。
[技能]関係代名詞(who,which)の非
制限用法を理解の上で秦の始皇帝の業
績や彼が残した兵馬俑について聞き取っ
たり、読み取ったり、情報や考えを伝え
合ったり、発表したり、書いたりする技能
を身につけている。

古代中国を統一した秦の始皇帝の業
績と彼が残した兵馬俑についての紹介
や、訪れてみたい史跡について話され
る対話や書かれた記事の概要をとらえ
ている。また自分で調べた事柄を用い
て情報や考えなどを伝え合ったり、整
理して話したり、まとまりのあるパラグ
ラフを書くことができる。

古代中国を統一した秦の始皇帝の業
績と彼が残した兵馬俑についての紹介
や、訪れてみたい史跡について話され
る対話や書かれた記事の概要をとらえ
ようとしている。また自分で調べた事柄
を用いて情報や考えなどを伝え合おう
としたり、整理して話そうとしたり、まと
まりのあるパラグラフを書こうとしいて
いる。

再生可能エネルギー
について、国や地域を
比較して英語でプレ
ゼンテーションでき
る。

[知識]比較表現を用いた文の形・意味を
理解している。地球温暖化と再生可能エ
ネルギーについて学んだり、再生可能エ
ネルギーへの投資金額などのグラフから
読み取った事柄を整理・理解している。
[技能]比較表現の理解をもとに、地球温
暖化と再生可能エネルギーについて各国
の状況を聞き取り、読み取る技能を身に
つけている。また投資金額のグラフを読
み取り、情報や考えを伝え合う、プレゼン
テーションをする、その原稿を書く技能を
身につけている。

地球温暖化と再生可能エネルギー、ア
イスランドとカナダの電力発電、再生可
能エネルギーへの投資金額などについ
て話されるプレゼンテーションやスピー
チや、書かれた記事の概要を捉えてい
る。また投資金額のグラフから読み
取った事柄などを用いて、情報や考え
を伝え合ったり、話したり、読み取った
事柄などを用いて、プレゼンテーション
の原稿を書くことができる。

地球温暖化と再生可能エネルギー、ア
イスランドとカナダの電力発電、再生可
能エネルギーへの投資金額などについ
て話されるプレゼンテーションやスピー
チや、書かれた記事の概要を捉えよう
としている。また投資金額のグラフから
読み取った事柄などを用いて、情報や
考えを伝え合おうとしたり、話そうとし
たり、読み取った事柄などを用いて、プ
レゼンテーションの原稿を書こうとして
いる。

経験したことや考えた
ことについて、英語で
まとまりのある文章を
書くことができる。

[知識]名詞を後ろから説明する分詞を用い
た文の形・意味を理解している。原爆投下に
より被爆した広島の路面電車と、その運転
士だった女子学生の経験を通して、平和の
大切さについて学んだり、訪れた場所での
経験をまとめた事柄を整理・理解している。
[技能]後ろから説明する分詞を理解した上
で、原爆投下時の運転士だった女子学生の
経験から、平和の大切さについての対話の
内容や記事を、聞き取ったり読み取ることが
できる。さらに情報や考えを話し伝え合う、
経験についてパラグラフを発表したり、パラ
グラフを書くことができる。

原爆投下により被爆した広島の路面電
車と、その運転士だった女子生徒の経
験を通して、平和の大切さについて考
える記事や訪れた場所で経験したこと
などについての概要を、聞き取ったり、
理解ができる。
自分でまとめた事柄の情報や考えなど
を伝え合ったり、自分の経験について
整理した事柄を話したり、書くことがで
きる。

原爆投下により被爆した広島の路面電
車と、その運転士だった女子生徒の経
験を通して、平和の大切さについて考
える記事や訪れた場所で経験したこと
などについて概要を、聞き取ったり、理
解しようとしている。
自分でまとめた事柄の情報や考えなど
を伝え合おうとしたり、自分の経験につ
いて整理した事柄を話そうとしたり、書
こうとしている。

電気の有効活用につ
いて、英語でミニディ
ベートをすることがで
きる。

[知識]仮定法過去を用いた文の形・意味を
理解している。雷や異常気象について学ん
だり、電気自動車への切り替えについて自
分で調べた事柄を整理・理解している。
[技能]仮定法過去の理解のもとに、雷の発
生のしくみや避難方法、地球温暖化との関
係について海外の高校生に向けたオンライ
ンの発表を聞き取ったり、読み取る技能を身
につける。自分で調べた事柄を伝え合うこと
や、ミニディベートで話したり、論題について
書く技能を身につける。

雷の発生のしくみや避難方法、地球温
暖化の関係などについての、海外の高
校生へのオンライン発表や電気自動車
への切り替えを論題にしたミニディ
ベートの概要を捉えている。また意見
や反論など伝えあったり、論題に添う意
見や情報を話したり、整理して書くこと
ができる。

雷の発生のしくみや避難方法、地球温
暖化の関係などについての、海外の高
校生へのオンライン発表や電気自動車
への切り替えを論題にしたミニディ
ベートの概要を捉えようとしている。ま
た意見や反論など伝え合おうとしたり、
論題に添う意見や情報を話そうとした
り、整理して書こうとしている。

社会に影響を与えた
人物について、英語
でエッセイを書くこと
ができる。

[知識]関係代名詞whoseを用いた文の
形・意味を理解している。人種差別の壁
を越えて、米国の宇宙開発に貢献したア
フリカ系アメリカン人数学者キャサリン・
ジョンソンについて学んだり、社会に影響
を与えた人物について自分で調べてまと
めた事柄を理解している。
[技能]米国の宇宙開発に貢献したアフリ
カ系アメリカン人数学者キャサリン・ジョ
ンソンについて学んだり、社会に影響を
与えた人物について自分で調べてまとめ
た事柄を聞き取ったり、読み取ったりして
理解している。さらに情報や考えなどを伝
え合ったり、エッセイを発表したり、書く技
能を身につけている。

人種差別の壁を越えて、米国の宇宙開
発に貢献したアフリカ系アメリカ人数学
者、キャサリン・ジョンソンについて書か
れた記事や、社会に影響を与えた人物
について、読まれるエッセイの概要を捉
えている。また自分で調べた事柄を用
いて、情報や考えなどを伝えあったり、
話したり、書くことができる。

人種差別の壁を越えて、米国の宇宙開
発に貢献したアフリカ系アメリカ人数学
者、キャサリン・ジョンソンについて書か
れた記事や、社会に影響を与えた人物
について、読まれるエッセイの概要を捉
えようとしている。また自分で調べた事
柄を用いて、情報や考えなどを伝え合
おうとしたり、話し合おうとしたり、書こ
うとしたりしている。

人との出会いと運命
について思いを寄せ
る。

[知識]若い二人がレストランで相席する
ことによって出会い、お互い運命的なひ
らめきを感じた。彼女の連絡先の電話番
号を書いた本をジョゼフは失くしてしま
い、再び会うことができず、二人とも失意
の中にいたが、また偶然にもパリで会うこ
とができ、二人のストーリに運命的な人生
を読み取ることができる。
[技能]各場面の状況や登場人物の心情
を考えたり想像したりしながら、やや複雑
な構造の物語を音読できる。

二人の出会いの物語の内容を理解し、
各場面の状況を登場人物の心情を読
み取ったり、内容を伝えたり、理想の人
生のあり方をディベートしたり、自分の
意見をまとめて書いたりすることができ
る。

　二人の運命的な出会いについての物
語の内容を理解しようとしたり、各場面
の状況を登場人物の心情を読み取ろう
としたり、内容を話したり、理想の人生
のあり方をディベートしようとしたり、自
分の意見をまとめて書こうとする。

［評価基準］　　A：十分達成している　　　B：概ね達成している　　　C:努力を要する

Lesson 6

The Mystery of the
Terracotta
Warriors

Lesson7

Green Challenges

Lesson 8

Witnesses　of War

Lesson 9

The Wonders of LIghtning

Lesson 10

Katherine's  Long Journey

Reading 2

Table  for Two

評価規準

科目

英語コミュニケーションⅢｂ

学習内容 到達目標

評価規準



教科 教科書番号 出版社 教科書名

外国語 論Ⅰ 901 東京書籍
NEW FAVORITE English Logic and 

Expression Ⅰ Revised

科目

論理・表現Ⅰ







相生学院高等学校

教科 教科書番号 出版社 教科書名

外国語 論Ⅱ701 東京書籍 NEW FAVORITE English Logic and ExpressionⅡ

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

（評価方法） （評価方法） （評価方法）

レポート
視聴報告書
単位認定試験

レポート
単位認定試験

レポート
単位認定試験
行動観察
課題プリント

日常使用する英語
表現(訂正する/心
配する/感謝する/
驚く/繰り返す/言い
換える/注意を引く/
同意を求める/望む
/褒める)を身に付
ける。

【知識】訂正する/心配する/感謝する/
驚く/繰り返す/言い換える/注意を引く
/同意を求める/望む/褒めるときの表
現の形・意味・用法を理解している。
【技能】学んだ知識を用いて、表現を適
切に運用し、自分の考えや気持ちなど
を詳しく表現する技能を身につけてい
る。

場面や状況を理解し、適切な表現を用
いて、訂正する/心配する/感謝する/
驚く/繰り返す/言い換える/注意を引く
/同意を求める/望む/褒める際の自分
の考えや気持ちなどを詳しく表現して
いる。

自分の活動を振り返りながら、適切な
表現を用いて、訂正する/心配する/感
謝する/驚く/繰り返す/言い換える/注
意を引く/同意を求める/望む/褒める
際の自分の考えや気持ちなどを詳しく
表現しようとしている。

日常使用する英語
表現(誘う/説明す
る/聞き直す/依頼
する/要約する/言
い換える/困ったこ
とを伝える/控えめ
に依頼する)を身に
付ける。

【知識】誘う/説明する/聞き直す/依頼
する/要約する/言い換える/困ったこと
を伝える/控えめに依頼するときの表現
の形・意味・用法を理解している。
【技能】学んだ知識を用いて、表現を適
切に運用し、自分の考えや気持ちなど
を詳しく表現する技能を身につけてい
る。

場面や状況を理解し、適切な表現を用
いて、誘う/説明する/聞き直す/依頼す
る/要約する/言い換える/困ったことを
伝える/控えめに依頼する際の自分の
考えや気持ちなどを詳しく表現してい
る。

自分の活動を振り返りながら、適切な
表現を用いて、誘う/説明する/聞き直
す/依頼する/要約する/言い換える/
困ったことを伝える/控えめに依頼する
際の自分の考えや気持ちなどを詳しく
表現しようとしている。

日常使用する英語
表現(依頼する/提
案する/仮定する/
反対する/報告する
/比較する/説明す
る/理由を述べる)を
身に付ける。

【知識】依頼する/提案する/仮定する/
反対する/報告する/比較する/説明す
る/理由を述べるときの表現の形・意
味・用法を理解している。
【技能】学んだ知識を用いて、表現を適
切に運用し、自分の考えや気持ちなど
を詳しく表現する技能を身につけてい
る。

場面や状況を理解し、適切な表現を用
いて、依頼する/提案する/仮定する/
反対する/報告する/比較する/説明す
る/理由を述べる際の自分の考えや気
持ちなどを詳しく表現している。

自分の活動を振り返りながら、適切な
表現を用いて、依頼する/提案する/仮
定する/反対する/報告する/比較する/
説明する/理由を述べる際の自分の考
えや気持ちなどを詳しく表現しようとし
ている。

日常使用する英語
表現(推論する/賛
成・反対する/主張
する/説得する)を
身に付ける。

【知識】推論する/賛成・反対する/主張
する/説得するときの表現の形・意味・
用法を理解している。
【技能】学んだ知識を用いて、表現を適
切に運用し、自分の考えや気持ちなど
を詳しく表現する技能を身につけてい
る。

場面や状況を理解し、適切な表現を用
いて、推論する/賛成・反対する/主張
する/説得する際の自分の考えや気持
ちなどを詳しく表現している。

自分の活動を振り返りながら、適切な
表現を用いて、推論する/賛成・反対す
る/主張する/説得する際の、自分の考
えや気持ちなどを詳しく表現しようとし
ている。

日常使用する英語
表現(報告する/望
む/説明する/主張
する/提案する)を
身に付ける。

【知識】報告する/望む/説明する/主張
する/提案するときの表現の形・意味・
用法を理解している。
【技能】学んだ知識を用いて、表現を適
切に運用し、自分の考えや気持ちなど
を詳しく表現する技能を身につけてい
る。

場面や状況を理解し、適切な表現を用
いて、報告する/望む/説明する/主張
する/提案する際の自分の考えや気持
ちなどを詳しく表現している。

自分の活動を振り返りながら、適切な
表現を用いて、報告する/望む/説明す
る/主張する/提案する際の、自分の考
えや気持ちなどを詳しく表現しようとし
ている。

日常使用する英語
表現(仮定する/推
論する/比較する/
類似点と相違点を
説明する/主張する
/説得する)を身に
付ける。

【知識】仮定する/推論する/比較する/
類似点と相違点を説明する/主張する/
説得するときの表現の形・意味・用法を
理解している。
【技能】学んだ知識を用いて、表現を適
切に運用し、自分の考えや気持ちなど
を詳しく表現する技能を身につけてい
る。

場面や状況を理解し、適切な表現を用
いて、仮定する/推論する/比較する/
類似点と相違点を説明する/主張する/
説得する際の自分の考えや気持ちなど
を詳しく表現している。

自分の活動を振り返りながら、適切な
表現を用いて、仮定する/推論する/比
較する/類似点と相違点を説明する/主
張する/説得する際の、自分の考えや
気持ちなどを詳しく表現しようとしてい
る。

評価規準

科目

論理・表現Ⅱ

学習内容 到達目標

評価規準

［評価基準］　　A：十分達成している　　　B：概ね達成している　　　C:努力を要する

Unit1
Lesson1 友達に報告する
Lesson2 日本での初登校
Lesson3 経験についてのスピーチ
Lesson4 ファンレター

Unit1
Lesson5 イベントに誘う
Lesson6 図書館で資料さがし
Lesson7 翻訳についてのスピーチ
Lesson8 通信販売で返品依頼

Unit1
Lesson9 タクシーに乗る
Lesson10 友達とディスカッション
Lesson11 比較結果のプレゼン
テーション
Lesson12 就きたい職業

Unit2
Lesson1 クラスでディベート①
Lesson2 クラスでディベート②
Lesson3 クラスでディベート③

Unit2
Lesson4 調査結果のプレゼンテー
ション
Lesson5 社会問題についてのス
ピーチ

Unit2
Lesson6 仮定して推論する
Lesson7 比較して説明する
Lesson8 読み手を説得する



相生学院高等学校

教科 教科書番号 出版社 教科書名

家庭 家総002-901 東京書籍 家庭総合　自立・共生・創造

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

（評価方法） （評価方法） （評価方法）

レポート
視聴報告書
単位認定試験

レポート
視聴報告書

レポート
単位認定試験
行動観察

自立した生活を営
むために、生涯発達
の視点からライフス
テージの特徴と課題
を理解する。

・人の一生について，自己と他者，社会
との関わりから様々な生き方があること
を理解している。
・自立した生活の営みに必要な金銭，生
活時間などの生活資源についての課題
に対応し，情報の収集・整理を重ねたう
えで意思決定をしていくことの重要性
について理解している。

・ライフスタイルと将来の家庭生活など
の生涯を見通した自己の生活及び職業
生活について，主体的に思考できる。
・生活資源を活用した生活設計につい
て課題設定・解決策の構想から，実践
を評価・改善し，考察したことを論理的
に表現するなどして課題を解決する力
を身に付ることができる。

・様々な人々と協働し，よりよい社会の
構築に向けて，生涯の生活設計につい
て，課題の解決に主体的に取り組み，
地域社会に参画しようとするとともに，
生活文化を継承し，自分や家庭，地域
の生活の充実向上を図ろうと興味を
もって学習できている。

生涯を見通して、自
分のライフスタイル
を考えることができ
るように、さまざまな
生き方について理
解する。

・生涯発達の視点から各ライフステージ
の特徴と課題や，意思決定の重要性に
ついて理解している。
・家族・家庭の機能と家族関係，法律及
び意義について理解している。
・男女の平等と協力について理解を深
めている。
・家族・家庭を取り巻く社会環境の変化
や課題について理解を深めている。

・家庭や地域のよりよい生活を創造す
るために，男女が協力しあい，家族の一
員としての役割を果たし家庭を築くこと
の重要性及び自己の意思決定に基づ
き，責任をもって行動することの重要性
について，課題設定・解決策の構想を
行い，実践を評価・改善し，考察したこ
とを論理的に表現するなどして課題を
解決する力を身に付ることができる。

・様々な人々と協働し，よりよい社会の
構築に向けて，青年期の自立と家族・
家庭及び社会について，地域社会に参
画しようとするとともに，生活文化を継
承し，自分や家庭，地域の生活を向上
させようと主体的に習得しようとしてい

る。

子どもの育つ力を
理解するとともに、
親になったとき、あ
るいは地域や社会
の一員として、子ど
もとどう関わり、育
んでいくかを考え
る。

・青年期の課題である自立及び親の役
割と保育について理解している。
・乳幼児期の心身の発達と生活及び子
供の遊びと文化について理解してい
る。
・子供の発達に応じて適切に関わるた
めの技能を理解している。
・子供を取り巻く社会環境の変化や課
題及び子供の福祉や子育て支援につ
いて理解している。

・子供の健やかな発達を支えるために，
子供との適切な関わり方について課題
設定・解決策の構想を行い，実践を評
価・改善し，考察したことを論理的に表
現するなどして課題を解決する力を身
に付ることができる。

・様々な人々と協働し，よりよい社会の
構築に向けて，子供との関わりと保育・
福祉について，地域社会に参画しようと
するとともに，生活文化を継承し，自分
や家庭，地域の生活の充実向上させよ
うと主体的に習得しようとしている。

超高齢社会を生き
る者として、充実し
た毎日を送ることが
できる社会のあり方
について考える。

・高齢者を取り巻く社会環境の変化や
課題について理解している。
・高齢期の心身の特徴について理解し
ている。
・高齢者の尊厳と自立生活の支援や介
護及び高齢者の心身の状況に応じて適
切に関わるための生活支援に関する技
能について理解している。
・高齢者福祉について理解している。

・高齢者の自立生活を支えるために，高
齢者の心身の状況に応じた適切な支援
の方法や関わり方について課題設定・
解決策の構想を行い，実践を評価・改
善し，考察したことを論理的に表現する
などして課題を解決する力を身に付る
ことができる。

・様々な人々と協働し，よりよい社会の
構築に向けて，高齢者との関わりと福
祉について，地域社会に参画しようとす
るとともに，生活文化を継承し，自分や
家庭，地域の生活の充実向上させよう
と主体的に習得しようとしている。

誰もが生涯を通して
自分の力を生かし、
必要に応じて援助
を得ながら安心して
暮らせる社会に向け
て、家族・家庭生活
を支える福祉につい
て理解する。

・家庭と地域との関わりについて理解し
ている。
・生涯を通して家族・家庭の生活を支え
る福祉や社会的支援について理解して
いる。
・高齢者や障害のある人々など様々な
人々が共に支え合って生きることの意
義について理解している。

・家庭や地域及び社会の一員としての
自覚をもち，様々な人々との関わり方に
ついて課題設定・解決策の構想を行
い，実践を評価・改善し，考察したこと
を論理的に表現するなどして課題を解
決する力を身に付ることができる。

・様々な人々と協働し，よりよい社会の
構築に向けて，共生社会と福祉につい
て，地域社会に参画しようとするととも
に，生活文化を継承し，自分や家庭，地
域の生活の充実向上させようと主体的
に習得しようとしている。

よりよい食習慣を身
に付けるための知識
を学び、生活の質を
高める視点と生活
習慣病予防の視点
を持つ。

・食生活を取り巻く課題など，食と人との関
わりについて理解している。
・ライフステージの特徴や課題に着目し，健
康や環境に配慮した食生活について理解し
ている。
・ライフステージの特徴や課題に着目し，栄
養の特徴及び栄養的特質について理解して
いる。
・食品の調理上の性質について科学的に理
解している。
・食の安全と衛生など，食と人との関わりに
ついて理解している。
・食品衛生について科学的に理解している。

・主体的に食生活を営むことができるよ
う健康に配慮した自己と家族の食事に
ついて課題設定・解決策の構想を行
い，実践を評価・改善し，考察したこと
を論理的に表現するなどして課題を解
決する力を身に付ることができる。

・様々な人々と協働し，よりよい社会の
構築に向けて，食生活の科学と文化に
ついて，地域社会に参画しようとすると
ともに，生活文化を継承し，自分や家
庭，地域の生活の充実向上させようと
主体的に習得しようとしている。

［評価基準］　　A：十分達成している　　　B：概ね達成している　　　C:努力を要する

第1章　生涯を見通す
　1.人生を展望する
　2.目標を持って生きる

第2章　人生をつくる
　1.人生をつくる
　2.家族・家庭を見つめる
　3.これからの家庭生活と社会

第３章　子どもと共に育つ
　1.命を育む
　2.子どもの育つ力を知る
　3.子どもと関わる
　4.子どもとの触れ合いから学ぶ
　5.これからの保育環境

第4章　超高齢社会を共に生きる
　1.超高齢・大衆長寿社会を迎えて
　2.高齢者の心身の特徴
　3.高齢者の自立を支える
　4.これからの超高齢社会

第5章　共に生き、共に支える
　1.私たちの生活と福祉
　2.社会保障の考え方
　3.共に生きる

第6章　食生活をつくる
　1.食生活の課題について考える
　2.食事と栄養・食品
　3.食品の選択と安全
　４．生涯の健康を見通した食事計画
　５．調理の基礎
　６．食生活の文化と知恵
　７．これからの食生活

評価規準

科目

家庭総合（家庭総合ａ）

学習内容 到達目標

評価規準



相生学院高等学校

教科 教科書番号 出版社 教科書名

家庭 家総002－901 東京書籍 家庭総合　自立・共生・創造

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

（評価方法） （評価方法） （評価方法）

レポート
視聴報告書
単位認定試験

レポート
視聴報告書

レポート
単位認定試験
行動観察

健康で快適に装う
ために、どのように
被服計画を立てて
いけばよいかを考
え、身に付ける。

・ライフステージの特徴や課題に着目
し，身体特性と被服の機能及び着装に
ついて理解している。
・被服と人との関わり及び健康と安全，
環境に配慮した自己と家族の衣生活の
計画・管理に必要な情報の収集・整理
について理解している。
・衣生活の自立に必要な技能及び被服
材料について科学的に理解している。
・衣生活の自立に必要な技能及び被服
衛生・被服管理について科学的に理解
している。

・主体的に衣生活を営むことができるよ
う目的や個性に応じた健康で快適，機
能的な着装について課題設定・解決策
の構想を行い，実践を評価・改善し，考
察したことを論理的に表現するなどして
課題を解決する力を身に付ることがで
きる。

・様々な人々と協働し，よりよい社会の
構築に向けて，衣生活の科学と文化に
ついて，，地域社会に参画しようとする
とともに，生活文化を継承し，自分や家
庭，地域の生活を向上させようと主体

的に習得しようとしている。

目的に合った被服を
製作するために、被
服の構成を理解す
る。

・被服構成及び被服製作について科学
的に理解している。
・衣生活の自立に必要な技能及び日本
と世界の衣文化など，被服と人との関
わりについて理解している。
・衣生活を取り巻く課題など，被服と人
との関わりについて理解している。
・健康と安全，環境に配慮した自己と家
族の衣生活の計画・管理に必要な情報
の収集・整理について理解している。

・主体的に衣生活を営むことができるよう日
本の衣文化の継承・創造について課題設
定・解決策の構想を行い，実践を評価・改
善し，考察したことを論理的に表現するなど
して課題を解決する力を身に付ることがで
きる。
・主体的に衣生活を営むことができるよう目
的や個性に応じた健康で快適，機能的な着
装について課題設定・解決策の構想を行
い，実践を評価・改善し，考察したことを論
理的に表現するなどして課題を解決する力
を身に付ることができる。

・様々な人々と協働し，よりよい社会の
構築に向けて，衣生活の科学と文化に
ついて，地域社会に参画しようとすると
ともに，生活文化を継承し，自分や家
庭，地域の生活の充実向上させようと

主体的に習得しようとしている。

安全で快適な住居
を整え、地域の住文
化に溶け込み、街並
みや周囲の自然環
境と調和した持続可
能な住生活を営む
ために必要な知識
を身に付ける。

・住生活を取り巻く課題など，住まいと
人との関わりについて理解している。
・ライフステージの特徴や課題に着目
し，防災などの安全や環境に配慮した
住居の機能について科学的に理解して
いる。
・住生活の計画・管理に必要な技能及
び家族の生活や生活様式に応じた持続
可能な住居の計画について理解してい
る。
・快適で安全な住空間を計画するため
に必要な情報の収集・整理について理
解している。
・日本と世界の住文化など，住まいと人
との関わりについて理解している。
・家族の生活やライフスタイルに応じた
持続可能な住居の計画及び住生活を
取り巻く課題など，住まいと人との関わ
りについて理解している。

・主体的に住生活を営むことができるようラ
イフステージと住環境及び防災などの安全
に配慮した住生活とまちづくりに応じた住居
の計画について課題設定・解決策の構想を
行い，実践を評価・改善し，考察したことを
論理的に表現するなどして課題を解決する
力を身に付ることができる。
・主体的に住生活を営むことができるよう日
本の住文化の継承・創造及び環境に配慮し
た住生活とまちづくりについて課題設定・解
決策の構想を行い，実践を評価・改善し，考
察したことを論理的に表現するなどして課
題を解決する力を身に付ることができる。

・様々な人々と協働し，よりよい社会の
構築に向けて，住生活の科学と文化に
ついて，地域社会に参画しようとすると
ともに，生活文化を継承し，自分や家
庭，地域の生活の充実向上させようと
主体的に習得しようとしている。

自立した消費者とし
て適切に意思決定
を行い、消費生活を
マネジメントする力
を身に付ける。

・消費行動における意思決定及び消費
生活の現状と課題について理解してい
る。
・生活情報の収集・整理について適切
に理解している。
・契約の重要性及び消費者保護の仕組
みについて理解している。
・責任ある消費の重要性及び消費者の
権利と責任を自覚して行動できるよう，
消費者問題や消費者の自立と支援など
について理解している。
・生涯を見通した生活における経済の
管理や計画及び家計の構造について
理解している。
・リスク管理の考え方やそれに伴う情報
の収集・整理について適切に理解して
いる。
・生涯を見通した生活における社会との
関わり及び経済の管理や計画について
理解を深めている。

・生活情報を活用し，適切な意思決定
に基づいた，自立した消費者としての責
任ある消費行動について課題設定・解
決策の構想を行い，実践を評価・改善
し，考察したことを論理的に表現するな
どして課題を解決する力を身に付るこ
とができる。
・生涯を見通した生活における経済の
管理や計画の重要性について，ライフ
ステージごとの課題や社会保障制度な
どに関連付けた課題設定・解決策の構
想を行い，実践を評価・改善し，考察し
たことを論理的に表現するなどして課
題を解決する力を身に付ることができ
る。

・様々な人々と協働し，よりよい社会の
構築に向けて，生活における経済の計
画について，地域社会に参画しようとす
るとともに，生活文化を継承し，自分や
家庭，地域の生活の充実向上させよう
と主体的に習得しようとしている。
・様々な人々と協働し，よりよい社会の
構築に向けて，消費行動と意思決定に
ついて，地域社会に参画しようとすると
ともに，生活文化を継承し，自分や家
庭，地域の生活の充実向上させようと
主体的に習得しようとしている。

地球全体で起こって
いるさまざまな問題
の課題について学
び、生活者として何
ができるか考え、取
り組み、持続可能な
ライフスタイルを実
現する。

・持続可能な消費及び生活と環境との
関わりについて理解している。
・持続可能な社会へ参画することの意
義について理解している。
・人の一生は，他者や社会との関わりか
ら成り立ち様々な生き方があることを
理解している。
・生活の営みに必要な金銭，生活時間
などの生活資源について理解してい
る。

・持続可能な社会を目指して主体的に
行動できるよう，ライフスタイルについ
て課題設定・解決策の構想を行い，実
践を評価・改善し，考察したことを論理
的に表現するなどして課題を解決する
力を身に付ることができる。
・生涯を見通した自己の生活について
主体的に考え，ライフスタイルと将来の
家庭生活及び職業生活について思考
できる。
・生活資源を活用した生活設計につい
て課題設定・解決策の構想を行い，実
践を評価・改善し，考察したことを論理
的に表現するなどして課題を解決する
力を身に付ることができる。

・様々な人々と協働し，よりよい社会の
構築に向けて，持続可能なライフスタイ
ルと環境について，地域社会に参画し
ようとするとともに，生活文化を継承し，
自分や家庭，地域の生活の充実向上さ
せようと主体的に習得しようとしてい
る。
・様々な人々と協働し，よりよい社会の
構築に向けて，生涯の生活設計につい
て，地域社会に参画しようとするととも
に，生活文化を継承し，自分や家庭，地
域の生活の充実向上させようと主体的
に習得しようとしている。

［評価基準］　　A：十分達成している　　　B：概ね達成している　　　C:努力を要する

第7章　衣生活をつくる
　1.被服の役割を考える
　2.被服を入手する
　3.被服を管理する

第7章　衣生活をつくる
　4.被服を作る
　5.衣生活の文化と知恵
　6.これからの衣生活

第8章　住生活をつくる
　1.住生活の変遷と住居の機能
　2.安全で快適な住生活の計画
　3.住生活の文化と知恵
　4.これからの住生活

第9章　経済生活を営む
　1.情報の収集・比較と意思決定
　2.購入・支払いのルールと方法
　3.消費者の権利と責任
　4.生涯の経済生活を見通す
　5.家計をマネジメントする
　6.これからの経済生活

第10章　持続可能な生活を営む
　1.持続可能な社会を目指して
　2.一人一人の力で社会を動かす
第11章　これからの生活を創造する
　1.生活をデザインする

評価規準

科目

家庭総合（家庭総合ｂ）

学習内容 到達目標

評価規準



相生学院高等学校

教科 教科書番号 出版社 教科書名

情報 情Ⅰ901 東京書籍 新編情報Ⅰ

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

（評価方法） （評価方法） （評価方法）

レポート
視聴報告書
課題プリント
単位認定試験

レポート
視聴報告書
課題プリント
単位認定試験

レポート
課題プリント

情報メディアの特性
を理解する。問題解
決の手順を理解す
る。著作権や産業財
産権についての理
解を深める。

・情報やメディアの特性を理解してい
る。
・問題解決のプロセスを理解している。
・インターネットを利用する際に守るべ
き決まり事や、インターネットの適切で
ない使い方で起こる問題を理解してい
る。

・発想法を使って表現することができ
る。
・自分の個人情報を、どのように扱うの
が適切かを考えることができる。
・著作権の利用について適切に判断す
ることができる。
・電子マネーの利点と欠点を考えること
ができる。
・サイバー犯罪の対策を考えることがで
きる。

・身近な問題について，問題解決のプロ
セスを当てはめようとしている。

ネットコミュニケー
ションについて、理
解を深める。アナロ
グとディジタルの特
徴を理解する。

・コミュニケーション手段の変化につい
て理解している。
・ネットコミュニケーションの特徴を理解
している。
・デジタルとアナログの違いを理解して
いる。
・数値のデジタル化の方法を理解して
いる。
・色と動画のデジタル化の方法を理解
している。
・ユニバーサルデザインとは何かを理解
している。

・状況に応じて適切なメディアを選択す
ることができる。
・情報の圧縮方法の違いについて考え
ることができる。
・情報を可視化して表現することができ
る。

・ユーザ分析をして，効果的なコミュニ
ケーションのために情報デザインを行お

うとしている。

コンピュータの五大
装置について確認
する。プログラムと
シミュレーションの
作成手順について
確認する。

・コンピュータの仕組みを理解してい
る。
・ソフトウェアの働きを理解している。
・アルゴリズムを表現する方法を理解し
ている。
・乱数や関数を用いたプログラムを理
解している。
・モデル化の技能を身につけている。

・論理回路を真理値表に表現すること
ができる。
・プログラムに表現することができる。

・コンピュータの仕組みに興味を持とう
としている。
・よりよい情報社会を築くための情報環
境について，どのようなことに気を付け
たらよいか考えようとしている。

インターネットのしく
みについて理解し、
情報セキュリティの
特性を確認する。

・インターネット接続について理解して
いる。
・インターネットの接続の仕組みについ
て理解している。
・インターネット上のサービスの仕組み
を理解している。
・データの形式について理解している。
・データ分析の際に注意することを理解
している。

・認証後に使えるようになるサービスに
ついて考えることができる。
・情報セキュリティを高める技術につい
て，具体的な活用例を考えることができ
る。
・関係データモデルの利点を考えること
ができる。

・情報セキュリティを高める技術を実践
しようとしている。

ワープロソフト・表計
算ソフトなど、様々
なソフトウェアの活
用方法を確認する。
プログラミングにつ
いての理解深める。

・ブレーンストーミングで意見を出す技
能を身につけている。
・プレゼンテーションソフトウェアを活用
する技能を身につけている。
・Webページの構造を理解している。
・情報を検索する技能を身につけてい
る。

・複数の情報の中から目的に合った選
択を判断することができる。
・データのサイズを考えることができる。
・自分の問題を解決するためのプログ
ラムを考えることができる。

・作成した作品を見せ合い，相互評価し
ようとしている。

１章からの学習を踏
まえ、様々な問題に
ついて手順を確認
し、理解を深める。

・発想法の基本的な考え方を理解して
いる。
・色と動画のデジタル化の方法を理解
している。

・著作権の利用について保護されてい
るかどうか適切に判断することができ
る。
・サイバー犯罪の対策を考えることがで
きる。
・文字コードに当てはめて文字をコン
ピュータで表現することができる。
・プログラムに表現することができる。
・色や光の三原色を調整して，コン
ピュータで色を表現することができる。
・情報の圧縮方法の違いについて考え
ることができる。

・発想法を活用しようとしている。

［評価基準］　　A：十分達成している　　　B：概ね達成している　　　C:努力を要する

１章　情報で問題を解決する

２章　情報を伝える

３章　コンピュータを活用する

４章　データを活用する

５章　活動して提案する

巻末

巻末

１章～５章の振り返り

評価規準

科目

情報Ⅰ

学習内容 到達目標

評価規準



相生学院高等学校

教科 教科書番号 出版社 教科書名

体験学習 - - -

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

（評価方法） （評価方法） （評価方法）

レポート
課題プリント
行動観察

レポート
課題プリント
行動観察

レポート
課題プリント
行動観察

ボランティアの定義
や意義を理解して
いる。
様々な種類のボラン
ティアがあることを
理解している。

・ ボランティアの意義や役割について
説明できる。
・福祉とは何かを理解している。

・福祉とは何か、どのように考えて行動
すべきかを自分の言葉で説明できる。

・福祉やボランティアに対して関心を持
ち、学習を深めようとしている。

点字のしくみや打ち
方、読み方を学び、
視覚障害者につい
ての理解を深める。
障害のある人とのコ
ミュニケーションに
ついて考えられるよ
うになる。

・点字の仕組みや目的を理解している。
・認知症に関する基礎知識（症状・対
応・社会的課題など）を理解している。

・ 点字体験や講話を通して、福祉の課
題を自分事として捉えて考察している。

・ 点字体験や講話に積極的に参加し、
学ぼうとする姿勢が見られる。

ボランティアや福祉
について理解し、自
分の行動を振り返
り、次に生かそうと
いう意欲がみられ
る。

・福祉やボランティアにまつわる課題に
ついて理解している。

・ボランティア活動における自分の役割
やできることを論理的に考えて、適切に
表現できる。

・ 体験を通して、自分の行動を振り返
り、今後の人生に生かそうとしている。
・ボランティアのあり方、実施における
注意点について積極的に考える姿勢が
みられる。

［評価基準］　　A：十分達成している　　　B：概ね達成している　　　C:努力を要する

ボランティアの言葉の意味やその目
的、種類について学ぶ。
福祉について学ぶ。

紙上に再現された点字を読んだり、
紙面で再現したりする練習をし、点
字になじむ。
認知症について学ぶ。
障害のある人とのコミュニケーション
手段について考える。

スクーリングで学んだことや自ら調
べたことをふまえて、ボランティアや
福祉についての考えをまとめ、自分
にできることを考える。

評価規準

科目

ボランティア

学習内容 到達目標

評価規準



相生学院高等学校

教科 教科書番号 出版社 教科書名

体験学習 ― ― ―

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

（評価方法） （評価方法） （評価方法）

レポート内容・実習行動観察
レポート内容・当日の集合の様子・
実習行動観察

レポート内容・実習時の行動観察

・指定された場所・時間
に集合できる。(集合で
きない場合は連絡を入
れる)

事前に案内を読み、現地情報集合時間
を理解しておく。
天気予報を確認している。

集合時間から逆算し、家を出発する時
間・起床時間を考える。
当日の天候に合わせての服装・持ち物
を準備する。

事前に現地の事について下調べをして
いる。
不明な点について事前に質問をする、
等実習当日に向けて能動的に不安材
料を解消している。

・海での事故にあわない
行動をとる。
・魚を素手で触らない。
・正しい釣り道具の使い
方と、注意事項を守り楽
しく釣りを行う。

担当教員による注意事項・道具の扱い
方法などを理解し実行できる。

周りに注意しながら安全に釣りが出来
るように行動できる。道具の使い方を
理解している。

グループ内で知識・注意事項の共有が
出来るよう積極的にコミュニケーション
を取ろうと行動している。
消極的な生徒に対する声掛けなどが出
来る。

・生徒間どうしでコミュ
ニケーションを取り、助
け合い協力する。

メゴチバサミの使い方、釣り糸・竿の動
かし方・エサの入れ方、釣れた時の竿
やリールの使い方をり開始行動出来て
いるか。

魚が釣れた時にどのように行動し何に
注意するべきか判断し・行動できる。

周りにいる一般の釣り人に迷惑をかけ
ないで、みんなで楽しく、且つ安全に釣
りができるように気を使う事が出来る。

・各自飲食後に出たゴミ
の持ち帰り。
・防波堤など、実習で汚
した後の掃除を行う。
・ほかの釣り人が出して
放置しているごみを集
め美しい環境を作る。
・使用した道具を片づけ
る。

環境を整える事によって、継続的に釣
りが出来、安全が確保できることを認
識する。

何のために清掃活動を行うのかを理解
し、行動できる。

清掃活動や後片付けをし、協力を促す
事が出来る。

評価規準

科目

漁業体験

学習内容 到達目標

評価規準

［評価基準］　　A：十分達成している　　　B：概ね達成している　　　C:努力を要する

1，校外での体験学習の為、事
22前案内を基に、現地集合。

2,担当教員の指示(注意事項
22)に従う。
3，担当教員による釣り道具の
22正しい使い方の説明。

4,安全に気を付けると共に、み
22んなと協力し、工夫をしなが
22ら楽しく釣りをする。

5,防波堤の清掃活動
6，後片付け



農業と環境につい
て体系的・系統的
に理解するととも
に，関連する技術
を身に付けるよう
にする。

農業と環境について体系的・
系統的に理解するとともに，
関連する技術を身につけてい
る

農業と環境に関する課題を発
見し，農業や農業関連産業に
携わる者として合理的かつ創
造的に解決する力を身につけ
ている

農業と環境について基礎的な
知識と技術が農業の各分野で
活用できるよう自ら学び，農
業の振興や社会貢献に主体的
かつ協働的に取り組む態度を
身につけている

片山農園で現在の農業の状
況と将来の展望を考える



相生学院高等学校

教科 教科書番号 出版社 教科書名

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

（評価方法） （評価方法） （評価方法）

レポート
課題プリント

レポート
課題プリント

レポート
課題プリント
グループディスカッション

２進数、８進法、10
進法、16 進数とそ
れらの基数変換を
理解する。アナログ
データとデジタル
化、またデジタル化
のメリットとデメリッ
トを理解する。

・基数の考え方を理解している。
・２進法、８進法、10進法、16進法の違
いを理解している。
・基数変換の方法について理解してい
る。
・アナログデータとデジタルデータの違
いを理解している。
・デジタル化の方法について理解して
いる。

・２進法、８進法、10進法、16進法の違
いを表記できる。
・基数にあわせ、適切に計算ができる。
・デジタル化について説明できる。

・デジタルを支える理論に興味を持とう
としている。

コンピュータの仕組
みやセキュリティの
意識と必要性を理
解する。法律や規則
などの考え方を理
解する。

・コンピュータの構成要素や仕組みを
理解している。
・セキュリティと安全意識の必要性につ
いて理解している。
・法律の考え方や、知的財産権に関わ
る法律を理解している。

・コンピュータの仕組みを、身近な例に
置き換えて説明できる。
・安全意識をもった行動ができる。
・法律に則った行動について説明がで
きる。

・セキュリティや安全意識、また法律に
ついて興味を持とうとしている。

［評価基準］　　A：十分達成している　　　B：概ね達成している　　　C:努力を要する

情報技術を支える基礎的理論

情報社会を支える技術と法律

評価規準

科目

私たちと情報社会Ⅰ

学習内容 到達目標

評価規準



相生学院高等学校

教科 教科書番号 出版社 教科書名

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

（評価方法） （評価方法） （評価方法）

レポート
課題プリント

レポート
課題プリント

レポート
課題プリント
グループディスカッション

企業活動や代表的
な企業組織につい
て理解する。経営の
考え方、および資源
管理について理解
する。

・企業活動について理解している。
・代表的な企業組織、組織構成を理解
している。
・経営と経営資源について理解してい
る。

・企業の活動について説明できる。
・組織の仕組みや、その歴史を説明で
きる。

・社会の仕組みや企業組織を理解し、
自らが将来働く姿を想像して行動しよ
うとしている。

経営資源の運用と
マーケティングにつ
いて理解する。高度
情報社会における
自らの可能性と価
値を理解する。

・経営資源の有限性と無限性について
理解している。
・マーケティングの基本的な考え方を理
解している。
・主体的に未来を創る姿を想像し、可
能性と価値を理解している。

・経営資源の例を、身近な例に置き換
えて説明できる。
・マーケティング理論を簡単に説明でき
る。

・マーケティングや資源運用を理解し、
可能性と価値を高める行動をしようと
している。

［評価基準］　　A：十分達成している　　　B：概ね達成している　　　C:努力を要する

社会を支える組織とその活動

組織とパーソナリティの可能性

評価規準

科目

私たちと情報社会Ⅱ

学習内容 到達目標

評価規準



相生学院高等学校

教科 教科書番号 出版社 教科書名

総合的な探求の時間 ― ― ―

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

（評価方法） （評価方法） （評価方法）

レポート内容・作品制作
活動

レポート内容・作品制作
活動

受講態度・レポート内容・
作品製作活動

土と作業道具などの適切な
取り扱いや注意事項、基礎技法の
習得が事前学習に於いて出来て
いるか。

事前学習において作品のテーマ
設定、構想、形や模様の工夫が自
分なりに出来ているか。

事前学習・陶芸の先生の講義を含
め、主体的、協働的、に取り組む
姿勢を行動や態度で見受ける事
が出来る。

技法を理解し応用も出来
る。

完成した作品を使う相手に
対する意図が明白でありま
た、独自性があるか、作品
の仕上がり状態(サイズ観
等)を持ちながら制作活動
を進行しているか。

主体的・共働的な姿勢が顕
著であり、周りに良い影響
を与えている。

［評価基準］　　A：十分達成している　　　B：概ね達成している　　　C:努力を要する

インターネットなどによる事
前学習,陶芸家による陶芸
についての歴史などと作品
制作に向けての講義。

作品制作実習

評価規準

科目

私たちと伝統文化Ⅰ

学習内容 到達目標

評価規準

(1)探究の過程において，課題の発見と解22
決に必要 な知識及び技能を身に付け, 22
課題に関わる概念を形成し，探究の意22義
や価値を理解するようにする。
2222222222222222222222222222
(2) 実社会や実生活と自己との関わりから
222問いを見いだし,自分で課題を立て，
222情報を集め，整理・分析して，まとめ・222
表現することができるようにする。
2222222222222222222222222222
(3) 探究に主体的・協働的に取り組むとと222
もに，互いのよさを生かしながら，新た222な
価値を創造し，よりよい社会を実現222しよう
とする態度を養う。



相生学院高等学校

教科 教科書番号 出版社 教科書名

総合的な探求の時間 ― ― ―

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

（評価方法） （評価方法） （評価方法）

レポート内容・作品制作活
動

レポート内容・作品制作活
動

受講態度・レポート内容・作
品製作活動

事前学習に於いて、陶芸の基
礎知識を吸収できているか。
村尾先生の講義を通じて、絵
付けに関する新たな知識や技
術を理解できたか。

事前学習に於いて自己表現
のイメージなどが出来ている
かレポート上、受講態度など
を通じて評価する。

事前学習の段階に於いて、レ
ポートなどに意欲的に取り組
めているか、

村尾先生による講義を受けて
の、道具の使用方法や、事前
学習で学んだ、知識が活かさ
れているか。

作品にオリジナリティ－が表
現できているか、事前にイメー
ジしたものに近づいているか。
制作活動及びレポートを通じ
ての評価

作品制作に於いて、表現した
いものと実際の作品の乖離を
どのようになくそうとしている
か。またほかの生徒と協調し
ながら作業が進めようとしてい
るか、作業態度・レポートを通
じて観察。

［評価基準］　　A：十分達成している　　　B：概ね達成している　　　C:努力を要する

インターネットなどによる事前学習,
陶芸家による陶芸についての歴史
などと作品制作に向けての講義。

作品制作実習

評価規準

科目

私たちと伝統文化Ⅱ

学習内容 到達目標

評価規準

(1)探究の過程において，課題の発見と解22
決に必要 な知識及び技能を身に付け, 22
課題に関わる概念を形成し，探究の意22
22義や価値を理解するようにする。
2222222222222222222222222222
(2) 実社会や実生活と自己との関わりから
222問いを見いだし,自分で課題を立て，
222情報を集め，整理・分析して，まとめ・222
表現することができるようにする。
2222222222222222222222222222
(3) 探究に主体的・協働的に取り組むとと222
もに，互いのよさを生かしながら，新た222な
価値を創造し，よりよい社会を実現222しよう
とする態度を養う。



地球で生きる者と
して、日本のみな
らず他国の人々の
ことも考え、行動
できる人間となる

探究の過程において，課題の
発見と解決に必要な知識及
び技能を身に付け，課題に関
わる概念を形成し，探究の意
義や価値を理解している

実社会や実生活と自己との関
わりから問いを見いだし，自
分で課題を立て，情報を集
め，整理・分析して，まと
め・表現している

探究に主体的・協働的に取り
組もうとしているとともに，
互いのよさを生かしながら，
新たな価値を創造し，よりよ
い社会を実現しようとしてい
る

子どもの人権と世界の環境
問題



世界の水の現状を
知り、今後の人類
の水への取り組み
を考える

探究の過程において，課題の
発見と解決に必要な知識及
び技能を身に付け，課題に関
わる概念を形成し，探究の意
義や価値を理解している

実社会や実生活と自己との関
わりから問いを見いだし，自
分で課題を立て，情報を集
め，整理・分析して，まと
め・表現している

探究に主体的・協働的に取り
組もうとしているとともに，
互いのよさを生かしながら，
新たな価値を創造し，よりよ
い社会を実現しようとしてい
る世界の水の現状



相生学院高等学校

教科 教科書番号 出版社 教科書名

総合的な探究の時間 - - -

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

（評価方法） （評価方法） （評価方法）

レポート
課題プリント
行動観察

レポート
課題プリント
行動観察

レポート
課題プリント
行動観察

社会の多様な職業
構造や労働に関す
る基礎知識を理解
できる。

・産業構造や職業分類、サービス業等
の特徴を理解している。

・労働時間や働き方に関する基礎知識
を身に付けている。

・社会には多様な職業があることを理
解し、言語化できる。

・労働に関する基礎知識を元に、社会
の多様な職業構造について幅広く思考
できる。

・社会の多様な仕事に関心を持ち、主
体的に職業調査に取り組んでいる。

働く意義について自
分の考えを持つこと
ができる。

・自らの興味・関心に基づく職業調査を
行なっている。

・仕事に必要な資質・能力を理解してい
る。

・自らの興味・関心に基づき、職業に必
要な資質を多面的に考察している。

・働くことの意義や価値観を言語化して
表現できる。

 ・対話を通じて他者の職業観を尊重
し、学びを深めようとしている。

・将来の生き方につ
いて考え、言語化で
きる。

・ライフステージの概念と、社会変化
（AI・少子高齢化等）の概要を理解して
いる。

・将来の社会変化が自分に与える影響
を予測し、適切な判断を行っている。

・自分の将来像や人生設計を具体的か
つ適切に表現している。

・社会の変化を自分事として捉え、将来
の目標設定に積極的に向き合ってい
る。

・AIの普及や少子高齢化等の社会変
化を踏まえ、自らのライフステージや将
来像を具体化できている。

・自分の性格や強み
に気づく。

・エゴグラムによる性格特性の分析方
法を正しく理解している。

・自己分析結果から自らの強みや行動
傾向を客観的に考察している。

・自分の望む状況に向けた行動計画を
論理的に考えている。

・より良い人間関係の築き方を考える。

・自己理解を深める活動に主体的に取
り組み、自己の在り方や生き方を考え
ようとしている。

［評価基準］　　A：十分達成している　　　B：概ね達成している　　　C:努力を要する

(1) 社会と職業

(3) 将来設計と社会変化

(4) 自己理解 (エゴグラム)

(2) 職業観の形成

評価規準

科目

私たちとこれからの社会

学習内容 到達目標

評価規準


